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			主な登場人物
		

		これはシーズン２全体の登場人物紹介なので、全ての話にここに出てくる人物が登場するとは限りません。

		
			オックス・モオルダア・ムスタファ
		

		　FBl（エフビーエル）特別捜査官。天才的推理と「少女的第六感」で数々の難事件を解決・・・するのか？

　ふとしたことから自分が正規の捜査官ではなくてバイトであると知りショックを受ける。特別捜査官の「特別」とはそういう意味だったのか？そういうこともありシーズン２のモオルダアは自信喪失気味な感じもある。

		
			ダナア・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　モルダアのパートナー。死体を切り刻むのが大好きな検死官。（無免許）

　常に冷静であり完璧でエレガントであると思っている。たまにはそのとおりになることもあるが、それが高じてうぬぼれにつながることも。またいろいろなことにコンプレックスを抱いているような一面を見せることもある。

		
			アンタモ・スキヤナー
		

		　FBl副長官。モルダアたちに上から指示を出す人。シーズン１では一番偉い人だったが、シーズン２になるとエフ・ビー・エルにはその他の偉い人が出てくるようになり、彼は板挟みの中間管理職みたいな立場になってしまう。一応、モオルダアとスケアリーのことを第一に考えようという気はあるらしい。一応、直属の上司だから。

　毛が薄いので髪は短くしている。ハゲを隠さないといういさぎよい一面もあるということ、なの？

		
			ミスター・ペケ
		

		　隠居した怒百目鬼 鐵円（ドドメキ テツマル）に変わってモオルダアやスケアリーにいろいろ裏情報を教えてくれる謎の人物。ドドメキとは違い常に威圧的な態度でモオルダア達に接する。

		
			ウィスキー・ドリンキングマン
		

		　常にウィスキーをラッパ飲み。闇の組織の一員。裏で糸を引く男。色々たくらむ男。（酒がなくなると急に弱くなる？）

		
			蔵衣地・A・ロドリゲス
		

		　ハーフのような名前だが、純粋な日本人。便宜上たいていの場合「クライチ君」と呼ばれるので、下の名前はどうでもいいのである。

　ペケファイルの二人の足を引っぱるだけでなく、闇の組織の手先でもある。ただし常に自分の都合を優先させる性格なので、どこの「闇の組織」の手先になるかは展開次第。

		
			ローン・ガマン
		

		政府や社会の裏に渦巻く陰謀を暴こうとしている秘密組織。作者の都合で新しく誰かを登場させるのではなく、これまでに登場した人物を起用することにした。

		
			ヌリカベ君
		

		　化学やハイテクに関することに詳しい。無口すぎて必要なことすらなかなか話さない。彼が唯一の「ローンガマン」の正式メンバーである。ヌリカベ君はメンバーが二人以上になると「ローン・ガメン（manの複数形でmen）」に名前を変えなくてはいけないのではないか？と考えていて、そうすると名前の由来である「ローンを我慢する」という意味がなくなってしまうので、彼以外がメンバーにはいることは認めていない。

		　大学時代は演劇部で死体役や壁の役を専門としていた。常にダークなオーラで人々をゾッとさせる。

		
			元部長
		

		　ヌリカベ君のいた大学の演劇部で部長をしていたが、演劇とギャンブルに没頭していたため学業がおろそかになり大学を中退する。ちょうど同じ頃大学院を辞めた先輩のヌリカベ君が始めた「ローンガマン」のアジトに居候している。

　得に特殊技能があるわけではないが「演劇じみた演技」は得意である。

		
			フロシキ君
		

		　詳細は未設定。本家「エックスファイル」に合わせるなら「ローンガマン」は三人いないといけないので、そのうち三人で登場するかも知れないし、しないかも知れない。

		
			エフ・ビー・エルの職員たち
		

		　物語の進行上に得に意味がない限り、彼らはエキストラである。エフ・ビー・エルのビルディングで忙しそうに動き回っているが、実はそれはただビルの中を歩き回っているだけで、その行動に目的があるわけではない。

		
			その他
		

		　エピソード毎に紹介。

	
		
			#011「RIDDLE」
		

		
			1
		

		　電話が鳴っている。この電話の音がこの薄汚い部屋に何かの変化をもたらすことはなさそうだ。部屋には新聞や雑誌。それに何の資料か解らないが、まとめられていない紙の束がそこら中に散乱している。部屋の隅にはビールの空き缶が不安定に積み上げられている。しかしこの部屋の中にある物は全て電話の音には反応しない。電話に反応することになっているのは、こういった「物」ではなくて人間なのだから。しかし、この部屋には人間はいるのだろうか？電話が鳴り出す前からずっとこの部屋は静まりかえっていたのである。耳を澄ましてみたところで寝息や心臓の音は聞こえなかったのだ。新聞紙の向こうに埋もれそうになっているベットには毛布がある。それはそこに寝ていた人間が起きあがってベットから這い出してきた時のままの状態でベットの上に小さな山脈を作っていた。

　ようやく電話の音がおさまった。しかし、またすぐに鳴り出すはずである。これまでの三十分間、電話は繰り返しかかってきていた。電話をしている相手はこの部屋に誰かがいると確信しているのか、或いはどうしてもこの部屋の人間と連絡が取りたいのかのどちらかであろう。いや、もしかするとこの部屋の人間が生きているということを確かめたいのかも知れない。また電話が鳴り始めた。

		
			2  二日前の夜。大学にほど近い住宅街。
		

		　薄暗い路地の近くに一台の大型ワンボックスが停車した。ワンボックスのドアが開くと、中からライフルを手にした男達が数人おりてきた。彼らは黒いユニフォームに身を包み、防弾チョッキを付けている。それからヘルメットと暗がりで物を見るための暗視スコープも付けているようだ。この静かな住宅街にはまったく似つかわしくない姿の彼らは、車から降りると順序よく路地へと走っていった。素早くそして正確に。暗視スコープの赤い光が綺麗に並んで路地の奥へと進んでいった。全てを無言でおこなう彼らが、この静かな住宅街の住民を恐怖に陥れることなどないであろう。彼らはきっと誰にも気付かれないように任務を遂行することを訓練されているに違いない。

　列の一番先頭にいた男が止まって、後ろに手で合図を送った。すると、続いていた男達も止まり、片膝をついてライフルを構えた。彼らは言葉はなくても合図だけで全てを理解して行動することができる。先頭の男が誰かに無線で連絡を取っている。

「こちら捕獲部隊。猫女の位置を確認。全員捕獲体勢に入りました。どうぞ」

「よろしい。そのまま捕獲作戦開始の合図を待て」

空を見上げるとどこからか一機のヘリがこちらへ向かってきているようだ。中には捕獲部隊からの無線連絡を受けた男、多分部隊を指揮する男、が乗っている。そしてその横では、スーツを着た男がウィスキーをラッパ飲みしている。スーツの男は静かにとなりの指揮官の様子をうかがっていた。

　すると、このヘリの無線に地上からまた連絡が入った。

「緊急事態！市民が近づいてきます。男と女です。男のほうは猫女に襲われそうです」

「何だって!?」

指揮官はそこまで言ったが、すぐには指示を出さず、となりにいたスーツの男のほうを見た。スーツの男はウィスキーを一口飲むと、静かに指揮官に言った。

「男も一緒に捕獲するんだ」

それを聞いた指揮官はスーツの男に言われたとおりに地上に連絡した。

		
			3
		

		　ヘリから連絡を受けると、列の先頭にいた男がまた後ろに向かって合図をした。すると部隊は先程と同様に規則正しい動きで路地をさらに先へと進んだ。そこは二つの路地が交わるところである。部隊の男達は塀の影や電柱の後ろに身を潜め、ライフルをもう一つの路地の標的に向けて狙いを定めた。その中の一人は他の男達よりも少し前に進んだ。彼の持っているの銃は他の男達のライフルとは少し形が違う。彼はその銃に注射器のような物を装填して構えた。

　暗視スコープを透して標的にねらいを定める。闇の中でも狙っている先ははっきりと見ることができた。しかし、彼が狙っているものだけは影のようにしか見えない。彼らの言っていた「猫女」とはこのことなのだろうか。その影の中のギラギラ光る目だけはなぜかはっきりと見ることができた。

　銃を構える男はその目を見て、その目に吸い込まれていくような錯覚に陥った。しかし、この任務のために特別な訓練を受けてきた彼はこの妙な錯覚と戦っていた。隊長の作戦開始の合図で即座に引き金を引いて標的に命中させなければいけない。失敗は許されない。

　男が狙う黒い影の前には先程ここへ現れた男の姿が見える。男は口を半分開けてよだれを流しながら、じっと黒い影のギラギラした目を見つめている。黒い影は両手でしっかりと男の両肩をつかんでいる。

　すると空に光が見えた。先程のヘリがここへやって来たようだ。捕獲部隊の男達の緊張が高まっていく。そして隊長が特殊な銃を持った男に合図を出した。男は合図を確認すると引き金を引いた。圧縮ガスを使うこの銃は撃ってもほとんど音がしない。中の注射器のような物が黒い影のような物へと放たれた。

　狙っていた場所からは何の反応もない。「あたったのだろうか？」銃を撃った男は心配になったが、今はそれどころではない。もう一度注射器のような物を銃に装填すると、今度は黒い影に捕まっていた男に狙いを定めた。もう一度銃を撃つと、今度は確実に命中したことが解った。暗闇の中で「ハウッ！」という甲高い妙な悲鳴が聞こえた。

　その瞬間、捕獲部隊は黒い影のほうへと走っていき倒れている黒い影と男を担ぎ上げた。そして、彼らがやって来た路地を元に戻ると黒い影と男をワンボックスの中に積み込んでドアを閉めた。ワンボックスは静かに走り出した。

　作戦開始から三十秒ほどしかたっていない。見事な捕獲作戦であった。作戦終了の知らせを聞くと上空のヘリもどこかへ飛んでいいってしまった。

		
			4
		

		　捕獲作戦が終わったあとの暗い路地で、先程の男と一緒にここへ歩いてきた女が一人取り残されていた。女は驚きと恐怖でしばらくただ呆然とそこに立ちつくしていた。いったい何が起きたのか、まったく理解できない。彼女の足下には捕獲部隊が撃った注射器のようなものが中身を半分残して転がっていた。意識していたのか、していなかったのかは解らないが女はそれを拾い上げて手の中の注射器を見つめた。そして、次第に自分がいま「Ｂ級ホラー」級の危険な状況にあるように思えてきた。それから、女は慌ててその場を走り去った。そして近くにある自分の住んでいるアパートに駆け込むと、急いで鍵を閉めた。

　いったい何が起きたのか。女はあの作戦が行われた路地に着くまでに自分が今日してきたことを一つずつ思い出そうとしていた。しかし、考えれば考えるほど彼女の頭は混乱していく。それもそのはず。先程の作戦が行われることと彼女のその日の行動とはまったく関係がないのだから。しかし、混乱しながらも女はあることを思い出したらしい。女は持っていた鞄を開けるとそれを逆さまにして中の物を全部床にぶちまけた。そしてその中から一枚の名刺を拾い上げるとそこに書かれている番号に電話をかけた。

「スケアリーさん。私、私です。大変です。大変なんです。モオルダアさんが！大変なことに！」

		
			5  怯える女子大生、レイコの部屋
		

		　レイコはスケアリーに先程の騒動の一部始終を話した。あとはすぐに駆けつけると言ったスケアリーを信じて待つしかなかった。いったいあんな話を信じてくれるのだろうか？レイコは心配になっていた。

　一緒に歩いていたモオルダアの様子が突然おかしくなって、モオルダアがふらふら歩いていった先には得体の知れない何かがいた。そしてそのすぐあとにどこからともなく現れた謎の集団によってモオルダアとそこにいた何かを連れ去っていったなどという話を、スケアリーは信じてくれるのだろうか？

　でもそこは心配ご無用。スケアリーはいつもモオルダアからもっと変な話を聞かされているので慣れてしまっているのである。今までだってモオルダアの話のとおり、とはいかなかったものの、不可思議な現象は何度となく目にしてきたのだから。それでも、スケアリーはレイコの話がでたらめではないのかと思い何度かモオルダアに電話をかけてみたのだが、モオルダアは電話に出なかった。

　レイコは部屋の道路に面した窓のカーテンを少しだけ開けて道路の様子をうかがってみた。幸い怪しい人影はないようだ。そこへ一台の車が到着した。レイコは一度外から見えないように窓の脇に身を潜めてから、もう一度外を除いてみた。車からスケアリーが降りてきたのが見えた。レイコは多少ホッとしてまたカーテンを閉めると玄関のほうへ向かった。レイコがドアの前に立つとちょうどスケアリーが呼び鈴を鳴らした。

「ちょいと、どういたしましたの？」

レイコがドアを開けるなりスケアリーが言った。それもそのはず。夜中にいきなり変な電話で呼び出されてスケアリーは少し機嫌が悪かったようだ。しかし、ドアを開けたレイコの顔が真っ青なことに気付いたスケアリーは、何か重大なことが起こったに違いないと思い、自分の態度を改めなければいけなかった。

「いったいどうなさいましたの？」

もう一度スケアリーが聞いた。今度は少し柔らかい口調になっている。

「警察に話しても信じてもらえないと思ったもので、スケアリーさんに電話したんです。来てくれて本当にありがとうございます」

多少のことには動じない強い女スケアリー（モオルダアはそれが怖くてたまらないのだが）がやって来て安心したのか、レイコの目は多少涙ぐんでさえいる。

「あたくしだって、まだ信じているわけではございませんけど。なんだかあなたの話したことって、モオルダアがいつも言っているくだらない地底人の話とあまり変わらないんですもの。それに、どうしてあなたがモオルダアと一緒に歩いていたんですの？」

それは、モオルダアの悪巧みのせいなのだが、レイコはまだ気付いていない。というよりもレイコとはそう言う人間なのだ。演劇部の劇で捜査官に恋する女子大生の役をやると決まったら、まるっきりその役の人間になってしまうのだから。

「私、モオルダアさんに家まで送ってもらう途中だったんです。いろいろ怖い事件のあった後ですし、モオルダアさんてとっても優しそうで、それに頼れる感じだし…」

ここまで聞いて、スケアリーはさらにわけが解らなくなってきた。「優しそう」で「頼れる感じ」っていったいどういうことなんですの？スケアリーはレイコが新しい役になりきっていることを知らないので、このへんはまったく理解できないのだ。

　レイコは遠くを見つめるような感じで話を続ける。

「私がモオルダアさんに家まで送って欲しいって頼んだら、快く了解してくれました。ちょっと変わってるところもありますけど、私はモオルダアさんがとってもいい人だなって直感したんです。それがあんなことになってしまうなんて…」

ここで、レイコは先程の事件を思い出してスケアリーのほうをに怯えた目を向けた。

　なんだかこれはまたややこしいことになってきましたわ。それにどうしてこんなに演劇じみた喋り方をするのかしら？スケアリーは思っていたが、それよりもモオルダアは何をしていたのだろうか？事件よりもそっちが気になってくる。

「まず始めに言っておくことがありますわ」

スケアリーは本題に入る前にどうしても言いたいことがあった。

「あなたが言っていた優しくて頼れる人って、本当にモオルダアなんですの？だとしたらあなたはとんでもない間違いをしていますわ」

「えっ、何でですか？」

「まあ、それはどうでもいいことですわ。いずれわかることでしょうし」

スケアリーはここでようやくモオルダアの行方が気になってきた。レイコの話に調子を狂わされて肝心なことが後回しになってしまった。

「それで、その黒い服の人たちですけど。あなたには何か心当たりはありませんの？」

スケアリーが聞くと、レイコはただ首を横に振ってからこう言った。

「実は、まだスケアリーさんに話していないことがあるんです。電話であんまり詳しく話すと信じてもらえないような気がして」

スケアリーはまたおかしなことになってきたと思いながらも、努めて怪訝な表情にならないようにしていた。良く解らない話でも聞いていないと事が進まない気がしてきたようだ。それに、レイコが何か恐ろしい事に遭遇したのは本当のようだし。

「あの黒い服の人たちですけど、目が光っていたんです。もしかするとモオルダアさんを襲おうとした『得体の知れないもの』の仲間かも知れません。それから、ほんの少しの間ですけど空がすごく明るくなったのを覚えています。何が飛んできたのかはわかりませんが、確かヘリコプターのような大きな音がしていました」

やっぱりおかしくなってきた。

「それはきっとヘリコプターだと思いますわよ。それで、モオルダアはヘリコプターに乗せられてどこかへ連れ去られたんですのね？」

「いいえ、違います。モオルダアさんは黒い服の人たちに担がれていきました」

困ったことになってきた。スケアリーにはまったく話が理解できない。いずれにしてもモオルダアの身に何かが起きたことは確かなようだが。

「これでは埒があきませんわ。モオルダアを助けたいのならもっとわかるように話していただけませんこと？」

「あっ、ごめんなさい。私、あの時はすごく怖かったから、記憶が混乱しているのかも知れません。実は私、今でも心配なんです。モオルダアさんが言うにはこの事件の犯人はすごく頭のいい人なんですって。だからきっと私を誘拐しなかったのもきっと何かの計画のうちなんだと思うんです。きっと犯人は私を狙っているんです。もしかすると私がスケアリーさんを呼ぶことすら計画のどおりなのかも…」

レイコの話がまったくわからないスケアリーは彼女を遮った。

「ちょっとまってくださるかしら。この事件って言うのはこの近くで起きた多惰野凡太（タダノ・ボンタ）殺害事件のことですわね。あの事件でしたら、犯人は人ではなくてトラだったんですのよ。それに、そのトラはもう射殺されているんですから。いったいモオルダアは何を考えているのかしら」

これを聞いてレイコまでなんだか訳が解らなくなってきた。また別の事件が起きたと言うのだろうか？頭の中を整理するために二人にはしばらくの沈黙が必要だった。しばらく経っても少しも頭の中は整理されなかったのだが。

「なんだか解りませんが、モオルダアが得体の知れないものと一緒に連れ去られたと言うことだけは解りましたわ。でもそれだけでは…」

考えをまとめないまま喋りだしたスケアリーの言うことを聞いてレイコは何かを思いだしたようだ。

「そうだ！私は証拠を持っているんです」

レイコは事件のあとに見つけた注射器をスケアリーに渡した。なぜかレイコは現場からそれを持ち帰っていたようである。スケアリーは渡されたものを見つめていた。

「あら、何ですのこれは？これは麻酔銃に使う注射器のようですわね。これがもし犯人が使ったものだとしたら、重要な手掛かりになりますわ。でもレイコ様。あなたのしたことは本当はいけないことなんですのよ。事件現場の証拠品を勝手に持ってくるのは。でも今回に限っては的確な判断ですわ。あなたもなかなかやるじゃありませんか」

レイコは「もちろん、憧れのモオルダアさんのためですから」と言おうと思ったが、胸に何かがつまっているような妙な感じを覚えて口に出すことができなかった。レイコの中で何かが変わっているのだろうか。もしかするとスケアリーと話しているうちに「モオルダアが優秀な捜査官ではない」ということに気づき始めていたのかも知れない。気の毒なモオルダア。

		
			6
		

		　スケアリーはレイコと伴に事件現場へと向かっていた。スケアリーに事件現場へ案内して欲しいと頼まれた時に、レイコはあの恐ろしい経験をした事件現場へ戻るのは気が進まなかった。でもスケアリーの振る舞いを見ているとなんとなく安心できるのだ。大学にいる恰好だけで中身は女みたいな男達なんかよりもずっと頼りになる。「知性の中に普通の女性にはまねのできない強さをもっている」と、レイコはそんなふうに思っていた。

　現場に近づくにつれてレイコは次第にスケアリーのほうへ近づいて歩くようになった。

「ちょいと、あなた。そんなに近くに来られては歩きづらいですわ」

そう言いながらスケアリーは少しずつレイコから離れようとした。

「ごめんなさい。でもさっきの事を思い出したら怖くなっちゃって」

スケアリーは立ち止まって少し迷惑そうな顔をしていたが、確かに普通の人は恐ろしい思いをした事件のすぐあとにまた同じところへ戻るなんてことはしない。ここは我慢するしかなさそうだ。再び歩き出すとレイコはスケアリーの上着の袖をつかんでいたがスケアリーは黙っていることにした。

　二人が事件現場が見えるところまで歩いてくると、そこには二人組の男がいて何かを探しているようだった。その場所は明らかに事件の起きた場所。

「おい、あったか？」

「ないよ。もうここ以外にはあり得ないんだけどなあ」

「まったくなんなんだよ、あの男は。よりによってあんな大事な作戦の時にやって来やがって。あと一つ見つければオレ達の仕事は終わりなんだけどなあ」

二人はこんなことを話しながら何かを捜していたが、スケアリー達にはこの会話は聞こえていない。それでも事件現場で何かを必死に探しているこの二人は怪しすぎる。スケアリーの全身に緊張がみなぎるのを感じたレイコは少し驚いてつかんでいた袖を放した。スケアリは走って二人組に近づくと、銃を抜いて二人に言った。

「エフ・ビー・エルですのよ！そこの二人。両手を上げて…」

スケアリーが最後まで言う前に、二人は一目散に走り出した。スケアリーも慌ててあとを追ったが、逃げる二人の前に車が止まると二人はその車に乗って行ってしまった。スケアリーはまだ諦めきれずに車のあとを追いかけたが車との距離は広がっていくばかり。狭い路地にもかかわらず車はかなりのスピードを出して広い通りまで出るとあとはさらにスピードをあげて夜の街へと消えていった。まだ路地を走っていたスケアリーには遠くで車のタイヤがきしむ音だけが聞こえていた。

		
			7  朝の事件現場
		

		　昨晩、謎の捕獲部隊によって捕獲作戦が行われた現場にはスケアリーが招集した警察官や鑑識課の人間が辺りを調べていた。しかし、これといって手掛かりとなるようなものは残っていなかった。きっと昨晩スケアリーが追いかけた二人組が現場の後片付けをしていったのだろう。

　スケアリーは携帯電話を取り出してモオルダアに電話をかけてみた。また、いつものように事件とはまったく関係のないところで、どうでもいいことに熱中しているのではないか、という気がしたからである。でも電話は応答のないまま留守番電話に切り替わった。スケアリーは電話を切るとモオルダアの自宅の番号にもかけてみた。呼び出し音を何度も聞いたあとスケアリーは電話を切った。スケアリーはモオルダアに関してだけは何の心配もいらないと思っていた。何が起こっても、モオルダアはそこで何が起こったのかも気付かないまま涼しい顔をして現れる。モオルダアは今までそんな感じだったのだ。しかし、今度はそんな感じにはいかないようだ。携帯電話をしまいながらスケアリーは嫌な胸騒ぎを感じて眉間にしわを寄せていた。

　そこへスキヤナーの車がやってきた。車から降りた彼もまた神妙な面もちでスケアリーのほうへやって来た。

「いったいどういう事なんだ？モオルダアが誘拐されたって？」

スキヤナーは周りに聞こえないように小さな声でスケアリーに言った。

「私にも何がなんだか解りませんわ。きっと鍵を握るのはモオルダアと一緒に連れ去られた『得体の知れない何か』だと思いますわ」

それが聞こえたのかどうかは知らないが、スキヤナーは先程から少し困った感じで辺りを見回している。

「ここにいる警官達はキミが呼んだのか？」

「そうですけど、それが何か？」

「いや、それはいいんだが。証拠は何も出なかったんだろ？じゃあそろそろ私たちはこの事件から手を引かないと」

スケアリーは始めスキヤナーが何を言っているのか良く解らなかったようで、すこし間を空けて彼の言ったことを理解しなくてはいけなかった。それからスキヤナーを睨みつけながら言った。

「手を引くって、どういう事ですの？エフ・ビー・エルの捜査官が誘拐されたっていうのに、どうして手を引かなくてはいけないんですの？」

スケアリーの剣幕に予想どおりあたふたしているスキヤナーだったが、ぎこちない感じでこう答えた。

「そりゃあ、私だってモオルダアのことは心配だよ。でもねえ、私の『副長官』という微妙な立場も考えてくれないかな。これは上からの命令でね。この事件は普通の誘拐事件だから、ペケファイル担当のキミよりも他の捜査官が捜査をするべきだ、ということなんだよ」

やっぱりエフ・ビー・エルにはモオルダアとスケアリー以外にも捜査官はいたんですね。まあ、そこは今考えるべきところではないので、話を続けましょう。

　スケアリーはこれに納得がいかない。

「まあ、あなたはなんて事をおっしゃるの？これはどう考えても普通じゃなくて、異常な誘拐事件ですわ！もしあたくしがこの事件の捜査を担当しなくて、助かるはずのモオルダアが遺体で発見されたとしたら、その時は是非ともあたくしがモオルダアの検死解剖をやらせていただきますわ。そして、切り取ったモオルダアの首をあなたの家の前に飾ってさし上げますわ！」

スキヤナーは驚いて目をグルグルさせながらスケアリーを見ている。スケアリーがまだ続ける。

「モオルダアのような方がすることは凡人に解るはずがありませんわ。この事件だって同じですわよ。モオルダアが被害者だとしても、あのモオルダアが相手では予想もつかない行動に出るはずですから。だからこの事件は私のような優秀な捜査官が担当しなくてはいけないんですのよ。おわかり？」

スキヤナーはかなり弱っている。

「おわかり？とかいわれても…」

スキヤナーが最後まで言う前にスケアリーは彼に背を向けて歩いていた。そして、現場を調べている警官達に言った。

「みなさん聞いてくださいまし！エフ・ビー・エルのお偉いさん方たちは私のような無能な捜査官にはこの事件はまかせられないそうですのよ！ですからあたくしが呼んだあなた達のような無能な警官達ももう用無しってことですのよ。あなた達はこれから家に帰って息子や娘達の運動会のビデオの編集でもしてればいいんですわ！それでは、無能な警官達は解散！」

なんだかスケアリーはそうとう頭に来ているようだ。

　現場にいた警官達は驚いてスケアリーの方を見ていたが、彼女の妙な気迫に押されてなんとなく現場の捜査をやめて帰っていった。

　少し離れた場所で、すまなそうにしてスキヤナーがこの様子を見ていた。

		
			8  ウィスキー臭い怪しい部屋
		

		　この薄暗い部屋に数名のスーツを着た男達が集まっている。あまりに薄暗いためにそこはホテルの一室のようにも見えるし、どこかのオフィスの一室のようにも見える。その部屋にある椅子の一つにウィスキーをラッパ飲みする男が座っている。他の男達はウィスキー男に向かって冷たい視線を投げかけている。

「いったいどういうことかね？あの薬が見付からないということは」

一人がウィスキー男に言った。ウィスキー男は一度口元まで持ってきた瓶を止めたが、それを聞くと、口元まで持ってきた瓶をさらに傾けて一口飲んでから答えた。

「そんなものはとるに足らんことだよ。あの女があれを見つけるわけはないだろ。もうスケアリーに関しては手を打ってある。それに我々には切り札があるじゃないか」

聞いていた男達は、まだウィスキー男の言うことを信用できないといった感じで眉間にしわを寄せている。

「あの男が切り札になるというのか？いっそのこと始末してしまった方がいいんじゃないか？あの男は知らなすぎる。そこが一番やっかいなんだよ」

別の男がウィスキー男に言った。ウィスキー男はその男を見ながらイヤらしい微笑みを浮かべている。そして一口飲むとこう言った。

「キミはまだあの捜査官の妙な特性を理解していないようだね。あれは簡単に始末してしまうにはもったいない男だよ。使いようによっては我々に利益をもたらしてくれるかも知れない男だ」

「それなら、キミは麻酔薬を取り戻せると言うんだな。しかし、それができない場合は我々の計画どおりあの捜査官には消えてもらうしかない。それから、どうして女の方は放っておいたんだ？目撃者を残して置いては面倒なことになるぞ」

ウィスキー男はその言葉には反応せずにまたウィスキーの瓶を静かに口まで持っていった。一口飲み終わると、ウィスキー男は静かに答えた。

「あの天才女優には私の書いた脚本どおりに演じてもらわなくてはならないんだよ。それに一般人が行方不明になれば、警察が本気になって捜査を始めるはずだ。そっちの方が面倒じゃないかね？」

ウィスキー男の自信に満ちた語り口に周りの男達は特に返す言葉も見付からないようだった。

		
			9  スケアリーの高級アパートメント
		

		　スケアリーはソファに座って頭を抱えている。先程の事件現場からエフ・ビー・エルのオフィスに戻ると、彼女はなぜか謹慎処分を言い渡されたのである。これも副長官という微妙な立場のスキヤナーが彼女にすまなそうに言い渡したのであるが、その時の彼女はさすがにスキヤナーに八つ当たりする気分ではなかったようだ。彼女はあっけにとられたまま、ここまで帰ってきた。「どうしてあたくしが謹慎処分なんですの？あたくしのしたことは全て完璧な捜査法なはずですわ。こんなことを考えるのはまるでモオルダアのようですけど、どこかに闇の組織があって、その方達があたくしの捜査の邪魔をしているとしか考えられませんわ！」スケアリーは抱えていた両手から頭を放すと私を睨んだ。…私って、私のこと？

「そうですわよ、作者様！どうしてあたくしがこんな目に遭わなくちゃいけないんですの？だいいちシーズン２で誘拐されるのはあたくしじゃありませんの？それなのに、モオルダアが誘拐されて。これじゃあ、あたくしが休む時間がないじゃありませんか！」

そんなことを言われても仕方がありませんよ。まあ、本物のエックスファイルは女の捜査官の方が誘拐されるんですけど、モオルダアのすることは私にも予想不可能なんですから。でも、今回はなんとか頑張ってくださいよ。いずれスケアリーが誘拐されるドキドキのコケティッシュなエピソードがあるはずですから。とりあえず今回はスケアリーの大活躍でモオルダアを助けてあげてくださいよ。



　スケアリーはソファの前にあるテーブルに今彼女が持っている手掛かりを並べてみた。彼女はこれまでに手に入れた証拠品をまだエフ・ビー・エルに提出していなかったのだ。本来ならば規則を重んじる彼女だが、今回はいろいろエフ・ビー・エルに腹の立つことが重なったので規則無視で重要な証拠品もそのまま持ち帰ってしまったのである。

　テーブルの上にあるのはレイコが持っていた注射器とその中身。それから、可愛そうな大学生、多惰野凡太（タダノ・ボンタ）が何者かに襲われて殺された事件の証拠品であるネコ科の動物の毛が一本。それだけで何が解るというのだろうか？それでもスケアリーはなんとか事件解決の糸口を見つけようとしている。しかし、この部屋では何もできるわけがない。ここには科学的な捜査をするための機材は何もないのだから。それでもスケアリーは自前の高級ルーペを取り出して注射器を除いてみた。注射器の中の液体が大きく見えた。ただそれだけ。スケアリーはまた頭を抱えてしまった。ホントに腹が立ちますわ！

　しばらくしてスケアリーは近くにある電話に目を移した。もしかするとモオルダアからとぼけた感じで電話がかかって来るかも知れない、とでも思ったのであろうか？それでも、彼女からモオルダアに電話をかけることはしなかった。ついさっきもモオルダアに電話をかけたのだが、その時もモオルダアは電話にでなかった。いつもなら捜査に行き詰まったこんな時にはモオルダアのおバカな意見が事件を意外な方向に発展させるものなのだが、彼がいなくてはどうにもならない。スケアリーはモオルダアがいなくなった今、彼のどうにも説明のできない不思議な才能を認めてしまいそうになっていた。

　スケアリーが電話を見つめていると電話が鳴り出した。スケアリーは慌てて受話器を持ち上げて電話に応対した。しかし、それはモオルダアではなかった。

「スケアリーさん、私です」

電話はレイコからであった。

「さっきスケアリーさんがいると思って、事件現場に行ってみたんですけど、聞いてみたらスケアリーさんが事件を担当してないって言われて。おかしいと思って電話してみたんです」

スケアリーはどうしてレイコがそんなところをおかしいと思うのかが疑問だったが、今はそんなことを気にしている場合ではないのだ。なるべく話がややこしくならないようにしたかった。

「おっしゃるとおり、あたくしは捜査を担当しておりませんけど、あれは他の捜査官にお任せいたしましたからじきに解決いたしますわ。あんなものは普通の事件ですし。それよりも、あなたはあたくしに何か用がおありなの？」

「スケアリーさん。ウソを言わないでください。あれが普通の事件なわけはありません。それなのに現場捜査していたのは、どう見ても役に立ちそうにない捜査官ばかりでした。それから現場にいた人に聞いたんですけど、どうしてだかは知りませんがスケアリーさんはいま謹慎中なんでしょう？きっとスケアリーさんが困ってるに違いないと思って電話したんです。謹慎中でエフ・ビー・エルの捜査官として行動できないんだったら私みたいな学生でも、いないより居たほうが何かと役に立てるはずですから」

レイコはスケアリーが思っていたよりもいろいろ知っていた。

「どうでもいいですけど、あなたはどうしてそんなことをおっしゃるんですの？場合によってはあなたも十分に怪しい人間として容疑者にしてしまいますわよ。謹慎中だってあたくしがエフ・ビー・エルに連絡すればあなたを捕まえることは簡単なことですのよ」

スケアリーにそう言われるとレイコの声が急に小さくなった。

「ごめんなさい。私そんなつもりじゃなかったんです。ただ、昨日の夜助けていただいたお礼がしたくて…」

レイコはここで言葉を詰まらせた。このまま放っておいたらきっと泣き出すに違いない。そんな感じの喋り方だ。スケアリーは慌てて何かを言わなくてはいけなくなった。

「あら、あたくしは何もあなたを疑っているわけではありませんのよ。これは、何て言うのかしら、あれですわ。ほら、疑うのが仕事ってやつですわ。捜査官というのは本能で全てを疑ってしまうんですのよ。ですから、必ずしも本心からあなたのことを疑っているわけではございませんから」

スケアリーはこれでなんとかなると思ったが、電話の向こうのレイコはまだ泣き出しそうな声をしている。

「いいんです。私が余計なことを言っただけなんですから。気にしないでください」

「ですから、そうではなくって。ああ、例えばどんなことを協力していただけるのかしら？実を言うとあたくし、とっても弱っていたところなんですのよ」

それを聞いてレイコの声に元の元気が戻ってきた。なぜかスケアリーはレイコに翻弄され始めている。

「例えば、大学の施設を使えばそれなりの捜査ができますよ。エフ・ビー・エルほどではありませんが、科学的な捜査もできますよ。もちろん、口うるさい教授達に見付からなければの話ですけど。私はいろんな学部に友達がいるからそのくらいはなんとかできます」

それを聞いてスケアリーは彼女の前に一筋の、本当に細いものであったが光が差してきたように感じた。彼女の手にしている二つの証拠品を厳密に調べることができるかも知れないのだ。注射器と一本の毛でモオルダアが見付かるのかは知らないが、何か一つでも解るかも知れない。

「レイコ様。あなたのしようとしていることは本当はいけないことなんですけれども、この際ですからあたくしもちょっといけないことを頼んでしまいますわ」

　むふふふ。スケアリーとレイコがいけないことをしようとしてるぞ〜。

「ちょいと、作者様！真面目にやってくださらないかしら！」

あっ、ごめんなさい。ということで、スケアリーはレイコに捜査を協力してもらうことにした。

		
			10  レイコの通う大学。難しいことを研究している研究室。
		

		　スケアリーがレイコに連れられてこの研究室にやって来たのは夜の９時を過ぎた頃だった。いまこの大学のキャンバスにいるのは警備員と学会での発表を間近にした教授と部室で酒を飲んでいる気楽な学生ぐらいである。広いキャンバスは夜になると人の気配もなくなり明かりのついている部屋は眩しいぐらいの明るさになる。その明かりの中で研究室の机についたスケアリーが自動販売機で買った紅茶をほおづえをつきながら飲んでいる様子がよく見える。隣に座ったレイコはずっとスケアリーの横顔を見つめている。見つめられているスケアリーもこの視線に気付いていないわけではなかったが、その妙に情熱的なレイコの視線を感じたスケアリーは彼女の方に目線を移すことができなかった。

「随分と時間がかかるんですね。私は化学のこととか全然知らないから、こんなに大変な作業が必要だなんて思ってませんでした」

スケアリーがずっと何も言わないのでしびれを切らしたレイコが口を開いた。これでやっとスケアリーもレイコの方に顔を向けることができた。

「それはそうですわ。いくら技術が進歩したと言っても、薬品の成分を厳密に調べるには時間はかかりますわ」

そのあとにも言いたいことは沢山あるスケアリーであったが、レイコの方を見たとたん、またなんだか妙な情熱を感じる視線で見つめられてしまったので、少し言葉を詰まらせた。それを見たレイコは、どうしても会話を終わらせたくないという感じで言った。

「スケアリーさんは凄いですよね。容疑者を追いかけながら、こういう面倒な科学的捜査もしているんでしょ？」

言い終わるとレイコは目をぎらつかせてスケアリーを見つめた。また見つめられてすぐに返す言葉が出てこないスケアリーであったが、言われたことにはイヤな気がしなかった。

「それはそうですわ。あなたにはまだ解らないかも知れませんが、捜査というのは…」

スケアリーがここまで言うと研究室のドアが開いて、白衣を着た男が入ってきた。この男が入ってきた瞬間、暗闇の中でこうこうと輝いていたこの研究室に厚い雲がかかったように暗くなったような感じがした。

　ここへ入ってきたのは、大学院の学生で演劇部のOBであるらしい。どう考えても明るい性格だとは思えないこの青白い顔の男は、脂ぎった前髪をおでこになでつけながらスケアリーの方へと黙ったまま歩いてきた。ちなみに演劇部でのあだ名は「ヌリカベ」だったそうだ。演じた役は死体の役ばかり。死体が出てこない演目の場合は大道具として（大道具係ではなく）壁になって舞台の後ろの方に立っていた。（ホントに？）

　スケアリーは無言で近づいてくるヌリカベ君を見て、座っていた椅子を少し後ろに引いてすぐにでも逃げ出せるように構えた。地味なくせに頭がでかいヌリカベ君はそれだけダークな威圧感を持っていたのだ。それにあの髪のベトベト感はなんなのだろうか？整髪料なのか、それとも皮膚から出る油分なのだろうか。ヌリカベ君が最後に髪を洗ったのがいつなのか、多分彼自身も思い出せないだろう。

　ヌリカベ君はスケアリーの机の前に立ち止まると持っていた紙を彼女に差し出して「出ました」と一言だけ言った。スケアリーは紙を差し出しているヌリカベ君を少しの間呆然として見つめていた。ヌリカベ君もスケアリーが彼の差し出した紙を受け取らないので、くっきりとしたクマのできた眼を真っ直ぐスケアリーの方へ向けたままだった。それから五秒ほどたっただろうか。こんな風に見つめ合うには長すぎる時間が過ぎた時、ヌリカベ君がもう一度言った。「出ました」

　スケアリーは悪い夢から覚めたようにビクッとしてからヌリカベ君の差し出している紙を受け取った。

「ああっ、ご苦労様でしたわ」

スケアリーは冷静さを装おうとしたが、まったくダメであった。人の仕事に対して「ご苦労様でしたわ」なんてことは今まで一度も言ったことがないのに。このダークな大学院生のダークネスに調子が狂っている。

　それでも、スケアリーは渡された紙を見ているとこの薄気味の悪い学生がただの薄気味の悪い学生ではないことが解った。そこにはレイコが事件現場から持ってきた注射器に入っていた薬品の分析結果が細かく記されていた。

「ケタミンです」

分析結果を見ていたスケアリーにヌリカベ君が言った。

「ただの麻酔薬ですよ」

そう言われたスケアリーもそのように思っていたが、スケアリーは違うことにも気付いていた。

「確かに主な成分は麻酔薬のようですけど、どうしてこんなものが成分の中に含まれているんですの？」

スケアリーが持っていた分析結果を指さしてヌリカベ君に見せた。

「さあ、ボクにはなんとも…。マタタビラクトンが入った麻酔なんて効いたことありませんし、そこはボクの専門外ですから。でもおとといの事件はトラが犯人だったんでしょ。それと関係あるんじゃないですか？」

「ネコにマタタビということですの？」

スケアリーは何も納得できるところのないまま、とりあえず言ってみた。

「どうせだったら小判が入っていれば良かったんですよ」

ヌリカベ君は表情を少しも変えずにこう言うと、また入ってきた時と同じように無言で部屋から出ていった。

　スケアリーはヌリカベ君が出ていった方をまた呆然として見つめていた。そしてしばらくすると、レイコに聞いた。

「最後の一言は冗談だったのかしら？」

「さあ、私には話が難しくて何のことだか解りませんでした。でもヌリカベさんは前からずっとあんな感じですから。それでも凄く頭がいいんですよ」

「それは解りますわ。頭が悪ければこんな分析はできるはずありませんから」

「それで、麻酔薬とかマタタビとかっていったい何なんですか？この事件と関係があることなんですか？」

関係があるのかどうか、スケアリーにはまったく解らない。麻酔薬にマタタビが入っていることがモオルダアの誘拐にどう関係しているというのだろうか？もしかすると、あの麻酔薬はこの事件とはまったく関係ないのだろか。とりあえずレイコにこれまで解ったことを伝えなければいけない。謹慎処分中の彼女のパートナーはレイコなのだから。

「あなたの持っていたあの注射器ですけど。あれには動物の麻酔に使われるものが入っていたんですのよ。一般的な麻酔銃に使われるのと同じもだったんですけど。でもなぜかその中からマタタビの成分が検出されたんですの」

説明するスケアリーをレイコがじっと見つめていた。

「スケアリーさんってなんでも知ってるんですね」

そう言うと、レイコは眼をぎらつかせてさらにスケアリーを見つめた。「どうしてこの方はこんなにあたくしのことを見つめるんですの？まるであたくしのことを…」スケアリーはレイコの熱い視線に困惑して返す言葉が見付からなかった。スケアリーが困っていると、また静かに部屋のドアが開いた。

　そこにはヌリカベ君の姿があった。先程と同じようにダークなオーラを発しながら無言で近づいてくる。スケアリーはレイコに見つめられて困っていたが、こういった良く解らない状況を変えてくれそうなこの訪問者を歓迎する気にもなれなかった。ヌリカベ君が迫ってくるのにはなぜか耐え難い恐怖を感じてしまうのである。

　ヌリカベ君はまた今度も紙を持っていた。スケアリーの前に来るとさっきと同じようにスケアリーに差し出すと、今度はこう言った。

「血が付いてました」

ヌリカベ君は必要最低限のことしか言わないようだ。いや、最低限にも達していないかも知れない。スケアリーが彼の持ってきた分析結果に眼を通した。それは注射針に着いていた血の分析結果らしい。

「DNAはまだですけど」

そう言って、ヌリカベ君はまた黙ったまま部屋を出ていった。

スケアリーは渡された分析結果を見ながら感心していた。それはその分析結果に対してではない。そこには注射針についていた血液の血液型しか書いていなかった。それよりもスケアリーが感心したのは、あの注射針から血液を採取したことに対してだった。「あんな方がエフ・ビー・エルにいてくれたら、あたくしは大助かりなんですけど」とスケアリーは思っていた。しかし彼はエフ・ビー・エルなんて怪しいところには来ないだろう。きっとこのままずっと大学で研究を続けるか、どこかの製薬会社とかに入社して結構な給料をもらって楽しく生活するに違いない。彼に「楽しむ」という感情があればの話だが。

「今度は何が解ったんですか？」

「ヌリカベ君が注射器についていた血液を調べてくれたんですのよ。…あらイヤだ。これってモオルダアの血液型と同じじゃありませんか！」

ここにきてやっとモオルダアが出てきた。

「ネコにマタタビではなくてモオルダアにマタタビということでしょうか？」

スケアリーが独り言のように言っている。恋する女子大生レイコには良く意味が解らなかったが、じっとスケアリーを見つめることだけは忘れなかった。
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		　スケアリーはレイコの部屋に泊まることになった。そう提案したのはレイコだった。始めは断ろうとしたスケアリーだったが、レイコがどうしてもというので、仕方なく承諾した。よく考えれば、彼女は謹慎中のため明日はまだエフ・ビー・エルに出勤しなくてもいいのだ。それなら、仮の捜査本部として、仮の研究所が近くにあるここは最適である。

　決して広くはないが、女性らしい丸みを帯びた家具が綺麗に並べられた部屋のソファーに座っていると、スケアリーもなんとなく落ち着いた感じがした。「これだから女同士はいいんですのよ。モオルダアと同じ部屋に泊まるなんてことは絶対にいたしませんわ。何しろあの人は変態なんでございますから。もうこうなったら、モオルダアは降板にしてあたくしとレイコさんのコケティッシュ私立探偵物語にしてしまったらどうですの？作者様」

　それは、ちょっと困ります。それよりもスケアリーさん。またレイコさんがあなたのこと見つめてますよ。

　スケアリーはモオルダア降板について考えていたため気付かなかったが、並んで座っているレイコはまた先程の研究室にいたときのようにスケアリーを見つめていた。いったいどうしたというのだろうか？スケアリーは研究室にいた時から、レイコのこの視線に気付くと胸の奥に切なさに似た喜びみたいなものを感じるのだった。あの視線には何か特別な感情が含まれている。アダムが禁断の果実を口にしたあとに出来たもう一つの禁断の果実。「これって、もしかすると…。いや、そんなことはございませんわ。あたくしはノーマルですのよ！」スケアリーは心の中で何度も自分に言い聞かせていた。

「スケアリーさん、今何を考えてるんですか？モオルダアさんのこと？それとも他のこと？」

不意をつかれたスケアリーが少し驚いてレイコの方に振り返った。

「ええ、まあ、そうですけれど」

この「そう」が何を指しているのか解らないが、スケアリーが答えた。本当は何を聞かれたのかすら良く解っていない。

「うふふ。上の空って感じですね。まるで誰かに恋してるみたい」

レイコが話を怪しい方へと進めようとしている。スケアリーはレイコに見つめられてなんとなく返す言葉が出てこない。レイコには解っていた。彼女もスケアリーも何か触れてはならないものに、今にも触れてしまいそうな衝動を必死に押さえていることを。

「誰かを好きになるのって、そんな感じですよね。いつでも頭の中のどこかにその人がいる。何を考えてもその人の名前が浮かんでくる」

レイコが少しずつ近づいていることに気付いたスケアリーはソファーの端の方へ重心を移した。レイコはまだ先を続ける。

「そんな時に私は思い悩んだりしないんですよ。スケアリーさんは、こういうのは私がまだ若いからだって笑うかもしれませんが、私はいつだって自分の感情には正直でいようって思ってるんです」

そう言うと、レイコはスケアリーの手を握った。先程からソファーの端にじりじりと追いつめられていたスケアリーは手を握られると固まったまま動けなくなってしまった。

「スケアリーさん。こんなことって、おかしいのは解ります。スケアリーさんだってそうでしょ。私、直感したんです。だから私の正直な気持ちを…」

固まったままレイコを見つめるスケアリーの目の前にレイコの顔が近づいてきた。「どういたしましょう？これ以上続けられたらあたくし、どうかしてしまいますわ」スケアリーはなんとかこの場から逃げようと考えていた。しかし、いくら考えても思い浮かぶのは目の前のレイコの顔だけ。「あたくしはノーマルよ。あたくしはノーマル…」

　するとその時、レイコの部屋の電話が鳴った。これでスケアリーはなんとか正気を取り戻したようだ。レイコの両肩を軽く押して彼女を遠ざけてからスケアリーが言った。

「電話ですわよ」

レイコは少しガッカリした顔をして受話器を取るために立ち上がった。それとほぼ同時にスケアリーも立ち上がった。どうやら、どうにかなる前に何とかなったようだ。

「それじゃあ、あたくしはシャワーを浴びてきますわ。あっ、シャワーといってもそういう意味じゃありませんからね。今日は疲れましたから、シャワーを浴びたらぐっすり眠りますから」

電話で話しているレイコに聞こえているのかは解らないが、スケアリーは慌ててバスルームに逃げ込んだ。

　バスルームに入ると鏡の付いた洗面台があった。鏡に映った自分の顔にスケアリーが語りかけた。「あなたはノーマルですのよ。あなたはノーマルですのよ…」

　バスルームの外からは電話で話すレイコの声が僅かに聞こえていた。

「それじゃあ、恋する女子大生は中止になったんですね。せっかく役に入り込めたのに。それで、上演するのは…はい…はい。ということは私は元どおり悪女の役ですね。…はい…はい…」



　スケアリーはまだ鏡の中の自分と向き合っていた。ようやく自分を取り戻したスケアリーは一つ大きく息を付いてから、上着のボタンに手をかけた。そういえば昨日の夜、ジョギングから帰ってきてからまだシャワーを浴びていなかった。「もしかすると、あたくしって今日は野獣の臭いをさせていたのかしら」スケアリーは気になって、胸元までボタンをはずしたシャツの襟をつかんでそこへ鼻を近づけてみた。自分の臭いは自分では良く解らないものだが、特に悪臭というほどの臭いもしなかった。なんとなく一安心した彼女は服を脱ぎながらもう一度鏡に向かって語りかけた。

「まったく、今日はおかしなことばかりで…」

ここまで言うとスケアリーは鏡の中の様子が先程と違っていることに気付いた。彼女の後ろには曇りガラスの貼られた小さな窓があるのだが、そこにぼんやりと人影が映っているのである。

「あらいやだ、のぞきですわよ！」

　スケアリーは慌ててバスルームを飛び出した。すぐにでも表に出てのぞきの犯人を捕まえたいのだが、脱ぎかけの服が上手く着られない。そこへレイコがビックリしてやって来た。

「レイコさん。のぞきですわよ！早く警察に連絡して」

スケアリーにこう言われてもレイコは動かなかった。レイコはのぞきが出たことよりもスケアリーが自分の部屋にいることに驚いているのだ。

「ちょっと、あなた私の部屋で何してるの？」

レイコに言われたスケアリーはボタンを留めようとする手を止めて彼女の方を見た。レイコは初めて会った時に着ていたヒョウ柄のボディコンスーツを着ている。

「レイコさん、なんですのそれは？」

「なんですのじゃないわ。まず、私の質問に答えなさいよ。どうしてあなたみたいな犬が私の部屋に勝手に上がり込んでいるの？ここはネコ科の女の住む場所。さっさとその臭い服を着て出ていかないと、不法侵入で訴えるわよ」

スケアリーには何が起こっているのかまったく理解出来ない。そのせいで臭いと言われたことにも気付かなかった。スケアリーがバスルームで鏡と対話をしている間に、レイコは別人になってしまったのだ。恋する女子大生レイコからネコ科の女レイコに。身も心も役になりきる天才女優のレイコは役が変わればそれまでの記憶も忘れてしまう。

　スケアリーが居間へ戻っていったレイコの方を呆然と見つめていた。何が起こっているのかを必死に考えようとしているのだが、頭に浮かんでくるのは「ハテナ」ばかり。レイコは部屋の中からスケアリーの鞄を投げてきた。スケアリーは「ハテナ」で埋もれた意識の中でそれを胸で受け止めた。するとレイコの声が聞こえてきた。

「その薄汚い鞄を持ってさっさとお帰り！」

「はあ」

スケアリーは大量のハテナの中からなんとか「はあ」という返事を見つけて、そのまま玄関へ向かうと、靴を履いて外に出た。
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		　スケアリーはレイコの部屋から出ると何も考えられずに十メートルほど歩いた。鞄はさっき彼女が受け止めた状態のまま彼女の胸のところに抱えられている。本来なら彼女の車があるところへ向かうべきなのだが、彼女が進んでいる方向に果たして彼女の車があるのか、そんなことすら解っていなかった。それからふと彼女は立ち止まった。

「これって、絶対にあり得ないことなんですけども、今のあたくしってすごく惨めじゃございません？いいえ、そんなことはありませんわ！こんなことがあってもあたくしの才能でなんとかこの窮地を乗り越えられるはずですわ！…でも、どうすればいいのでしょう？いくら才能と能力に恵まれたあたくしといえども、この状況は厳しすぎますわ。だって、そうでございましょう？あたくしは事件の始めから完璧な捜査をしてきたはずなんですのよ。それなのに、それなのにこのざまはなんでございますの？…これって、もしかして…いや、そんなことはあり得ませんわ！…でも、もしかすると、あたくしのこの状況って、負け犬状態なのかしら？そんなことはあり得ませんわよね。あたくしが負け犬なんて…。でもあたくしは謹慎処分中の上に変な女子大生と危うく恋に落ちそうになって、しかもその女子大生の部屋を夜中に追い出されて…。これじゃあまるであたくしが負け犬じゃあございませんか！もう、いいですわ。あたくしは負け犬かもしれませんわ！どうせだったらここで雨でも降ってくればいいんですわ！そうすれば、認めてあげますわよ。あたくしが負け犬だってことを！さあ、土砂降りの雨を降らせられるものなら降らせてみなさい！」

　でも雨は降らなかった。その代わりに彼女の後ろから声がした。

「おい、いったい何をしてるんだね？」

一人でネガティブに盛り上がっていたスケアリーは驚いて振り返った。そこには昨晩スケアリーに接触してきた謎の男、ドドメキがいた。この男は密かにペケファイルの二人に情報を提供してくれる人なのだが、スケアリーはそんなことを知らない。多分彼女はこの男をストーカーだと思っている。

　振り返った先に怪しい男を見つけたスケアリーはネガティブな感傷に浸っているどころではなくなった。きっとさっきバスルームを覗いたいたのはこの男に違いない、と確信した。スケアリーは銃を取り出すとドドメキに向けた。

「この変態オヤジ！覗きの現行犯で逮捕いたしますわ！」

スケアリーがもの凄い剣幕でこう言った。相手がモオルダアならビビってなんにも出来ないのだろうが、さすがは謎の男ドドメキ。少しも動じずに勝手に話し始めた。

「きみは何をしているのかね？大学の研究室でまったりしたり、女子大生と仲良くなったり。ちょっとはモオルダアのことを心配したらどうなんだ」

銃を向けられても冷静に喋るドドメキを見たスケアリーはこの男がただの覗き趣味の変態ではないということが解ったのか、彼に向けていた銃をしまった。

「あたくしは女子大生と仲良くなってなんかいませんわ！あたくしはノーマルなんですから！」

スケアリーがムキになっているのでドドメキはそこには触れないようにした。

「まあ、それはどうでもいいとして、キミはモオルダアを助けたくはないのかね？」

「そりゃ、あたくしだってあんな変態モオルダアでも助けたいとは思いますのわよ。でもそうしているうちになんだか訳の解らないことになってしまって…このざまですわ」

「まあ、そんなに悲嘆することはないよ」

ドドメキは妙に自身に満ちた感じでスケアリーに言った。

「モオルダアはまだ生きているよ。それにキミは切り札を持っている。彼らと取り引きしてみるのはどうだね？」

切り札って何？彼らってどなた達？

「なぞめいた話方をしないではっきり言ったらどうなんですの？」

スケアリーはドドメキのもったいぶった話し方にいらついてきたのでまた銃を取り出して彼に向けた。

「おっと、そうカッカしなさんなって。キミは事件現場で見つけた薬品を持っているんだろ？それと誘拐されたモオルダアを交換しないかってことだよ」

「ああ、そういうことでしたの」

スケアリーは銃をしまってあとを続けた。

「でも、あの薬品ならもうないですわよ。分析のためにほとんど使ってしまいましたし。それに、あんな麻酔薬なんかちょっと頑張ればどこでも手に入りますわ」

「えっ？そうなの？」

謎の男ドドメキが珍しく焦っている。

「それじゃあ、私の立場がないじゃないか。それに、きみはなんであんな重要な薬品を簡単になくしてしまうんだ？」

スケアリーにはあの麻酔薬のどこがそんなに重要かは解らなかったが、ドドメキの動揺の仕方からなんとなくあの麻酔薬がなにか重大なことに関わっていることが解ってきた。

「だったら、こうすればいいんですのよ。どうせあれは普通の麻酔薬と変わらないものなんですから、あたくし達が普通の麻酔薬を用意してモオルダアと引き替えに犯人に渡せばいいんですのよ」

「そんなことで大丈夫かなあ？」

全てを知っているはずだった謎の男ドドメキはなぜか自信なさげにスケアリーに聞いた。

「もうなんでもオッケーですわよ。負け犬女に怖いものはありませんわ！」

スケアリーの良く解らない自信にドドメキは半信半疑で頷いていた。

		
			13  薄暗すぎる部屋
		

		　男はウィスキーの瓶を片手にテレビで深夜のニュースを見ていた。

「いいねえ。その明らかに作っている深刻な表情がたまらないよ」

男はテレビでニュースを読み上げている中堅女子アナに向かって独り言を言っていた。それからウィスキーの瓶を口元まで持ってきた時、彼の座っているソファの横の電話が鳴った。男はだるそうにウィスキーを少し口に入れてから受話器を持ち上げた。

「大変です。モオルダアが逃げました！」

電話の相手がこう言うのを聞いた男は黙ってまたウィスキーの瓶を口元に運んだ。そして一口飲むとこう言った。

「そうか、解った。あとはこちらで対処するからキミ達は私の指示があるまでよけいなことをするんじゃないぞ」

こう言うと男は受話器を置いた。

「いいねえ、意味も解らずに使っているその難しい単語がたまらないよ」

男はまたテレビに向かって話し始めた。

		
			14  真っ暗な大学の研究室
		

		　ヌリカベ君が部屋のドアを開けると持っていた紙を差し出して言った。

「出ました、DNA」

明かりのついていない研究室には誰もいるはずはない。ヌリカベ君の声が虚しく部屋にこだました。ヌリカベ君はしばらく持っていた紙を誰もいない研究室の中に向けて差し出していたが、そこに誰もいないと解ると黙ってドアを閉めてどこかへ向かって歩き始めた。それから小さな声でつぶやいた。

「あれ、もう帰っちゃったのか？」

ちょっと行動の順番が違うけど、ヌリカベ君だからまあいいか。

		
			to be continued...
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		　目を開けると辺り一面が真っ白。どこにも影など見付からない眩しい世界が広がっている。驚いて目を閉じた。こんな光景は時に頭の中に浮かぶことがあったが、実際にそんな所があるとは夢にも思っていなかった。ここには物質が一切存在しない。だから影が出来ないのだ。光を発しているのは実体のない霊的なエネルギー。かつて生きていた者達の魂が地上での生活のために使っていた肉体を抜け出してここへやって来る。ここへやって来たばかりの新米の魂は、自らも発しているその光を感じると眩しさのあまり思わず目を閉じてしまうのだろう。新米の魂達はこれから行き先を告げられるのだ。ある者はここに残り、ある者はもう一度地上におりて難儀な人生を繰り返す。そしてある者は地の底へ落とされて苦しめられるのだ。

		
			2  東京湾岸、埋め立て地の倉庫街
		

		　スケアリーの車が静かに止まった。その車の隣にはドドメキの乗る車が止まっている。隣り合った車は互いに近い方の窓をほぼ同じタイミングで開けた。

「用意はいいかね？」

ドドメキがスケアリーに聞いた。スケアリーはどうでもいいような感じで、聞かれたことと関係ないことを言った。

「あたくし、思うんですけど。どうして重要な取引をこんな昼間にするんですの？なんだか雰囲気が出ませんわ。どうせなら深夜にするべきですわ。どうせモオルダアは生きているんでしょ？」

ドドメキは彼女のモオルダアみたいな緊張感のなさに少し驚いていた。きっとスケアリーは昨日もあまり寝ていないのかも知れない。疲労のせいでこんなことになっているに違いない。ドドメキはそう思って納得することにした。

「生きているといっても、あんな危険な連中のところにいたんじゃ何をされるか解らない。一刻も早くモオルダアを助けなくてはいけないんだよ」

「危険って、どう危険なんですの？」

「考えられるどんな手段よりも残酷な方法でモオルダアは拷問されているかも知れない」

これを聞いてスケアリーの頭には拷問を受けるモオルダアの姿が浮かび上がった。拘束されて動けないモオルダアに悪人達が木の棒の先に付けたウ○コを近づけていく。恐怖におののくモオルダア。スケアリーは背筋にイヤな緊張感を感じてビクッと肩をすぼめた。

「それは大変ですわ。それじゃあ雰囲気は出なくても真昼の闇取引にいこうじゃありませんか」

スケアリーは車を降りてドドメキの車へ移った。この車で取引場所まで行くようだ。しかし車の中で多少の緊張感を取り戻したスケアリーはあることに気付いてしまった。

「ちょいと、モオルダアを拷問していったい何を聞き出そうっていうの？」

確かにそのとおり。モオルダアはいつだって何も知らない。だからこそ難解な事件でも運で解決してしまうんです。

　聞かれたドドメキは口元だけをかすかに横に動かして、笑顔のような表情を作って見せてから答えた。

「どうやら、やっとキミらしくなってきたようだね。キミの科学的な視点からするとモオルダアを拷問したってなんにも出てくるはずがない。そんなことはヤツらだって解っているんだよ。問題なのはモオルダアが自分でも気付いていない天才的な直感なんだよ。もしかすると彼は意識のずっと深いところで何かを知っているかも知れないんだ。彼らが知りたいのはその辺だよ。きっとモオルダアは神経に作用する薬品を投与されて彼自身も知らない深層意識の情報を彼らに話しているかも知れない。そんなことが長く続けばモオルダアの命も危険になってくる。たとえ命が助かったとしても、薬品の副作用で元のように捜査官としての活動は出来ない体になってしまうだろうねえ」

　スケアリーはドドメキのいうことを聞いて驚いていた。それからスケアリーは何かの薬品の副作用でゾンビのようになったモオルダアの姿を思い浮かべた。モオルダアは生気のない瞳をぼんやりと光らせて、彼女の家の外からバスルームを覗いている。そこまで考えると、スケアリーは急に目の色を変えて銃を取り出すとドドメキに向けた。

「ちょいとあなた！車を止めなさい！」

ドドメキは慌ててブレーキをかけた。急停止した車の中でスケアリーの体も大きく傾いたが銃の先はドドメキから離さなかった。

「いったい、どうしたんだね？」

ドドメキは両手を顔の横に上げてゆっくりとスケアリーの方を向いた。

「あたくし、負け犬女の開き直りでなんとなくあなたの話を信じてきましたけど、変態モオルダアのおかげで思い出しましたわ！昨日の夜、バスルームを覗いていた犯人はあなたなんでしょう？それにさっきもあたくしのことを馴れ馴れしく『キミ』っておっしゃいましたわね。はじめて会ったのはおとといの夜だっていうのに。やっぱりあなたはただのストーカーじゃございません？あたくしを上手く誘拐したつもりでしょうけど、そうはいきませんわ！」

しまった！スケアリーが変なところを意識し始めてしまった。しかし、ドドメキは落ち着いている。

「確かにキミがそう思うのも無理はないがね」

ドドメキは父親が子供をさとす時のような口調で話し始めた。瞳の奥には自信に満ちた輝きがある。（ここで、作者のミスによって書かれなかった情報を。ドドメキは結構年輩なのです。五十から六十歳ぐらい。それ以上かも。それからウィスキー男もそれぐらい）

「私もモオルダアを誘拐した犯人も、ずっと前からキミ達のことは知っているんだよ。彼らの計画に気付いてそれを阻止しようとする者はペケ・ファイルの捜査官以外考えられないからね。昨日の夜は、たまたま中の様子をうかがおうと思って覗いたのがバスルームだったというだけだったんだが…。キミがこのまま私を覗きの犯人として警察に連れて行ってもかまわないのだが、それから先キミは暗闇の中でモオルダアを手探りで探すことになるぞ。私はこの状況の中で唯一の光だ。モオルダアを助けたいのならその銃をしまって取引場所に向かうのが賢明だと思うがね」

ドドメキのこの落ち着いた口調にスケアリーも次第に冷静に状況を把握することが出来るようになっていた。レイコがネコ科の女になってしまった今、スケアリーの協力者はこの怪しい男だけ。信頼は出来ないが、この男は何かを知っている。スケアリーが銃をしまうと、ドドメキは再び取引場所へ向けて車を発進させた。

		
			3  取引場所近くのウィスキー臭いワンボックスの中
		

		　ウィスキー男はイライラしながら持っていたボトルを口元まで運びいつもより多めに瓶の中身を口の中に流し込むと、ノドを大きく動かしてそれを胃の中に収めた。それから近くにいた若い男に聞いた。

「おい、どうなった？」

聞かれた男は持っていた携帯電話のボタンを押してどこかにかけていた電話を切った。

「まったく反応がありません。自宅も携帯も。いったいどうしちゃったんでしょうねえ？」

ウィスキー男はこの男の気楽な感じが気に入らなかったが、そこを気にしている場合ではなかった。取引の時間は刻一刻と迫っている。

「もしかして、逃げる途中に車に轢かれたりして死んでるんじゃないですか？あんなにふらふらじゃあ、普通ならまともに歩けませんよ」

若い男は先程切った携帯のリダイヤルのボタンを押しながら言っている。ウィスキー男にはさらに気に入らない感じだった。

「あの男が死ぬはずはない。キミは黙って彼の居場所をつきとめればいいんだ！」

そういうとウィスキー男は車の中にいたもう一人の男の方に振り返った。その男は顔に布袋を被せられ、両手を背中の後ろで縛られている。

「やっぱり、キミの出番らしいな」

ウィスキー男が布を被せられた男に言った。

「いいかね。何度も言ったとおり、これは一発勝負なんだよ。NGは絶対にあり得ない。１００％リアルなものを頼むぞ！」

ウィスキー男にこう言われると目隠しをされた男が答えた。

「舞台では常に一発勝負ですよ」

ウィスキー男は男のこの一言を聞くと冷たい笑顔を浮かべた。

		
			4
		

		　ドドメキは取引場所の近くまで車を走らせると、車を止めドアを開けた。そしてスケアリーの方を振り返って言った。

「それじゃあ、これからはキミにまかせたよ？」

スケアリーは意外な展開に驚いて、逃げ出すように車から降りようとしているドドメキを危うくそのまま見送ってしまうところだったが、なんとかドドメキ呼び止めることが出来た。

「ちょいと、待ってくださいまし！なんでいきなり逃げ出そうとするんですの？」

一刻も早くこの場を立ち去りたい感じのドドメキではあったが、スケアリーに聞かれるといつものように落ち着いた感じでゆっくりと振り返った。

「キミなら解るだろう？これだけ彼らの秘密を知っている私が彼らの前にキミと一緒に姿を現せばどうなるか。私だってねえサイレンサー付きの銃で地味に暗殺されるのは嫌なんだよ。そこの角を曲がればそこが取引場所だ。あとはキミがなんとかしてくれ」

それだけ言うと、ドドメキは小走りに路地を曲がってスケアリーの視界から姿を消した。納得はしないまでも、ドドメキの言うことの半分ぐらいは理解出来たスケアリーは運転席に移ると静かに車を走らせ、ドドメキに言われた取引場所へと移動した。



　角を曲がるとすぐに怪しいワンボックスがスケアリーの目に入ってきた。そのワンボックスの数十メートル手前でスケアリーは車を止めた。昼間といってもこの寂しい倉庫街には彼ら以外の人影は見あたらなかった。スケアリーは助手席に置いてある鞄の中から注射器を取り出した。中には彼女が用意した普通の麻酔薬が入っている。

　スケアリーが車のドアを開けると、そのすぐあとに前方のワンボックスのドアも開いた。そのワンボックスから出てきた男がスケアリーに向かって言った。

「例の物は持ってきたな？」

スケアリーは持っていた注射器を持った手を上げてその男に見せた。それを見た男が言った。

「それでは十歩進んで、それを地面に置いたら元の場所まで戻るんだ」

黙って聞いていたスケアリーは目を細めて相手を睨みつけた。

「モオルダアを解放するのが先ですわ。モルダアの無事を確認するまで、この注射器は渡しませんわ！」

男はワンボックスの方を向いて何かを言っていたが、しばらくすると顔に布を被せられて両手を縛られた男がワンボックスの中から転げ落ちてきた。その男は意識があるのかないのかほとんど解らない状態でグッタリとしていた。

　それを見たスケアリーが言った。

「よろしいですわ。それじゃああなたが十歩進んでモオルダアを放しなさい。そうしたら、あたくしがそこにモオルダアと引き替えにこの注射器を置いていきますから。その方が賢明だと思いません？そのグッタリしたモオルダアを引きずっていくにはそうとう手間がかかりますでしょ。だからあたくしが変なまねをすることも出来ませんわ。あたくしがそのグッタリしたモオルダアを車の中に押し込んだあとにその注射器をあなたが拾えばいいんですのよ」

言われた男は横のワンボックスの中を見て誰かの指示をあおいでいる感じだった。多分、ウィスキー男にどうすればいいか聞いているのだろう。男は車の中を見ながら頷くと、倒れていた男を抱えてスケアリーの方へ向かってきた。そしてちょうど両者の中間地点まで来ると頭に布を被された男を放して元の位置まで戻った。それから男は銃を取り出すとスケアリーの方へ向けた。「おかしなまねをしたら容赦なく撃つからな」そんな感じでスケアリーのことを見据えている。

　スケアリーは前方で彼女に銃を向けている男と睨み合いながらゆっくりとモルダアの方へ歩いていった。グッタリと倒れているモオルダアのすぐそばまで来ると、男によく見えるように持っていた麻酔薬を地面に置いた。それからモオルダアを抱え上げようと彼の腕をつかんだ。

　その時、彼女は驚いて思わずつかんだ腕を放してしまいそうになった。彼女がつかんだモオルダアの腕は驚くほど骨張っていた。モオルダアは太っていたわけではなかったが、多少の筋肉と平均的な脂肪の付いた体型をしていたはずである。彼のすっかりやせ細った腕をつかんだ時に、スケアリーはドドメキの話していた拷問のことを思い出した。モオルダアは犯人達が拷問に使った自白剤のような物のせいでこんなにげっそりしてしまったのかしら？いくら変態モオルダアとはいえ、こんな風にされてしまってはあまりに可愛そうですわ。スケアリーは意識があるのかどうか解らないモオルダアに向かって話しかけた。

「モオルダア。もう大丈夫ですわよ。あたくしが助けてあげますから。そうしたらあなたは家に帰っていくらでもエロ本が見れるし、もっと元気になったら女風呂を覗いたっていいんですからね。ですから、今は絶対に死んではいけませんのよ」

スケアリーは自分の乗ってきた車の方へモオルダアを引きずって行った。いくら痩せたとはいえ、女一人でグッタリしている人間を動かすのには大変な労力を使う。ほんの十メートルほどの距離をゆっくりと移動していく。

　スケアリーに銃を向けていた男は、そのままゆっくりと二人の方へと向かってきた。モオルダアを引きずっていたスケアリーはそれを見て最悪の事態を考えた。「もしかすると、このまま二人とも殺されてしまうんじゃないかしら。だって、モオルダアを拷問してこんなにゲッソリさせてしまうような悪人達ですから、ここであたくし達を殺すことだって簡単にやってしまうんじゃないかしら」

　スケアリーは銃を向けたまま近寄ってくる男を見ながら必死に自分の乗ってきた車の方へモオルダアを引きずっていたが、なかなか車のところにはたどり着けない。そうしている間に男はスケアリーの置いた麻酔薬のところまで来ると、それを拾って中身を確認した。このあと男は用済みになった二人に向かって発砲するのか、それともそのまま去っていくのか。スケアリーは、ほとんどまばたきもせずに男の様子を見守っていた。

　男は麻酔薬を確認すると、ワンボックスの方へ走っていった。彼が乗車してドアが閉まると、ワンボックスは急発進してスケアリーの視界から消えていった。

		
			5
		

		　去っていく車を見送ったスケアリーは急に全身から力が抜けていくのを感じていた。その場にしゃがみ込んでしまったスケアリーは走り去っていったワンボックスのたてる音が聞こえなくなると「とりあえずなんとかなりましたわ」と独り言を言った。それから彼女の横で倒れているモオルダアの方に向き直り彼の顔に被せられた布をとりながら言った。

「モオルダア！しっかりしてくださいまし！あたくしの大活躍で、あなたは一命をとりとめることになりそうで…」

顔に被せられた布を取り払った時にスケアリーは言葉を失った。彼女が必死にここまで運んできたグッタリ男の顔はモオルダアのものではなかった。先程からずっと、自分が抱えて引きずってきた男をモオルダアだと思いこんでいたスケアリーは、これも何かの薬品の副作用だと思ってしまいそうだった。でもスケアリーはそこまで「慌てんぼさん」ではない。次の男の言葉で何かがおかしいことにはすぐ気付いた。顔に被せられた布をとられた男は辺りを見回してから言った。

「オッケーですか？さすが、本物は違いますねえ。すごい緊張感がありましたねえ。オレもエキストラとして参加出来て嬉しいですよ。あれ、カメラとかはどこにあるの？最新の特撮ではカメラは必要ないのかな？」

スケアリーはこの男を睨みつけながら彼の言うことを聞いていた。必要とあらばいつでもこの男を撃てるように腰のホルスターに収めてある銃に手を当てている。

「ちょいと。あなたは、いったい誰ですの？」

これを聞いた男は急に声をひそめてスケアリーに言った。

「あっ、ごめんなさい。まだ本番中ですか？」

いらついてきたスケアリーは銃を取り出すと男に向けて言った。

「解らないことを言っていないであたくしの質問に答えなさい。ここにはカメラもエキストラもリハーサルもないんですのよ。ここで起きるのは全てが一発勝負の本番だけなんですからね」

スケアリーの異常な気迫に驚いた男はもう一度辺りを見回してから言った。

「これって映画の撮影じゃないの？」

男が見た限り、辺りの状況は明らかに映画の撮影ではない。

「映画じゃないってことは、つまりこれは現実世界の出来事であって…。ってことはオレに向けられているその銃も小道具じゃなくって本物の…。キャア！殺さないで！オレはなんにも悪いことなんかしてないんです！ただのアルバイトですから」

「映画だったら、あなたは理不尽な感じで殺されていたでしょうね。最近はそんなのが流行ですから」

そういうとスケアリーは銃をしまった。

　男はスケアリーが銃をしまうのを見て落ち着いたのか、スケアリーの顔をじっと見ていた。

「あれ。あなたはもしかしてうちの大学に捜査にきていたエフ・ビー・エルの捜査官じゃありませんか？それじゃあオレが演じていたのはあのモオルダアということか。それでこれが映画の撮影じゃないとするとモオルダア捜査官はホントに行方不明と言うことですね」

スケアリーは彼の言うことはほとんど聞かずに手錠を取り出した。

「どうでもいいですけど、あなたを逮捕しますから後ろを向きなさい」

「どうしてですか？オレはただ頼まれてやっただけなんですよ」

スケアリーは始めから逮捕するつもりなどなかった。このやせ細った男がさっきの悪人達の仲間だとは思えなかったのだ。ただ、このオトボケのエキストラがこれ以上オトボケにならないよう、そしてことをスムーズに進めるためにもちょっと脅かしただけ。

「どうしても逮捕が嫌だと言うのなら、あなたの知っていることをここで全て話しなさい。そうすればあなたの処置についてはあたくしがなんとかしてあげますから」

男はうつむいてため息を一つついてからスケアリーの方を向いた。

		
			6  酔っぱらいの終着駅、高尾@東京都。
		

		　もう一度目を開けてみよう。そして全てを受け入れるしかない。きっとボクは暗殺されたかなんかして、ここへやって来た。ボクがあまりにも優秀だったために、それが返って仇になったに違いない。ボクのような天才は生きながらえることは出来ない。そういうさだめなんだ。

　モオルダアが目を開けるとそこは死後の世界であるはずだったが、彼の目に入ってきたのは薄曇りの空だった。

「あれ、生きてる」

モオルダアは独り言を言ってから、次々と頭の中にこみ上げてくる疑問に一つずつ答えを出していかなければいけないことに気付いた。

　まず始めにここはどこなんだ？何分か前、いやもしかすると何時間前かも知れない。その時、目を開けたらそこは死後の世界だった。でも、あれが死後の世界だという証拠はあるのか？もしかするとボクは太陽を直接見てしまったのかも知れない。今は雲がかかっているがあの時は太陽が出ていてボクの真上にあったのだろう。太陽の光がそのまま目に入ってくれば眩しくて一面真っ白になるに決まっている。するとボクはずっとここにいたんだな？

　それじゃあ、どうしてボクはこのアスファルトの上で寝ていたんだ？それを考える前にまずは起きあがるとしよう。モオルダアは起きあがろうと仰向けに寝ていた体を半分回転させようとしたが、いつもしているそんな動作が妙にゆっくりしている。

　どうしてこんなに動きが遅いのか？モオルダアは疑問に思いながらゆっくりと体を横向きにしてから、アスファルトに手を付いて体を持ち上げた。「これは、まるで夢の中で走ろうとしても足が空回りして走れない時みたいだ」と考えながらモオルダアはノロノロと体を起こしていった。体の上半分を起こすことが出来ると、あとは比較的楽に立ち上がれた。それでもいつもの二倍の時間はかかっていた。

　モオルダアは立ち上がると、まるで脳みそが液体になってしまったかのような錯覚にとらわれた。起きあがった時の振動に合わせて液体になった脳みそがいつまでも波打っているかのように、モオルダアの視界はグルグル回っている。このせいでバランス感覚を失ったモオルダアは、よろめいてすぐ近くにあったブロック塀に手を付いた。手を付いて体を支えることが出来ても、彼の見る世界はまだグルグル回っている。

　モオルダアはこの感覚に覚えがあった。「これは泥酔した時の…」モオルダアの脳が彼の考えをまとめるよりも先に、彼の体が反応した。彼の胃は中に入っているものを外に押し出そうと急激に活動を始めた。モオルダアの頭はそれを拒んだが、それは無駄な抵抗だった。モオルダアは塀に手を付いたままの体勢で嘔吐した。「オエ〜！」

　モオルダアの胃は一通りの仕事を終えた後も、嫌な感じの痙攣を繰り返していたが、それが収まるとモオルダアの脳も再び活動を始めた。「これは、今まで体験した中でも最悪の二日酔いだ！でもどうして…」

　モオルダアの脳がまた何かを考えようとすると、すぐに彼の胃はそれを拒もうとする。気持ち悪いと思う間もなくモオルダアは二度目の嘔吐。「オエ〜！」

　こんなことを何回も繰り返しているうちに次第に彼の胃も落ち着いてきた。というより、もう疲れて動かなくなったという感じだ。何かを考えればきっとまた気持ちが悪くなって嘔吐しそうだし、ここから動く気にもなれない。しかし優秀な捜査官がこのどこだか解らない路上で横になっているのは問題である。気が付けば付近の主婦らしき女性達が集まってモオルダアのことを見ながらなにやら話し合っている。このままここにいたらきっと警察に通報されるに違いない。

「ちょっと、そこのマダム達」

モオルダアは真っ青な顔を主婦らしき人たちの方に向けた。小声で話し合っていた主婦達はそのモオルダアの表情に驚いてビックとして固まってしまった。モオルダアはそれに気付いているのかどうか知らないが、後を続けた。

「いったいここはどこなんですか？」

青白い顔をして目の下にくっきりとクマができたモオルダアの顔は悪魔とか疫病神とか、そんな形容がぴったりだった。そんなモオルダアを見て主婦達は驚きのあまり声も出なかったが、一番落ち着いていた一人がおそるおそる言った。

「高尾山のふもとにある住宅街ですが…。空気はきれいですけど一応東京都です」

これを聞いていたのかどうかは解らないが、モオルダアは主婦達の方へ一歩踏み出した。主婦達は驚いて全員一歩退いた。モオルダアは礼を言うつもりだったのだが、頭の中はまだ液体状態でお礼の言葉は浮かんでこない。仕方がないので腰から上をグニャッと曲げてお辞儀をした。主婦達にはそれがお辞儀だとは解らなかっただろう。唖然とする主婦達に見送られてモオルダアはふらふらしながらその場をあとにした。これは二日酔いと言うより完璧な酔っぱらいだ。



　モオルダアはふらつく足をなんとか真っ直ぐ前に出しながら近くの駅へ向かって歩いていた。「しかし困ったことになった。いったい何時からボクはこんな酒飲みになってしまったんだ？昨日の記憶が全くないなんて。確かボクは事件の捜査をしていたんだ。それからどこかへ飲みに行ったのかなあ？といってもいったい誰と？」ここまで考えてモオルダアはふと腕時計に目をやった。日付が一日進んでいる。モオルダアは時計の日付を直そうと爪の先で小さなボタンを押そうとしたが、恐ろしいことに気付いてそこに立ち止まってしまった。もしかしてこの日付が間違っているのではなくてボクの感覚が間違っているのか？ボクは一日分の記憶をなくしてしまったのか？ちょうどそこへ自転車に乗った若い女性が近づいてきた。

「ちょっと、お嬢さん。今日は何日だい？」

突然薄汚い男に声をかけられた女性は、驚いて「イヤッ」という幽かな悲鳴をあげると、猛スピードでモオルダアから離れていった。女性の後ろ姿を見送りながらモオルダアはつぶやいた。「まったく失礼だなあ」

　しかし、今日が何日なのかどうしても知りたくなった。気は進まないがモオルダアはスケアリーに電話をかけてみることにした。もしモオルダアの予想どおり今日が彼の腕時計が示している日付だったら、スケアリーはきっと怒っているに違いない。

　モオルダアは彼の古びた携帯電話を取り出したが、液晶画面には何も表示されていない。どうやら電池切れのようだ。ますますイヤな予感がしてきた。「やっぱりボクは昨日一日、或いはその前の晩から昨日の夜までどこかで酒浸りだったのかも知れない。このひどい二日酔いを考えれば、あり得なくもない」

　モオルダアはどこかで公衆電話を見つけたらそこからスケアリーに連絡しようと思った。確か十五年前にもらったテレホンカードが財布の中に入っているはずだ。モオルダアはポケットから財布をとりだして中を覗いた。財布の中を見たモオルダアは頭を抱えてしまった。財布の中は空っぽだったのだ。酔っぱらって寝ている間に誰かが財布の中身を抜き取っていったのだろう。しかもテレホンカードまで。少しでも価値のあるものは全部盗まれている。残っていたのはCDショップのポイントカード（期限切れ）とスーパーのレシートだけだった。「クソ忌々しいスリめ！」モオルダアはレシートを手の上で丸めて地面に投げ捨ててから言った。それから心配になって別のポケットの中も調べた。エフ・ビー・エルのIDは盗まれていなかった。スリの犯人はそのIDにテレホンカードほどの価値も見いだせなかったようだ。

　IDがあるのを確認してとりあえず安心したが、どうやって帰ればいいのだろうか。モオルダアはしばらく考えていた。何かいい考えが思い浮かんだのかどうかは知らないが、酒臭い息を弾ませながら急いで駅へと向かっていった。

		
			7  再び東京湾岸、埋め立て地の倉庫街
		

		　スケアリーに睨まれている男は、自分が妙な事件に巻き込まれていることを後悔しながら、これまでの事をスケアリーに話し始めた。その話によると、彼はレイコの所属する演劇部の部長だった。どうやら部長はパチンコや競馬にそうとうのめり込んでいたらしく、そのせいでかなりの借金をしていた。そんな時にどこからか彼の元へ電話をかけてきた男から、彼がさっき演じたエキストラの仕事を依頼されたのだそうだ。しかも、そのバイト代は彼の借金の額とほぼ同等の百三万五百五円。部長はスケアリーに彼の持っていた小切手を渡して見せた。

　それを見たスケアリーは気の毒そうな表情を浮かべて部長の方へ視線を移した。

「残念ですけど、この小切手はきっと換金出来ませんわよ。しかも、あなたは本当にエキストラのバイトで百万ももらえるなんて思っていらっしゃったの？」

「だってオレは名門演劇部の部長ですよ。それくらいは当たり前じゃ…」

聞いていたスケアリーは彼を鼻で笑ってから言った。

「舞台で上手くいったからといって、必ずしも映画やテレビドラマで成功すると思ったら大間違いですわ！」

何を根拠に言っているのか知らないが、スケアリーは自信たっぷりに言っている。

「まあ、あなたぐらいの年頃じゃあまだ解らないでしょうけど、世の中というのはもっと訳の解らない法則に従って動いているんですのよ。確かにあなたのグッタリ演技にはあたくしも騙されましたけど、世の中は実力だけではどうにもならないことだってあるんですから。その辺を知っておいた方がいいですわ」

部長はどうしてスケアリーがこんなに舞台とか映画のことに関して熱く語っているのか理解出来なかったが、なんとなく的を射ている気がしたのでとりあえず納得したように頷いていた。

　それを見ていたスケアリーは満足そうに部長の方を見ていたが、よく考えてみれば彼女の聞きたいことは何も聞き出せていないことに気付いた。スケアリーが聞き出したいことは、彼を雇った組織とモオルダアに関しての情報なのだ。しかし、演技についてえらそうに語ってしまったスケアリーは今更そんなことも聞けない感じがしてきていた。そんな時には武力行使。スケアリーはまた銃を取り出して部長に突きつけて彼を睨みつけながら言った。

「ちょいと、あなた。あたくしが聞きたいのはそんな事じゃありませんわ！あたくしが知りたいのは、あなたを雇った人たちのこととモオルダアについての情報ですわ」

　突然銃を向けられて驚いた部長は何かを言おうとしたが、そんな状況では出任せすら出てこない。部長は自分の知っている情報を全て思い出そうと必死になっている。しかし、彼を雇ったのがどこかのプロダクションかなにかだと思っていた部長は、彼に指示を出してきたウィスキー男やその他の人間の事など特に気にも留めていなかった。

　しかし、モオルダアという名前には覚えがある。モオルダアは彼の元へやって来て公演直前の演目を無理矢理違うものに代えさせたのだ。それなのに、昨日の夜エフ・ビー・エル関係者を名乗る男からの電話で演目は元どおりでいいという連絡があって、彼の演劇部は窮地を逃れたのである。そんなことより、部長は今彼が置かれているこの状況をなんとか乗り切らないといけない。「本物の銃を付きつけられて脅されるなんて、こんな経験は誰にも出来ない、きっとオレはそのうち最高の役者になるに違いない」変なところに盛り上がっている部長だが、それにはまずなんとかしないと撃ち殺されてしまうかも知れない。

　この急に機嫌が悪くなる捜査官はいつオレを撃ち殺すか解らない。ああ、そういえばオレはあのワンボックスの中でいろいろ会話を聞いたなあ。

「ちょっと、待って」

部長は目の色を変えて銃を突きつけているスケアリーに言った。

「その人たちのことはオレには良く解らないけど、モオルダアって言う人のことはよく知ってますよ。彼はまだ生きてると思います。だからオレは雇われたんだ」

「それはどういう事なんですの」

スケアリーはまだ銃をしまわない。今度こそモオルダアに関する情報を聞き出さないといけない。緊張感は保っていた方がいいということなのだろうか。部長は少し間を空けて話をまとめてから話し始めた。上手く話せなかったら、この不機嫌な捜査官に撃ち殺されるとでも思っているに違いない。

「車の中で男の人たちが話しているのが聞こえたんです。でもずっと布を被せられたまま車に乗せられたんでその人達の顔は解りませんが。それで、その人達の会話から判断すると、モオルダアの行方が解らずに方々に連絡をしていたみたいなんです。それから本人にも電話をしていたみたいです。もちろんモオルダアは電話にでませんでした。ぎりぎりまでそんな感じで慌ただしかったんですけど、本番の、いやオレが本番だと思っていた時間が来ると、その中の一人がオレに出番だと言ったんです。それから後はあなたも見たとおりです。…これでいいですかねえ」

部長はスケアリーが銃をしまってくれるのを願っていた。どうやらスケアリーは理解したようでまた銃をしまった。

「それじゃあ、モオルダアの行方については何も解らないのね。車の中の男達ですけど、あなたは少しも顔を見なかったんですの？」

部長は自信を持って答えた。

「それは無理ですよ。ボクが電話で指定された場所で待っているといきなり後ろから布を被せられて、そのまま車でここまで連れてこられたんですから」

スケアリーはこれを聞いて部長の気楽さに驚いていた。

「あなた、そんなふうに普通に喋ってますけど。よく自分が誘拐されたと思いませんでしたわねえ。普通ならその状況は明らかに拉致ですわ」

スケアリーはこれ以上部長に話を聞いても時間の無駄だという気がしてきた。立ち去ろうとして、これまでの騒動で乱れていた服装を整えていた。そして、彼女が歩き出そうとした時、突然部長が言った。

「ああ、そうだ。顔は解らなかったけど、臭いなら解りますよ」

「ニオイ？」

スケアリーはまた部長が変なことを言いだしたと思いながらも一応聞いておくことにした。

「そうです。あの車は乗った時からずっとウィスキーの臭いがしてた。車の中で宴会でもしてたんでしょうかねえ」

宴会なんかするわけはない。しかし、スケアリーはウィスキーの臭いという言葉が妙に気にかかっていた。頭にひっかかっているものが何なのか、漠然と考えながらスケアリーは部長の方に向かって軽く頷くとその場を去っていった。

　車に乗って去っていくスケアリーを見送った後、部長は気付いた。「オレはどうやってここから帰ればいいんだ？」

		
			8
		

		　これまでの出来事をなんとかまとめようと考えて上の空で車を走らせていたスケアリーは、しばらくして自分の乗っている車が彼女の物ではないことに気付いた。彼女は取引場所に向かう途中、ドドメキの乗ってきたこの車に乗り換えたのだった。「いったい、あの方は何を考えていらっしゃるのかしら？何でも知っているような口振りで、実際には何にも解決していないじゃありませんか」スケアリーは大きな声を出して一人で喋っている。誰もいない車の中では考えていることも普通の会話のように口から出てくる。

　とりあえずスケアリーは自分の車を止めてあるところまで行ってみた。そこには、まだ彼女の車が止まっている。それを見ると彼女は乗っていた車を降りて自分の車に乗り込むとそのまま家へと向かった。「それから、あの演劇部の部長もむかつきますわ。そうですわ。演劇部といえば、あのレイコとか言う女。あの二人はグルになってあたくしをからかっているんじゃありません？こんな時にモオルダアがいてくれたら、こんな惨めな役回りはみんなあの変態がやってくれるのに。でも彼を見つけられるのはこのあたくししかいませんわ。今はこんなあたくしですけど、最後にはあたくしの才能で大逆転に決まっているんですから」

一人でよく喋るスケアリーである。

「それにしても、モオルダアはどこにいるのかしら。本当に危険な薬品で拷問なんかされて廃人の様になってしまったら…。あらいやだ、あたくしまたネガティブになっていますわ。でもあたくしがこんなに心配していることをモオルダアは知っているのかしら。こうして行方不明になるまで気付きませんでしたけど、あの人はあたくしにとって大切な人なんですわ。だってあの人がいなかったらあたくしはいったい…」

なんだか意味深な独り言が始まったところでスケアリーの車は彼女の高級アパートメントの前に到着した。取引場所は意外と家から近かったようだ。スケアリーは独り言をやめて車を駐車させた。

　気になる人のために書いておくと、きっと彼女が言おうとしたのは「だってあの人がいなかったら、イライラした時にストレス解消に殴る人がいなくなってしまいますわ」だと思います。きっとそうです。

		
			9  都内、高級住宅街、スケアリーの高級アパート
		

		　スケアリーは自分の部屋の前まで来ると鞄の中の鍵を探し始めた。「とりあえず、シャワーだけは浴びさせていただきますわ」スケアリーは鍵を探しながら思っていた。そう言えば一昨日の夜、彼女がジョギングで大汗をかいてから彼女は一度もシャワーを浴びていなかったのだ。「男性のみなさま、喜んでくださいませ。今回のエピソードはあたくし中心で書かれていますから、作者様も今度こそあたくしの入浴シーンを書かざるを得ませんわ」

　でもそうはいきません。ペケファイルは児童文学を目指しているので裸は出しません。

　スケアリーが鍵を見つけてドアを開けようとすると、差し込んだ鍵が空回りしているように軽く回った。スケアリーにはそれがかかっていない鍵を開けようとしているためだと解った。「おかしいですわ。あたくしは部屋を出る時に鍵をかけたはずなんですけど」なんだかイヤな予感がしてスケアリーはゆっくりとドアを開けた。中を覗き込むと消したはずの部屋の明かりがついていた。彼女が部屋の明かりを消し忘れるのも鍵をかけ忘れるのもあり得ないことだった。どんなに急いでいても習慣になってしまった事は無意識にやってしまうものだ。それなのに、その二つの習慣の両方を忘れる事はないはずなのだ。誰かが部屋に侵入した。そう考えたスケアリーはしばらく明かりのついた部屋の中を覗き込んでいた。

　スケアリーが暗い玄関から明るい居間の方を覗いていると、格子戸になった居間の扉の向こうの床に人の影が映っていることに気付いた。その影が動くのに合わせて幽かに足音も聞こえてくる。まさかとは思ったが彼女の部屋には誰かが侵入している。このセキュリティーの万全な高級アパートに忍び込む人間はきっとそうとうの凄腕に違いない。スケアリーは緊張のあまりこめかみの辺りが引き締まっていくのを感じた。そして今日何度取り出したから解らない銃をもう一度取りだして、音を立てないよう慎重に居間の方へ向かった。

　居間の扉の前まで来るとスケアリーは立ち止まってもう一度中の様子をうかがった。中にいる人物の姿は見えないが、床に映る影はさっきと同じように動いたり止まったりしている。中の人物はスケアリーがいることに気付いていないのか、それとも彼女が部屋の扉を開けた時に彼女が帰ってきたことに気付き、それでも気付かないふりをしているのか。もし中の人物が彼女の存在に気付いているとしたら、彼女が部屋に入ってその人物に銃を向けるよりも早く何かしらの行動を取るはずである。彼女に向かって発砲するのか、それとも刃物を持って襲いかかってくるのか。スケアリーは部屋の中で動いている影を見つめながら考えていたが、いつまでも居間の扉の前で考えているわけにはいかない。床に映った影が自分から一番遠くに動いた瞬間、スケアリーは肩で居間の扉を押し開けると中の人物に銃を向けた。

　部屋の中に誰がいようと発砲しそうな勢いで扉を開けたスケアリーであったが、向けられた銃の先にいる人物を見て急になんとも言えない虚脱感が彼女の動きを止めてしまった。

「モオルダア？」

スケアリーの目の前にいるのはまさしくモオルダアなのだが、彼女はあまりに予想外の出来事に思わず尋ねてしまった。

「やあ、スケアリー」

一瞬かなりビビっていた感じのモオルダアだったが、スケアリーが銃をしまうのを見てから眠そうな目をして言った。

		
			10
		

		「本当にモオルダアなの？」

銃をしまったスケアリーは満面の笑みを浮かべながら聞いた。モオルダアは勝手に彼女の部屋に入って怒られると思っていたのに、スケアリーが嬉しそうなので言い訳を考えるのはやめにした。

「おいおい、一日会わなかっただけでもうボクの顔を忘れちゃったのか？」

モオルダアはキザな感じでおどけて見せた。スケアリーは何も言わずに目を潤ませてモオルダアに近づいてきた。スケアリーが何でそんなふうなのか解らなかったが優秀な捜査官には推測出来た。この後は抱擁だな。もしかするとキッスもあるかも。しかし、そうはならなかった。

　始めはモオルダアが生きていることを知って嬉しかったスケアリーであったが、彼に近づく間にこれまでの訳の解らない展開を思い出し、さらにモオルダアが浮浪者のような悪臭を放っていることに気付いたのだ。モオルダアが両手を広げてスケアリーが彼の胸に飛び込んで来るのを待っていると、彼女はモオルダアに鉄拳を喰らわせた。

　思った通りではなかったが、なんとなく予想出来たモオルダアはふらつきながら「ごめんなさい」と無意識に謝った。



「いったいあなたはあたくしの部屋で何をしているんですの？」

スケアリーがモオルダアを殴った拳が赤くなっているのを見ながら言った。

「だいたい、このセキュリティー万全な高級アパートメントにあなたのような変態が入ってこられるはずがありませんわ」

モオルダアはそう言われると少し嬉しそうな顔をした。

「セキュリティーって言ったって所詮は見かけ倒しって事だよ。入り口はオートロックでも裏に回れば入る場所はいくらでもあるし、ドアの鍵だってたいしたことないよ」

そう言ってモオルダアはポケットからヘアピンのようなものを取り出してスケアリーに見せた。

「ボクは優秀な捜査官だぜ」

本当にそんなもので鍵をこじ開けたのだろうか？スケアリーは驚いてモオルダアの事を見ていた。そして、いろいろ彼から聞こうと思った時、玄関をすごい勢いでノックする音が聞こえてきた。スケアリーが玄関へ行ってドアを開けると外には警官が二人いた。

「怪しい人物が窓からこの部屋に侵入しようとしていると通報を受けたのですが。あなたはこの部屋の住人ですか？」

警官の一人がスケアリーに聞いた。スケアリーにはその怪しい人物というのがモオルダアであることはすぐに解った。どうやらモオルダアはヘアピンのようなもので鍵を開けたのではなく鍵をかけ忘れた小さな窓から必死になって部屋に入ってきたようだ。

「ああ、そうですの」

スケアリーはそう言うと引きつった笑いを浮かべてエフ・ビー・エルのIDを警官に見せた。

「せっかく来ていただいたのに悪いんですけど、もうその変態下着ドロはエフ・ビー・エルが捕まえましたから」

そう言われても警官達は奥にいる怪しいモオルダアを見ながら、納得出来ない表情をしている。

「彼もエフ・ビー・エルの捜査官ですのよ」

警官達の表情に気付いたスケアリーが慌てて言った。

「それにあたくし達はもっと大事な捜査の途中ですからあなた達はもう帰っていいですわよ」

スケアリーに睨みつけられた警官達は渋々その場を去っていった。「もうホントにむかついてきましたわ」スケアリーは部屋に戻ってもう一度モオルダアを殴りつけてやろうと思ったが、ここは冷静にならなくてはいけない。モオルダアを誘拐した謎の組織が必死に探しているモオルダアが今自分の部屋にいる。それからエフ・ビー・エルさえ今回のモオルダア失踪に関しては怪しい動きを見せている。そのために彼女は謹慎中なのだ。ここは彼に話を聞いてみるしかなさそうだ。

「ちょいと、変態下着ドロのモオルダア。いったい何があったのか話してくださらない？」

部屋に戻ったスケアリーが聞くと彼は疲れ切った様子で食卓の椅子に座っていた。目の下にクマを作ってやつれたモオルダアを見て、拉致されて拷問を受けたという話もあながち嘘ではないような気もしてくる。

「それが、何にも覚えていないんだ」

聞かれたモオルダアが弱々しく答えた。

「覚えていないって、どういう事なんですの？もしかして、あなたは宇宙人とか地底人とかに記憶を消されてしまったなんて言うんじゃないでしょうね」

「いや、そうじゃなくて。どうやら飲み過ぎたみたいなんだ。しかも、どうして酒を飲んだのかさえ思い出せないんだ」

だらしない感じで喋るモオルダアを見てやっぱりむかついてきた。スケアリーはモオルダアに近寄ると彼の胸ぐらをつかんだ。しかし、彼から発せられる猛烈な酒のニオイにスケアリーは思わず手を放してしまった。それから、このニオイに事件との関連があると直感した。演劇部の部長は車の中でウィスキーのニオイを嗅いだと言っていたのだ。彼女は殴るのをやめてもう一度モオルダアに聞いた。

「あなたの記憶がないのはいつからなんですの？あなたが大学で捜査をしていたことは覚えているの？」

スケアリーに殴られると思ってビビっていたモオルダアは彼女に胸ぐらをつかまれていた僅かの間に何とか記憶を呼び起こそうとしていたようで、ある程度の事は思い出しかけていた。

「それはなんとなく覚えているよ。確か大学でキミと別れた後、ボクは天才的な能力を使って事件解決のためにいろいろしてたんだ」

モオルダアはとぎれとぎれの記憶をとぎれとぎれに話している。

「それから、夜になってボクはあの美しいレイコさんと一緒に彼女の家に…。そこからが思い出せないんだよなあ」

黙って考え込んだモオルダアはしばらくして急に心配な顔をしてスケアリーに聞いた。

「レイコさんは無事なのか？もしかしてボクは彼女が『恐怖のネコ女』に襲われたのに助けることが出来なかったんじゃないのか？そうだ！きっとそうに違いない。それでボクは彼女を失った悲しみで酒を飲み続けたんだ。そうだよねえ。スケアリー。これで全て説明出来るじゃないか」

スケアリーは彼の中途半端にロマンティックな作り話を聞いてあきれていた。

「レイコさんはちゃんと生きていますわよ。それに今ではまた元のムカツク女になってしまいましたわ。ネコ科の女に。どうでもいいけど、彼女の事を話すのはやめにしていただけませんこと？」

「なんで？」

「それはちょっと言えませんけど」

ちょっと恥ずかしそうにしているスケアリーを見てモオルダアは不思議だったが、まあどうでもいいか。

「レイコさんの話を信じるのなら、あなたはレイコさんの家のすぐ近くまで来ると突然様子がおかしくなって、その後何者かに誘拐されたと言うことですわ。それからこれはあまり言いたくないんですけど、その現場には得体の知れない黒い物体もいたということなんですの」

「えっ？ボク誘拐されてたの？」

これ以上モオルダアと話していても埒があかない気がしてきた。レイコの言っていたことがどこまで正しいのか、彼女が自分で確かめるしかなさそうだった。

「モオルダア、服を脱ぎなさい」

「何だよ、急に。いきなりそんなこと言われても。もうちょっとムードとか出さないとそういうことは…」

解りやすい勘違いをしているモオルダアが最後まで言う前にスケアリーは彼の上着を脱がしていた。スケアリーは鼻をつまみながらモオルダアの体に顔を近づけて証拠を探していた。そして彼女は彼の腰に小さなカサブタを見つけた。それは間違いなく例の麻酔銃で出来た傷のようだ。

「どうやらレイコさんの言っていたことは本当だったようね」

「何が？」

モオルダアが聞くとスケアリーは「これのことですわ」と言って腰の傷を軽く押した。「痛っ。なんだよそれ？」

「どうやら、あなたはレイコさんの家の近くで動物用の麻酔銃で撃たれたようね。ここに小さなカサブタがあるんですのよ。記憶がないのはそれが原因かも知れませんわ」

「でも、ちょっとおかしくないか？麻酔銃に入っている麻酔薬っていうのは投与されると二日酔いになったり酒臭くなったりするのか？」

「それはこれから調べないといけませんわ。まる一日意識がなくなるほどの麻酔薬を使うのは危険なことですわ。きっとあなたが誘拐されてからは何か別の方法であなたを眠らせていたのかも知れませんわ」

「そうか。じゃあこれはその時の傷かな？」

そういってモオルダアは腕に出来た小さな傷をスケアリーに見せた。

「あらいやだ。これもきっと注射針の傷跡ですわ。これは専門機関で検査を受ける必要がありそうですわね」

スケアリーは大学院生のヌリカベ君を思い出していた。今の彼女にとって専門機関と言えばヌリカベ君の研究室ぐらいなのだから。

「ああ、そういえばあなたがどうしてここにいるのかまだ聞いていませんでしたわね。あなたはいったいここで何をしていたのかしら？」
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		　訓練飛行をしている航空機にまぎれて一台の大型輸送機が着陸した。停止して開いた輸送機の扉からパナマ帽を被った紳士が顔を出した。タラップの下にはウィスキー男達が迎えにやってきている。ウィスキー男はタラップをおりてきたパナマ帽の男に持っていたウィスキーの瓶を掲げた。するとパナマ帽の男は持っていたラム酒の瓶を彼の方に掲げウィスキーの瓶とつきあわせた。瓶と瓶がふれあう音を聞いてから二人はそれぞれ持っていた瓶を口に持っていきゴクリと一口飲んだ。

「問題が起きたそうじゃないか。大丈夫なのか？」

ラム酒男がほとんど無表情でウィスキー男に聞いた。

「問題といってもたいしたことじゃないよ。こちらでうまく対処したよ。しかし、あれを持ってくるのは少し早すぎたようだね」

ウィスキー男は輸送機に積み込まれるコンテナを見ながらラム酒男に言った。

「日本の風土にはなじめなかったということかな。まあ計画が全て完璧に遂行されるとは限らんからなあ。あれを持ち帰ることが出来れば、今回の騒動は全てなかったことになるんだろ？また研究を続ければ今度は完璧なものを持ってくることが出来るはずだ」

「そうなることを願っているよ」

ウィスキー男は言いながらラム酒男に冷たい視線を投げかけていた。

　輸送機にコンテナが積み込まれると、ラム酒男はまた機内へと戻っていった。そして輸送機はここへやって来た時と同じように訓練飛行をしている航空機にまぎれて飛び立っていった。ウィスキー男は雲の中へ消えていく輸送機の方へ持っていたウィスキーの瓶を掲げてからまた一口にふくんだ。それを胃の中へ流し込むと彼は唇の両端を幽かに動かして気味の悪い微笑みを浮かべていた。
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		　ひっそりと静まりかえった夜のキャンバスに明かりのついた教室が見える。ここは前にも登場したヌリカベ君の使う教室。といってもヌリカベ君は今は別の部屋で分析の最中である。中には椅子に座って自動販売機で買ってきた紅茶を飲むスケアリーの姿が見える。そこから遠く離れた机にはモオルダアがいて何かを懸命に読んでいる。ひどい二日酔いで青白い顔をしているところは先程と変わらないが、彼の目の周りにはくっきりと青アザが出来ていた。きっとあれからまたスケアリーに殴られたに違いない。モオルダアは何を言ってスケアリーを怒らせたのだろうか？そういえばどうしてモオルダアがスケアリーの部屋にいたのかをまだ説明していなかった。それが解れば顔の青アザの理由も解るだろう。



　道端で目覚めたモオルダアはとにかく自分の部屋に戻ろうと高尾駅でタクシーを拾った。二日酔いのモオルダアは途中何度も気持ち悪くなってタクシーを降りようと思ったのだが、そうはいかない。彼はその時一文無しだったので途中でタクシーを止めても払うお金がなかったのだ。高尾から東京湾に近い彼のアパートに着くまで彼はほとんど料金メーター見ていた。そうしていればどんどん増えていく料金が気になって気持ちが悪いのも多少は和らいでいくからだ。どっちにしろ少しも快適ではない。

　タクシーがモオルダアの住むアパートの近くにやって来ると、彼は少し手前でタクシーを止めるように運転手に言った。彼のアパートの前に見慣れない車が止まっていたのである。ここで彼の「少女的第六感」が働き始めた。モオルダアは彼が誘拐されたことなどまったく記憶にないので、家の前に誰かが張り込んでいてもそんなことを気にするはずがない。しかし、そこはモオルダア。自分が優秀な捜査官だと思っているので、謎の組織に自分が監視されることも当然のように考えていたのである。彼のアパートの前に止められた車の中に謎の組織の人間が乗っていたのかどうかは解らないが、彼は家の前を素通りしてスケアリーの高級アパートメントへ向かった。タクシー代はスケアリーに借りることにしたのだ。

　高級アパートメントの入り口でスケアリーの部屋のチャイムを鳴らしてみたが彼女は留守であった。彼女はその時、行方不明のモオルダアの捜索に大忙しだったのだ。そんなことも知らないモオルダアは困ってしまった。後ろではタクシーの中から運転手が心配そうにモオルダアを見つめている。モオルダアは振り向くと「ヘヘッ」と怪しい微笑みを運転手に投げかけてアパートの裏へと回った。それからは前に書いたとおり。もちろんヘアピンのようなもので鍵を開けたのではなく、のそのそと窓から侵入したのである。部屋に入ったモオルダアは部屋の中を探し回ってタクシー代、約二万円に足りるだけの現金を見つけた。彼は鍵を開けて玄関から外に出てタクシー代を払うとまたスケアリーの部屋に戻って来た。すっかり疲れてしまったモオルダアはしばらく彼女の部屋で休んでいこうと思ったのである。そうしているうちにスケアリーが帰ってきたのだ。



　ここまで書けばモオルダアの青アザの理由もだいたい解ってもらえるだろう。しかもモオルダアは、彼女の部屋で現金を探している時に彼女の下着の入った引き出しをうっかり開けてしまったことも正直に話してしまったのだ。

　それから、モオルダアがスケアリーの部屋で見つけたものがもう一つある。それが彼が今興味深そうに読んでいるものである。彼はそれをスケアリーの部屋の机に置かれた封筒の中に見つけたのだ。その封筒はモオルダアが何者かに誘拐された夜にスケアリーがドドメキに渡されたものだった。

「すごいぞ。あれはこういうことだったのかあ」

モオルダアは遠く離れたところに座っているスケアリーに聞こえるように大きな声で独り言を言った。スケアリーは怒り心頭なので先程からモオルダアとは口を聞かなくなっている。それどころか、モオルダアの身体検査のために採血やらその他の作業をした後、この教室に入って来てからは彼にずっと背を向けたままだ。それでも、あれだけのことをされてパンチ一発でガマンしているスケアリーを褒めるべきなのだろうか。

　モオルダアは何とかスケアリーの興味を引こうと、また大声で喋りだした。

「へえ、知らなかったなあ。カリブ海にこんな国があったのかあ。なになに！？その国には人とも虎とも言えない謎の生命体が住んでいるという伝説があるって！？それは興味深いなあ」

そんなことでスケアリーが興味を持つわけがない。彼女は黙って紅茶を飲んでいる。それでもモオルダアは続ける。

「新聞には何にも載ってなかったけど、一ヶ月前にその国の大統領が日本にやって来ていたのかあ。おっ、ここになにやら怪しい写真があるじゃありませんか。ふむふむ、これがその大統領だな。そして、隣にいるのが…これは誰だろう。ウィスキーの瓶を持って、この人どこかで…」

モオルダアがここまで言うと、スケアリーが急に振り向いた。それと同時にヌリカベ君が教室の扉を開けた。なんとも言えない悪いタイミング。ヌリカベ君はそんなことには気付いていないようで、つかつかとスケアリーの前までやって来ると、分析結果を渡した。

「ただのアルコールです。でもアルコールをあれだけ注射されたら普通は生きてませんよ」

「あら、そうでしたの。だいたい想像は出来ましたから。でも助かりましたわ」

「それから…」

ヌリカベ君はまだ何かを言おうとしていたが、スケアリーはモオルダアの読んでいるものの方が気になって仕方がない。

「あの、ヌリカベ様。失礼ですけども今はそれどころじゃないんですの」

「ああ、そうですか。それじゃあ、この話はまた後日」
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		　スケアリーはヌリカベ君が出ていくのを見てからもう一度モオルダアの方を振り返った。彼がウィスキーという言葉を口にしたのを聞いて、昼間の騒動の後に演劇部の部長から聞いた話を思い出したのだ。部長は車の中でウィスキーのニオイがしていたと言っていた。それから、モオルダアの喋っていた中に虎という言葉も出てきた。聞こえないフリをしていたスケアリーであったが一応モオルダアが喋っている内容は聞いていたらしい。

「ちょいと、モオルダア。あなたがただ一言あたくしに、ごめんなさいと謝ってくれたら、さっきみたいな小芝居をしなくてもあたくしの興味を惹くことが出来たんですらね。まったくあなたって、やることが子供じみててホントに腹が立ちますわ」

「ああ、そうなの？ごめんなさい」

モオルダアがどの部分について謝っているのか良く解らないが、スケアリーはもうどうでもいいと思っているらしい。

「それよりも、あなたはさっきから何のことを喋っていらっしゃるの？」

モオルダアは逆にスケアリーに聞いた。

「それより、キミはどうしてこんな重要な資料を持っているんだ？」

「ああ、それならあの事件があった夜に変なおじさんに渡されたんですのよ。あたくしあの方のせいで大変な目にあったんですから。何でも知っているような口振りで、肝心なところは教えてくれないんですのよ」

「それはきっとドドメキさんだな」

ドドメキは一度も名乗らなかったがスケアリーもそう思っていた。

「あの人も色々あって全部は教えられないみたいだよ。全部教えちゃったら話が終わってしまうしね」

モオルダアが言ってもスケアリーにはあんまり納得出来なかった。それを見てモオルダアが付け加えた。

「でも、彼のおかげで怪しい秘密の組織があるということは解ったでしょ」

「まあ、そうですけども。もうそんなことはどうでもいいですわ。それよりもそこには何が書いてあるんですの？」

「今回の事件を解く重要な手掛かりが全てここにあるんだよ」

「本当ですの？」

スケアリーは少し驚いていた。もし彼女がドドメキからあの封筒を渡されてすぐにそれを見ていれば、苦労せずに事件を解決出来たかも知れないのだ。でもそこはモオルダアの言うこと。彼の話を聞くまでは本格的に驚くのはやめておいた。どうせ、彼はまた突拍子もないことを言うに違いない。

「この資料によると、約一ヶ月前にカリブ海に浮かぶ小さな島国『サムホエア』のドッカーノ大統領が密かに来日していたらしいんだ。来日の目的は良く解らないんだけど、友好の印にピューマを一頭つれてきたらしい。これがその時の写真」

モオルダアは写真をスケアリーに見せた。男が二人写っている。二人といっても大統領が真ん中で、もう一人は肩から先だけが写っているだけだった。その手にはウィスキーの瓶が握られている

「なんだか日本人みたいな顔をしていますわね。それにこのウィスキーの瓶を持っている人ですけど、あたくし気になることがありますのよ。あなたは謎の組織に拉致された時ウィスキーのニオイを嗅ぎませんでした？」

「さあねえ、ボクは麻酔薬のせいですっかり記憶がなかったし。今は酒を想像するだけでも吐き気がするから、その話は後にしないか」

いいかげんなモオルダアの答えに少し腹が立ったが、スケアリーはガマンして彼の話の続きを聞くことにした。

「大統領の顔が日本人に見えるのには理由があるんだ。彼の祖父は日本人なんだ。その祖父は同時にサムホエアの建国者でもあったんだ。名前は虎男（トラオ）。このトラオがやっかいな人物でねえ。彼に何が起こったのか知らないがある時、急に精神に異常をきたして原住民達を次々に殺していったそうなんだよ。それ以来、サムホエアでは何か不吉なことがあると『オンブレ・ティグレ』の仕業とされてきたんだ。『恐怖の虎男』という意味だね」

「何男でもいいですけど、どうしてそんな殺人をした人の子孫が大統領なんかになれるんですの？」

「それはきっと当時の大統領であった虎男の側近達の隠ぺい工作があったからだよ。どこの政府だって都合の悪いことは全部隠すもんだよ」

納得は出来ないが、もっともらしい話でもある。スケアリーの表情は次第に曇っていくがモオルダアはまだ自信たっぷりに先を続けた。

「ここまで話したところで、次の資料に移ることにしよう。これによると最近サムホエアで住民が野生生物に喰い殺される事件が相次いでいたそうなんだ。被害者はいずれも若い男性で、事件はどれも夜に起きているんだ。なんだかある事件に似ていないか？」

スケアリーはとりあえず頷いた。

「現地ではオンブレ・ティグレの再来だと大騒ぎになったんだ。もしかするとドッカーノ大統領の来日はこの事件が原因かも知れないな。この騒動を治めるために調査隊の派遣を依頼しに来たのかも知れない」

スケアリーはこれ以上モオルダアに話をさせていると話が理解不能なところまで飛躍してしまいそうなので慌てて口を挟んだ。

「つまり、あなたが言いたいことはこういうことかしら？そのオンブレ何とかが、タダノボンタを殺した犯人だと。でも、オンブレ何とか…」

「オンブレ・ティグレね」

「そのオンブレ・ティグレはどうやって日本にやって来たの？」

「そこはいろいろ考えられるよ。もし本当に日本から調査隊が派遣されたとしたら、その調査隊が極秘に日本に謎の生物を持ち帰ったことも考えられるし、大統領が来日した際に連れてきたピューマだって怪しい。それが本当にピューマだったのか、それとも違う何かだったのか」

やっぱり理解不能になってきた。スケアリーはため息をついてからモオルダアに言った。

「だいたい、今あなたの持っているその資料というのは何を元に作られたものなんですの？」

「さあ、どうだろう？紙質から判断すると、なんかの雑誌の切り抜きじゃないか？」

そういいながらモオルダアの目から自信が消えていくのが解る。スケアリーはここぞとばかりに続ける。

「それに、始めから気になっていたんですけども、そのサムホエアなんて島国が本当に存在するんですの？もしその国が存在しないのなら、せっかくのあなたの力説も全て無駄になってしまいますけど」

モオルダアも一番気になっていたところを聞かれてすっかり元気が無くなってしまった。彼はとうとう最後の切り札をスケアリーに渡した。

「これは封筒に一緒に入っていたメモだけど、これってきっと地図座標だよね。良く解らない数字が二つ並んでいればきっとそうに違いなんだけど。これがサムホエアの正確な位置だと思うよ」

スケアリーは渡された紙切れを見て少し考えた。

「地図座標と言われればそう見えなくもありませんけど…」

「どうやらボクらはサムホエアに出張と言うことになりそうだね」

またモオルダアの目が輝いてきた。彼がどうしてこの資料に興味を持ったのか。それは南の島へ遊び半分で出張することが目的だったらしい。

「残念ですけどモオルダア。それはきっと無理ですわ」

「えっ、何で？」

「あら、まだ言ってませんでしたっけ？あたくし今は謹慎中なんですのよ。こんな大学の教室で検査をしてるのに良く気付きませんでしたわね。それから、エフ・ビー・エルも今回の事件に関しては怪しいところがいっぱいありますのよ。この事件がどんなものであっても、今頃はどこかの秘密組織が必死になって証拠を隠滅しているでしょうね。きっとあたくしの謹慎が解けるのは証拠がきれいになくなってからですわ。そうなってからでは何にも解決しませんわ。あたくし達に残されたのは、そのくだらない雑誌の切り抜きだけってことになるんですのよ」

スケアリーは話しているうちに次第に興奮して声を荒げていった。モオルダアは怯えながらその様子をうかがっていた。スケアリーが本気でこんなことを言っているのかは解らないが、今回は何をやっても上手くいかないスケアリー。そうとうカリカリしているに違いない。ここはそっとしておいた方がいいでしょう。その時、スケアリーの携帯電話が鳴った。それはスキヤナー副長官からだった。

「やあ、スケアリー元気かな？ついさっき上から連絡があってね。キミの謹慎処分が解けたらしいんだよ。明日からはいつもどおり来てくれよ。それからねえ。モオルダアならもう心配いらないよ。彼の目撃情報が多数寄せられているから、そのうち見付かるだろう。あと、それからねえ…」

スケアリーは途中で電話を切ると、黙って一点を見つめたままになってしまった。何か説明の付かないことを何とか説明しようと必死になっているような感じもした。モオルダアは、彼女の様子を見て何か声をかけるべきだと思ったが、いったい何を言っていいのやら。黙って彼がスケアリーを見つめていると、スケアリーの方が先に口を開いた。

「もう手遅れのようですわ。事件は無事解決ですって」

疲れ切った感じでスケアリーはそう言うと、教室から出ていった。その後を何がなんだか理解出来ていないモオルダアがしずしずと付いていった。

		
			14  モオルダアの安アパート
		

		　大学からこのぼろアパートに戻った時にはもうアパートの前に怪しい車は止まっていなかった。あれは事件とは関係のない駐車中の車だったのか、それとも今回の事件の後かたづけを全て終えたため、もうモオルダアを監視する必要がなくなって姿を消したのか。モオルダアは眠いのでそんなことはすっかり忘れて、部屋に入るとすぐに横になった。最後に彼がそのベットから起きあがった時にグチャグチャになった掛け布団はそのままの状態で主人の帰りを待っていた。モオルダアは掛け布団を簡単に整えたが、半分はベットからはみ出したままだった。少しも寝心地が良さそうではなかったが、モオルダアには快適だった。少なくとも今朝彼が寝ていたアスファルトの上よりは。

　彼が横になってから間もなく、部屋の電話が鳴った。モオルダアはむっくりと起きあがると電話のありかを探した。見たところ、この散らかり放題の部屋に電話は見えない。しかし、モオルダアには電話の音でそれがどこにあるか解った。彼が脱ぎ捨ててある衣類を掻き分けていくと次第に電話の音が大きくなっていった。

「しっかりしろ！今助けるからな！」

モオルダアは電話を探しながら遊んでいる。シャツやズボンを十枚ほど掻き分けると電話が見えた。モオルダアが受話器を取るとスキヤナー副長官の声がした。

「おお、モオルダア。やっぱり帰っていたのか。良かった、良かった。いったい何があったというんだ？」

「それはボクに聞いても無駄ですよ。ボクは何かの陰謀に巻き込まれて記憶を消されてしまったんですから」

消されたのではなく覚えていないのだが。

「まあ、詳しいことはスケアリーに聞いてくださいよ。彼女の方が今回の事件についてはいろいろ知ってるはずだし。ああ、そうだ。どうしてスケアリーが謹慎処分になったんですか？もしかしてボクも謹慎中ってことですか？」

「ああ、そのことか。まあ、キミが誘拐なんかされなかったら、そうなっていただろうねえ。それよりも、もうそんなことは気にしなくても大丈夫だよ。キミも明日からいつもどおり出勤してくれたまえ」

「なんだか、納得がいきませんねえ。いったい誰がそんな指示を出したんですか？ボクの知る限りエフ・ビー・エルにはボクとあなたとスケアリーの三人しかいなかったはずですが」

「キミはまだ若いな。シーズン２なんだぜ。ということはシーズン１よりは全てにおいて大がかりじゃないといけないんだよ。今じゃエフ・ビー・エル・ビルディングは捜査官達で溢れかえって大変なんだから。おかげで私も上からの指図されたことをキミ達に伝えるというイヤな立場になってしまったんだけどね。そうそう、そのことに関連してキミに伝えることがあったんだよ」

スキヤナーはここで少し声の調子を落とした。

「さっきスケアリーにも言おうと思ったんだけどね。途中で電話を切られちゃったもんだから」

「それで、何なんです？」

「これは上からの指令なんだけどね。ペケファイルは閉鎖だって」

「えっ、何で？」

「うーん。私もいろいろ理由を聞いてみたんだけどね。どうやらキミが誤った捜査をして一般の女子大生を危険な目に遭わせたこととか、スケアリーが謹慎中にもかかわらず勝手に捜査をしたこととか。まあ、私も聞いてて悲しくなったんだが、キミ達の欠点は挙げればいくらでも出て来るみたいで、最後の方は私も聞いてなかったよ」

「ボクの捜査のどこが間違っていたと言うんですか？」

モオルダアは声を荒げたが、彼の捜査は間違いだらけ。でもモオルダアは自称優秀な捜査官だからそんなことは解らない。

「今ペケファイルを閉鎖したら、せっかく盛り上がってきた話が台無しじゃないですか」

モオルダアが柄にもなく怒りをあらわにしているのでスキヤナーは少し驚いていた。

「まあまあ、落ち着いてくれよ。私にそんなことを言われても。これは上の指示なんだから。じゃあ、このへんで失礼するよ。あと、それからスケアリーにもこのことを伝えてくれないかな。じゃあ、頼むよ」

受話器を置いたモオルダアはしばらく考えていた。「上からの指示って、いったい誰が副長官に指示を出すんだ？長官かな？だとするとその人の名前は「府場（フバ）」とかいう名前に違いない。まったくふざけた話だ。読んでいる人がこのネタを解らないのなら、エフビーアイの歴史を調べてみればいいんだ。そうすればすぐに解ることだ」ってなんだよそれ。

　モオルダアはベットの上に仰向けになると頭の後ろに手を組んで天井を見つめていた。ペケファイルがなくなって彼はエフ・ビー・エルで何が出来るというのだ？というより、エフ・ビー・エルの普通の捜査官って普段どんなことをしているのだろう。モオルダアを言い知れぬ不安が襲った。それから、スケアリーにいつこのことを知らせようかと悩んでいた。彼女が今このことを知ればモオルダアの家まで飛んできてやり場のない怒りを彼にぶつけるだろう。かといって明日まで黙っていたらどうなるか。エフ・ビー・エルに出勤した何も知らないスケアリーが誰かからペケファイルの閉鎖を知らされる。驚いた彼女を見てその誰かが言うだろう。「モオルダアから連絡が行っているはずですけど？」ペケファイル閉鎖の事実を知らずに恥をかいたスケアリーの怒りはさらに倍増されるだろう。ここはやっぱり被害の少ない方を選んだ方が良さそうだ。

		
			15  それより少し前、スケアリーの高級アパートメント
		

		　スケアリーもモオルダア同様に疲れ切って家まで帰ってきた。うつむきかげんでアパートの入り口に向かって歩いていると目の前に人の気配を感じて彼女は慌てて立ち止まった。見るとそこにはヌリカベ君の姿が。

「あらいやだ。あなたいつの間にここへやって来たんですの？」

無表情なヌリカベ君は何とか微笑みのような表情を作って何かを目で指した。スケアリーがそこを見ると大型のバイクが止まっている。かなりのスピードが出そうである。あれに乗ってきたのならスケアリーの車を追い越してここに先回りすることも出来そうだ。

「それで、あなたはあたくしに何の用なんですの？」

スケアリーがおそるおそる聞いた。スケアリーには彼の変な微笑みが気持ち悪くてしょうがない。ヌリカベ君は手に持っていたガサガサしたものをスケアリーに差し出した。スケアリーは驚いて一歩後ずさった。よく見るとそれは紙切れで作った造花の花束のようだった。スケアリーが困ってその造花を見つめているとヌリカベ君が言った。

「あなたのために作りました。リトマス紙の花束です。受け取ってください。ボクの気持ちは弱酸性。きみの気持ちはアルカリ性」

「あら。それはどうも…」

スケアリーは指先でつまむような感じでそれを受け取った。

「ボクの弱酸性はあなたのアルカリを中和出来ますでしょうか？」

ヌリカベ君は何を言っているのか良く解らない。ただしスケアリーに対する妙な情熱は伝わってくる。スケアリーは走って逃げたい気持ちだったが、今回の事件に最後まで協力してくれたヌリカベ君に失礼だと思って何とかそこに立ち止まっていた。

「アハハハ。…これってどういうことかしら？今回、感謝の花束を贈らなきゃいけないのはあたくしの方ですわ。あんなに捜査に協力してもらって。ホントに助かりましたわ」

「これは感謝の花束じゃありません。これは愛のリトマス紙です」

なんだかまずい雰囲気になってきた。

「あらまあ、そうなんですの。…でもあたくしには、他に大切な人がいますから。ほら…モオルダアがいますから。知っていますでしょ？さっき一緒にいた…」

「ああ、やっぱりそうだったんですか。それじゃあ、仕方ない…」

少し間をおいてヌリカベ君はポケットから何かを取り出してスケアリーに突きつけた。スケアリーはそれがナイフだと思って思わず悲鳴をあげるところだったが、よく見るとそれはただの紙だった。

「これはあなたと一緒に分析しようと思っていたんですが、どうやらそうもいかなくなったようだ。これはあなたがモオルダアさんと一緒に調べてください」

スケアリーがそれを受け取るとヌリカベ君はバイクのところまで走っていくとそのまま振り向きもせず猛スピードで走り去っていった。去り際だけは妙に男前なヌリカベ君を見ながらスケアリーはいろいろ納得がいかなかった。「ヌリカベさんがあたくしにぞっこんだいうことは理解出来ますわ。でも、どうしてあたくしはモオルダアの名前なんか出したんですの？それから、どうしてモオルダアの名前を聞いたヌリカベ様は『やっぱりそうだったんですか』なんて言ったんですの？」スケアリーが最後にヌリカベ君に渡された紙切れを見るまでは、彼女はイライラし続けることになりそうだ。

　部屋にはいると彼女は手に持っていたリトマス紙の花束をすぐにゴミ箱に捨てた。それから、最後に渡された紙切れに目を通してみた。ヌリカベ君の言ってたことを考えるとこれは結構重要なものなのかも知れない。そこに書かれている内容を見てスケアリーはしばらくゴミ箱の横で立ちつくすことになった。

　そこに書かれていたのは、モオルダア誘拐現場に落ちていた注射器に関する分析結果。中でも彼女を驚かせたのは注射器に付いていた血液のDNA鑑定結果だった。血液型だけで判断していたらその注射器はモオルダアに刺さっていたものとされていたはずである。しかし、この分析結果によって驚くべき真実が！

　と、盛り上がってきたところで彼女の家の電話が鳴った。多分モオルダアからである。

		
			16  翌日、エフ・ビー・エル・ビルディング内
		

		　言い知れぬ不安を感じながら、普通の捜査官として出勤してきたモオルダアだったが、彼の予想は的中した。出勤したはいいが何もやることがない。スキヤナーの言っていたとおりこのフロアには彼の他にたくさんの捜査官達がいて、何をしているのかは知らないが忙しそうに動き回っている。自分の机についたモオルダアはとりあえず何かをしているフリだけはしていようと、机の上のコンピューターの電源を入れた。そんなことをしても彼はこのコンピューターの使い方を良くわかっていない。モオルダアはそのままずっとコンピューターの画面を見つめていた。それから二十分ほど経つと突然、画面が真っ暗になった。節電のために自動的に画面が消えたのだが、そんなことを知らないモオルダアは壊れたのだと思いこんでいる。「しまった。この高そうなパソコンを壊したことがバレたらそうとう怒られるだろうなあ」モオルダアは何事もなかったように立ち上がると、こっそり部屋を出た。

　行く当てもなくビル内をうろつくモオルダア。「まったく、これは最悪なことになったなあ。エフ・ビー・エルがこんなにつまらないところなんて。もう、やめちゃおうかなあ。でもそれは出来ないぞ。ボクはまだハッとするほどの美人女スパイとワクワクドキドキの捜査をしていないんだから。今はこんな感じでもエフ・ビー・エルにいさえすれば、そのうちチャンスは巡ってくるに違いない。それから地底人に誘拐された兄を捜さなきゃいけないんだっけ。そんなことはすっかり忘れていたなあ。でもそうするにはやっぱりペケファイルがないとダメなんじゃないか？地底人なんてものは普通の捜査官には…」モオルダアがだらだら考えながら歩いていると、突然後ろから呼び止められた。驚いて振り向くとそこにはスケアリーがいた。彼女は辺りを気にしながら手招きしている。

「なんだキミか。ビックリするじゃないかまったく」

スケアリーはそんなところには反応せずに早くっこっちへ来るように今度はさっきよりも大きく手招きをした。彼女にしては珍しく真剣な表情をしている。モオルダアは彼女が何を言いたいのか良く解らなかったが、あの表情は彼を殴る時の表情ではないことが解っていた。モオルダアが近づくと、スケアリーは誰もいない部屋を見つけて彼を連れ込んだ。

　スケアリーは廊下に誰もいないことを確認してからドアを閉めると、真剣な眼差しでモオルダアを見つめた。モオルダアは始めて見る彼女の表情にとまどいながらも何とか優秀な捜査官として冷静を保っていた。「また殴られるのかなあ？」モオルダアは少し怖くなってきた。

「モオルダア。あたくしはこれまで一度だってあなたの言ったことが正しいなんて思ったことはございませんけれど、今回だけはあなたが正しかったのかも知れませんわ。皮肉なことにペケファイルは閉鎖されてしまいましたけど。これを見てあなたはどう思います？」

そう言ってスケアリーはモオルダアに紙を渡した。それにはグラフのようなものと意味の解らない単語が書かれていた。でもそれに何が書かれているのかなんとなく解った。きっと誰かのDNAを分析した結果に違いない。モオルダアは以前テレビで同じようなものを見たことがあった。

「これがなんだって言うの？」

DNAだと言うことが解っても中身までは解らない。スケアリーが説明を始めた。

「これは昨日ヌリカベ君から渡されたものなんですのよ。あなたが誘拐された場所で見付かった注射器から採取したDNAの鑑定結果なんですけど。あたくしは始め注射器があなたに使われたものだと思っていたら、その結果から判断するとあなたではない別の何かに使われたものだということになるんですの」

「何かって。それは人じゃないってこと？」

モオルダアが聞くとスケアリーはうつむいて少し間をおいた。スケアリーには認めたくない事実であったが、科学で証明されてしまったのだから仕方がない。もう一度モオルダアの方へ向き直ってスケアリーが言った。

「あの夜あなたと一緒に連れ去られたのは『オンブレ・ティグレ』だったんですのよ」

モオルダアはいろいろなところに驚いて言葉を失ってしまった。モオルダアの興味を惹いて止まない謎の生物が科学的に証明されてしまったこともそうだが、スケアリーが『オンブレ・ティグレ』という名前を使ったことも驚きだった。だってそれはモオルダアが勝手に考えた名前だったのだから。

「それは、本当なのか？もしかしてキミはボクをからかってるだけなんじゃないのか？」

「あたくしは、あなたをからかうためにわざわざこんなことをするほどヒマじゃないんですのよ。この分析結果を信じれば、人間と虎の両方の特性を持つ生命体が実際に存在していたということなんですのよ」

スケアリーは相変わらず真剣にモオルダアを見つめていた。モオルダアはスケアリーに圧倒されながらただ頷いていた。

「あたくし、この事実を知ってしまって、どうしても気になるんで極秘に例の島国のことも調べてみたんですの」

「サムホエアのことだろ？それならボクも調べたよ。そんな島は存在しないんだ。だいたい名前がふざけているよ。"somewhere"という島の『どこかの』大統領なんて」

「それが違うんですのよ」

モオルダアは驚いてスケアリーを見つめた。冗談を言っている感じはどこにもない。なんだかいつもと立場が逆転している感じだ。しかもスケアリーが言うと妙に説得力がある。

「確かに昨日の資料に載っていた座標に島は存在しませんわ。少なくとも地図の上には。でもあたくしは、どうしても気になるのでさらに詳しく調べて見たら過去にその存在しないはずの島で何度も飛行機が離着陸をしていることが明らかになったんですの」

それを聞いてなんだかモオルダアも血が騒いできたようだ。

「明らかになったって、そんな情報はどこで仕入れるんだ？」

「あたくしはあなたと違って、優秀ですから。そんなことより、最新の情報によると日本から飛び立った国籍不明の輸送機がマイアミ沖で墜落したそうですわ。その後また日本から国籍不明の飛行機が飛び立って、存在しないはずの島に着陸したのをアメリカ軍のレーダーがとらえたそうよ」

「す、すごい！」

モオルダアはやる気になったスケアリーにどれだけのことが出来るのかを知って感心するばかりであった。でも今更そんなことが解って何になるというのだろうか。もうペケファイルはないのだし。

「でも、どうしてキミはそんなに熱心なんだ？もしかしてキミもペケファイルでワクワクドキドキの捜査をしたいんじゃないのか？」

「そんなことは関係ありませんわ。あたくしはどこの部署でもあたくしの才能を発揮して大活躍するだけですから。それにあたくしがワクワクドキドキしたいのではなくて、これを読んでいるみなさんが、あたくしの活躍にワクワクドキドキしてくれた方がいいと思っているんですから。あらいやだ。あなたが変なことを聞くから変なことを喋ってしまいましたわ。とにかくこの資料はあなたに預けておきますから。絶対に人に見せてはいけませんわよ。今度はきっとあたくし達がクビにされてしまいますわ」

「そんなことは解ってるよ。これだけ人が増えたエフ・ビー・エルだから、敵はエフ・ビー・エル内にもいるということだろ」

モルダアが一応事態を把握していることを知ったスケアリーは少し安心してドアを開けて出ていった。モオルダアはスケアリーに渡された資料をしばらく眺めてから私の方を見た。…私って、多分私のことでしょうねえ。

「ちょっと、作者さん。こんなんで大丈夫なの？今回はスケアリーばっかり登場してボクはいいところまるで無しじゃん。それに、アメリカ軍のレーダーの情報ってどこに行けば手に入るんだよ」

まあまあ、そんなことよりいずれモオルダアにはもっとすごいことをしてもらいますから、それまでガマンしていてくださいよ。それに、あなたの机の上にもう一つのサプライズを用意してますから、ここはおとなしく部屋を出て行ってくださいよ。

　モオルダアは納得いかないまま部屋を出て元の場所へと戻った。

		
			17  地図に載っていない島。或いはサムホエア島
		

		　この島に着陸する予定だったラム酒男を乗せた飛行機は島にたどり着く直前にバミューダトライアングルで謎の爆発を起こして墜落した。代わりにウィスキー男を乗せた飛行機がこの島に着陸した。飛行機を降りたウィスキー男に軍服を着た男が近づいてきた。ウィスキー男はその男に伝えた。

「コード666が発生した。この島の施設は24時間以内に閉鎖する」

軍服を着た男はそれを聞くと駆け足でどこかへ走っていった。周囲にいた軍人達も慌ただしく動き始めた。

　ウィスキー男はタラップの上から辺りを見回した。そこからはこの小さな島の全体を見回すことが出来た。島には彼のいるこの滑走路と怪しい研究施設があるだけ。あとは真っ青な空と一面の海がどこまでも続いている。遠くの海を眺めながらウィスキー男は持っていたウィスキーを一口飲んだ。

「良い島だったんだがな。私の口にラム酒は合わなかったようだ」

そう言ってウィスキー男はまた飛行機の中へと入っていった。

		
			18  再びエフ・ビー・エル・ビルディング内
		

		　モオルダアが自分の部屋に戻ってくると机の上に手紙があることに気付いた。さっきスケアリーからなんとも怪しい真実を聞いてしまったモオルダアは他の人間に気付かれないようにそっと封を開けた。その手紙にはこう書かれていた。



　ディア、モオルダア君。私の予想をはるかに上回るオトボケだったモオルダア君。キミの机の上のパソコンは壊れたのではないぞ。マウスを動かせば元に戻る。

　そんなことより、私は今回で卒業ということになったよ。せっかく話が盛り上がってきたところで恐縮なんだが、本来ならば私はシーズン１の最後に暗殺されていたはずなのだが、作者の不手際によってシーズン２まで登場出来たんだよ。しかも、殺されずに卒業というのは嬉しい限りだよ。でもこれからはキミ達に情報を渡す謎の人物がいなくなって困ると思うだろ？でもそこは安心してくれ。私よりももっとアクの強い謎の男が登場してキミ達にいろいろ中途半端な情報を与えてくれるだろうから。まあ、そうなるかどうかは作者次第なんだがね。

　私はどっかで静かに隠居生活を送ることにするよ。カリブ海辺りがいいかな。でも必要な時には私が登場するからそのつもりでな。それでは拳闘を祈る。

　ドドメキより。



読み終わるとモオルダアはドドメキを探そうと部屋中を見回したが、彼が見付かるはずはない。「なんだか、もうワケわかんないなあ」モオルダアはそう言いながら机の上のパソコンのマウスを動かして画面を元どおりにするとまたその画面を見つめ始めた。

		
			#012「SWINDLE」

			Little Mustapha
		

	
		
			#013「リトル・ムスタファマン」
		

		
			1
		

		　人は妄想する。そして人は幻滅する。しかし、妄想が現実のものになった時、人はどう対処するのだろうか。妄想はあり得ないからこそ妄想なのであり、だからこそ人は妄想の中に安らぎを見いだすことも出来るのである。

　地球の内側は空洞になっていて、そこに地上とは別の人間が生活をしている。それは夢のある話でありながら、ある種の人間にとっては危険きわまりない作り話である。

　地底に住んでいるのは人間ではない。人間よりも遥か昔にこの地球上に降り立ったエイリアンが快適な居住地として選んだのが地底だったのである。果たしてそれは本当か。

　宇宙線研究のために地下深くに建設された研究施設がある。そこにある装置は宇宙から届く宇宙線をとらえるために全ての目を空に向けているはずでった。しかし、ある施設で装置は地底に向けられているらしい。地底人の存在を確かめるために。

　妄想は妄想でしかない。しかし妄想が現実のものになった時、人はどう対処するのだろうか。

		
			2  エフ・ビー・エル・ビルディングのとあるフロア
		

		　今日もエフ・ビー・エルの職員達は何をしているのか解らないが、机が並べられたこのフロアを忙しそうに行ったり来たりしている。その中の目立たない机にモオルダアは一人ボンヤリと何を見つめるわけでもなく一点を注視したまま座っている。「…あー。…あー」モオルダアは退屈だということすら忘れるほどに退屈していた。ペケファイルが閉鎖されてからの数日間、彼はここへ毎日出勤してきているのだが、まだ何もしていない。初めのうちはこの机について一日中美女と優秀な捜査官の大冒険について妄想していたのだが、今では彼の頭の中には「…あー」しかない。

「おいモオルダア！何をやってるんだ！」

突然声をかけられたモオルダアは驚いて振り返ると、彼に声をかけた人物をしばらく見つめていた。見つめていても急に声をかけられた驚きでそれが誰だかしばらく思い出せなかったのだが。

「…あー。副長官じゃないですか。何をしてるんですか、こんなところで」

「何をしてるんですか、じゃないよ。キミがちゃんと仕事をしてるか見に来たんだよ」

モオルダアを驚かすことに成功したスキヤナー副長官は嬉しそうにしている。モオルダアは納得がいかないまま、スキヤナーに向けていた視線を机に移した。

「ボクだって仕事があればちゃんと仕事してますよ。いったいボクは何をすればいいんですか？」

「さあ、それは知らないよ」

この答えを聞いてモオルダアはまた驚いてスキヤナーの方へ振り返った。しまった。短い間に二度も驚かされてしまった。そう思ったが、スキヤナーの表情から察すると今の答えは彼を驚かせるために言ったものではいようだった。

「私だって、一人で13階にいるのが退屈でここに遊びに来たんだから。おまけに隣の部屋に秘書がいたり、たまにエフ・ビー・エルの偉い人たちがやって来たりして、落ち着かなくてねえ。まったくシーズン２になって厄介なことだらけだよ」

酷い話である。モオルダアはここで一日中何もせずに過ごすことに何の意味があるのかまったく解らなくなってしまった。自分の直属の上司ですら何もすることがなくて、こうして部下のところへ遊びにやって来る。エフ・ビー・エルっていったい何なんだ？モオルダアは気分が重く沈んでいくのを感じていた。

「キミもここにいる人たちみたいになんかをしているフリをしてみたらどうだ？」

モオルダアの様子を見てスキヤナーが何かを感じたのか、彼に提案してみた。

「しているフリ？」

「そうだよ、ああして動き回って忙しいフリをしていれば、退屈な中にも何かの意味が見いだせるかも知れないぞ」

モオルダアはまた更に嫌な気分になった。

「もしかして彼らって…」

「エキストラだよ」

嫌な予感は半分以上的中する。モオルダアの生まれ持った才能のひとつだ。

「彼らがエキストラならボクはいったい…」

ここまで言ってモオルダアは言葉を詰まらせた。エフ・ビー・エルに居て自分には何の意味があるのか。もしかするとエキストラほどの価値もないのか。考えていたら、彼と美人スパイの大冒険という妄想が、本当にバカげた妄想であったと思えてきた。今更気付くということすらバカげているのだが、モオルダアとはそういう人。

　モオルダアはペケファイルがなくなって予想以上に落ち込んでいるようだ。スキヤナーは少し心配になった。

「一応キミは主役の一人なんだからパソコンでもいじってれば良いじゃないか」

「ダメですよ。このパソコン、普段使ってるのと違って難しいんですよ」

「そんなことないだろう。インターネットのスイッチ入れて、パソコンのボタンを押せば良いんだよ」

モオルダアにはスキヤナーが何を言っているのか理解できなかったので、両目にハテナマークを一つずつ書いてスキヤナーを見ていた。するとスキヤナーが説明した。彼は机の上のモニターを指さした。

「これがインターネットだろ」そして指をキーボードに向けて「これがパソコンだよ」

モオルダアは間違っていると解っていたが試しに聞いてみた。

「それじゃあ、その『インターネット』と『パソコン』がつながっているこの大きな箱は何ですか？」

スキヤナーは少し考えてから答えた。

「それはコンセントとつながってるから、多分あれだよ。電源アダプターってやつじゃないか？」

「副長官！ホントですか！？」

そうモオルダアが言った時、スキヤナーはすでに彼に背を向けてドアの方へと歩いていた。

		
			3
		

		　唖然としているモオルダアの所へ一人の若い男が近づいてきた。

「モオルダア捜査官。困ってるみたいですね」

モオルダアが声に反応して顔を上げると、中途半端に男前な若い男が軽く微笑んで机の上のモニターを指さした。

「おい、キミが誰だか知らないが、エキストラが喋ったらダメじゃないか」

モオルダアは小声で注意したが、男はあまり気にしていないようだ。

「ボクはエキストラじゃありませんよ。本当は次回のエピソードで登場する予定だったんですけど、副長官が予想外にボケてしまったから予定を変更して登場したんですよ。だからまだ名を名乗ったりはしませんけどね」

なんだか理解できるような、出来ないような。それでもこの男は何かを知っていそうだからそのまま続けさせた。

「そのパソコンは少しも難しいことはありませんよ」

「そういっても、こんなの見たことないぞ。ウィンドウとかフォルダとかはどこにあるんだ？」

「それは、カモフラージュ用の画像なんですよ」

「カモフラージュ？」

「そうですよ。エフ・ビー・エルみたいな特別な組織で普通の会社みたいなパソコンを使うのって、ちょっとガッカリでしょう？だから本当に使う時以外は難しそうな画面を表示させておくんですよ。こうすれば大丈夫です」

男がキーボードを操作すると画面にはよく知っているパソコンの画面が表示された。

「何だ、そういうことだったのか！」

モオルダアは納得できないままではあったが、見慣れた画面の登場に意味もなくすっきりした気持ちになった。

「これでやっと話が前に進みますね。ボクのことが気になる人は次回のエピソードを見逃さないようにね！」

男はこう言うとどこかへ行ってしまった。モオルダアは男が何を言っていたのかも聞かずに、パソコンをいじるのに夢中になっている。これでしばらくは退屈から解放されそうである。モオルダアはとりあえずメールをチェックしてみることにした。モオルダア宛のメールが大量に届いている。

「おっと、これは事件ですよ」

モオルダアはぶつぶつ言いながらメールを読み始めた。「美人捜査官のマル秘写真集。あなたのために特別にご用意いたしました。地下駐車場にて特別販売！」

これはなんでもないようだ。モオルダアは次のメールを読んだ。「美人スパイをスパイする。隠しカメラの前で美人スパイがあんなことやこんなこと。購入は地下駐車場…」

何だろう？モオルダアは意味が解らないまま次のメールを開いた。「いい加減に気付きなさい！変体モオルダア向けマル秘DVD、地下駐車場ですのよ！」

なんだか嫌な予感がしてきた。更にもう一通のメールを開く。「もう、いい加減にしないと怒りますわよ！あなた向けに謎めいたメールを書くのももうこれが最後ですわ。地下駐車場で美人捜査官があなたを待っているということですのよ！おわかり！」

　なんかこれスケアリーみたいな感じだなあ。モオルダアが最後のメールを開こうとすると同時に、彼のいるフロアにスケアリーがやって来た。彼女はモオルダアを見付けると真っ直ぐに彼の方へ向かってくる。モオルダアは彼女の表情を見て、真っ先に謝る準備をした。しかし、一体何を謝ればいいのだ？そう思うと今度はいつでも逃げられるように腰を少し浮かせた。しかし、そうするよりも先にスケアリーがモオルダアの胸ぐらを掴んだ。

「ちょいと、いい加減にしたらどうなんですの！あたくしは毎日あの薄暗い駐車場であなたを待っていたんですからね！」

やっぱり怒っている。しかしどうしてだろう？

「ボクに話があるんだったら、始めからここに来ればよかったじゃないか」

モオルダアがおそるおそる言うと、スケアリーは掴んでいたモオルダアの胸ぐらを更に引いた。

「あなたは何にも解っていないのねえ。こんな所で二人が話していたら、あたくし達の捜査を邪魔をしている方達に怪しまれてしまうでしょ。ですからあたくしは、謎のメールであなたに連絡を取っていたんですのよ。いいこと？今度こそ地下駐車場に来るんですのよ。来ない時にはあなたがどうなるか知りませんわよ！」

スケアリーは突き飛ばすようにモオルダアを放すとそのまま出ていった。

「はっ、はい…」

スケアリーの後ろ姿に向かってモオルダアが力無く返事をした。エキストラ達は何事もなかったように机の間を縫って忙しそうに歩いている。

		
			4  地下駐車場
		

		　いったいどうなってるんだ？モオルダアは先程から頭の中に浮かんでくる様々な謎にそれなりの理由を見付けようとしていたが、それらを上手く収めることはとうてい出来そうになかった。スキヤナーはいつにもまして大ボケだし、あのパソコンは意味もなく難しい画面を表示してるし。それからエフ・ビー・エルの職員だと思っていた人たちはエキストラだっていうし。ホントにボクは酷いところに来てしまったんだなあ。いろんな謎を解くべくしてボクはエフ・ビー・エルに来たんだ。それなのに最大の謎はエフ・ビー・エルじゃないか。もう辞めちゃおうかなあ。他にだって面白いところはありそうだし。ここに居る限りどうしても美人スパイとは知り合えそうにもないし。それに最近スケアリーはどんどん暴力的になっていく。

　ボンヤリと考えながら地下駐車場を歩くモオルダアの前にスケアリーが現れた。

「うわっ。ごめんなさい」

驚いたモオルダアが思わず謝ってしまった。何で謝ったんだ？モオルダアは決まりが悪くなって、ちょっと間をおいてからスケアリーに言った。

「いったいどういうことだ？ボクらは常に監視されてるんだ。こうして会っていることが知られたら、危険なんだぞ。キミだって知ってるだろ？ペケファイルを閉鎖に追い込んだ連中は…」

「そんなことはあたくしだって知っていますわよ。それより、あなたは最近何をやっているの？あたくしの謎のメールを無視したりして。ちゃんとやっていらっしゃるの？」

スケアリーはかなり苛立っているようだ。モオルダアには都合が悪い。

「ちゃんとやっていらっしゃるんですけどねえ。なにせ今日やっとパソコンの謎が解けて、メールを見るのは初めてだったんだよ。それよりキミは知ってるのか？ここの職員って全員エキストラなんだぜ。キミも気を付けた方がいいよ」

「何を言ってらっしゃるの？あんまりワケの解らないことを言っていると怒りますわよ」

もうすでに怒っているようだが、まあ気にしない。

「あなたのところにはエキストラがいるかもしれませんが、あたくしのところには本物の学生がいるんですのよ」

「学生？」

「そうですわ。あたくしはエフ・ビー・エルのアカデミーで無免許でもできる検死解剖の方法を教えてるんですのよ」

エフ・ビー・エルのアカデミーって何だろう？モオルダアにはまた謎が増えてしまった。

「ああ、そうでしたわね。あなたはアカデミーを出てないんでしたわね。アカデミーを出てないとバイトから始めないといけないんですのよ」

「なにそれ！？ということはボクはまだバイトなの？」

「詳しくは知りませんがそうじゃないんですの？」

衝撃の事実にモオルダアは言葉を失っている。スケアリーはそんなことは気にせず先を続けた。

「それで、あなたはちゃんとやる気があるんですの？あたくし気付いたんですけど、ペケファイルがなくなってからあたくしの給料が減ってるんですのよ。始めはアカデミーってステキだと思ってたんですのよ。若くてカワイイ男子がたくさんいると思って。でもいざ始めてみると来るのはさえないのばっかり。言いたくはありませんがあなたの方がまだマシって感じですわ。あらいやだ、あたくしったら。バカなことを言っていますわ。そんなことより、ペケファイルって遠くに出かけたり、犯人を捕まえたりしてお給料プラス特別手当が色々あったでしょう。それがないと結構厳しいんですのよ。ねえちょっと聞いていらっしゃるの？」

モオルダアは自分がバイトだったと知った衝撃で放心状態だったが、スケアリーがきつい感じで聞いたので、多少我を取り戻した。

「聞いてらっしゃらない。どうでもいいけどボクはエフ・ビー・エルを辞めるよ。優秀な捜査官がバイトだなんて。そんなところは辞めるしかないね。バイトならお気楽に辞められるし」

　モオルダアの開き直った態度にスケアリーは驚いた。あれだけ優秀な捜査官にこだわっていたモオルダアがこんなに簡単に辞めるなどと言うとは思ってもいなかったのである。

「辞めるって、それはどういうことですの？ペケファイルはもういいと言うんですの？それにあなたの言ってた宇宙人とか政府の陰謀とか。それにあなたのお兄さんはどうなるんですの？あなたのお兄さんを誘拐したのはリトル・グリーンマンなんでしょう？そういうのを探すのはペケファイルがなければ出来ないんじゃなくて？」

「ボクが探しているのはリトル・グリーンマンじゃなくてリトル・ムスタファマンだよ。地底の世界で我々の生活を脅かすエイリアン。まあそんなことはどうでもいいよ。こんなところは辞めて優秀な捜査官のベンチャー企業でも始めるよ。始めは大変かも知れないけど、その方がボクの好きなように出来るからね。バイトよりはマシだよ」

開き直ったバイト君のモオルダアはスケアリーを驚ろかしてばかり。スケアリーは目を丸くして聞いていた。

「ベンチャー企業って、資金はどうするんですの？」

「それはこれまでの貯金が５万円あるから」

スケアリーは口の両端をピクピクさせながら必死にこらえていたが、とうとうこらえきれずに吹き出してしまった。

「アハハハッ。あなたにそんなユーモアのセンスがあるなんて知りませんでしたわ。５万円もあればなんとかなるかも知れませんわね。ウフフフッ。それじゃああたくしは是非ともその優秀な捜査官のベンチャー企業に雇っていただきたいですわ。アハハハッ」

スケアリーは一通り笑いの発作が治まると一呼吸おいた。

「どうでもいいですけど、ペケファイルが再開されるまであたくしは諦めませんわよ。ですからあなたもそのつもりで…」

ここまで言うと、また５万円の話を思い出して笑いがこみ上げてきた。もうちゃんとした話は出来そうにないので、スケアリーはこの場を立ち去ることにした。

「それじゃあ、あなたはペケファイルが再開されるように何とか頑張るんですのよ。アハハハッ。今の話面白いから、友達に話してもいいかしら。アハハハッ。どうせなら、お笑いとかやってみたらどうですの。アハハハッ…」

スケアリーは笑いを止められないまま地下駐車場の暗がりへと消えていった。

「何がそんなにおかしかったんだろう？本気で言ったのに…」

どうしてスケアリーがあんなに笑ったのか理解できないのに、ひょっとすると自分には「お笑い」の才能があるのか？と少しだけ思ってしまうモオルダアは幸せな人間である。

		
			5  モオルダアのぼろアパート
		

		　モオルダアは鏡に映った自分の顔を睨みつけている。

「オレに言ってるのか？」ゆっくりと振り返り、それからもう一度鏡を睨みつける。

「後ろには誰もいないんだから、オレに言ってるんだな？」

どこかで見たような場面をモオルダアが演じると、モオルダアは得意げな表情になって鏡に映る自分を眺めていた。「なかなかいい感じだな。やっぱりボクはお笑いよりもシリアスな感じが似合ってるんだ」

　演技の練習なのか解らないが先程からモオルダアはこの遊びに夢中になっている。そして飽きずにもう一度やるらしい。

「オレに言ってるのか？」

そういってモオルダアが振り返るとその視線の先にあるドアが開いた。もちろん夢中で遊んでいたモオルダアは解りやすい感じで驚いて、体勢を崩すと鏡に手をついて体を支えた。鏡が壁とぶつかった拍子にフックからはずれて床に落ちると派手な音を立てた。ドアのところにいた男はこの音を聞いてちょっと心配そうに中を覗いた。しかし、特に問題もないと解ると謎めいた雰囲気を出して静かに口を開いた。

「モオルダアさん。議員がお待ちです」

モオルダアが初めて見るこの男はなぜかモオルダアの名前を知っていた。

「誰？」

「説明するのは面倒なんですけど、本当はあなたは私たちのことを知っているはずなんです。作者がサボったせいで我々がファースト・シーズンで登場しなかったからこんなことになるんです。どうでもいいけど行きましょう」

彼は私のことも知っているようだ。確かに登場は初めてだが、それは私がサボったからではない。彼らはどこにも登場させない予定だったのです。でも成り行き上仕方がないので登場させました。議員とはペケファイルを擁護し、また密かに捜査に協力する区議会議員のこと。

　モオルダアは「良く解らないけど、どうせヒマだからいいかな」という感じでこの男についていった。

		
			6  小料理屋
		

		　モオルダアは謎の男に連れられて小さな商店街にある小さな小料理屋に入った。カウンターだけの店内にはサラリーマンふうのスーツを着た中年が一人いた。多分これが区議会議員。彼の前には徳利が三つと食べかけのモツ煮込み。徳利は一つがだらしない感じで倒れたままになっている。中年の男はモオルダアが入ってきたことに気付くと、必要以上に大きな声を上げた。

「ああ、モオルダア君。遅いじゃないか。早くここにかけたまえ」

こんな酔っぱらいの隣に座るのは嫌だったが、来てしまったものは仕方がない。よく見れば区議会議員のかけている眼鏡は、斜めにずれて鼻の上に乗っかっている。酔っ払ってそうなったのか、或いはいつもそうなっているのかは解らないが、そうとう飲んでいるということは誰にでも解る。モオルダアが区議の隣に腰掛けると、小料理屋の女将、と言うよりおばちゃんがモオルダアの前に小さな器を差し出した。中身は里芋の煮付け。そんなことはどうでもいい。

　突き出しから目を上げて、区議会議員を見たモオルダアがまず聞くべきことを聞いた。

「あなた、誰なんですか？」

これを聞いていたのかどうかは解らないが、議員はガハハと笑った。

「まあまあ、飲みたまえモオルダア君」

議員が目の前の徳利を持ち上げて注ごうとしたが、中は空っぽだった。

「あれあれ、もうなくなっちゃったじゃないの。マダム。これもう一本」

議員が空の徳利を掲げて女将に声をかけた。モオルダアは女将のことをマダムと呼ぶこの男に少しだけ共感がもてたが、どうにも声がでかい。なんだかすごく嫌な感じがしていた。

「モオルダア君。捜査の方はどうだね？」

議員は唐突に聞いた。

「捜査って、今は何も…」

「ところでモオルダア君！」

この男は会話をする気がないらしい。或いはこれでも会話になっていると思えるぐらいに酔っているのかも知れない。さすがのモオルダアもイライラしてきた。

「モオルダア君。キミは知ってるかね」

「何をですか？」

「この曲をだよ」

そういわれてモオルダアが耳を澄ますと店内に小さな音で音楽が流れていることに気付いた。そこで流れていたのは日本の歌謡曲だった。

「さあ、何だろう？モウムスかなあ？」

「ガハハハ。何を言ってるんだ、モオルダア君。これはバッハだよ」

「違いますよ！」

モオルダアも議員につられて大きな声を出してしまった。自分の大声に気付いて何とか冷静になろうと努力していると、議員はカウンターの上を滑らせるようにして一枚の紙切れをモオルダアの前に差し出した。そこには「盗み聞きの可能性アリ」と書かれている。こんな会話は盗み聞きされてもいっこうにかまわないのだが、どうにも気になるのでモオルダアは店内を見回してみた。するとカウンターの奥にいる女将と目があった。女将はすぐにモオルダアから視線をそらした。

　あらゆることが怪しい感じなのだが、あらゆることが腑に落ちない。ここはとりあえず議員の話を聞いてみるしかないのだろうか。それにしても追加の徳利はいつ出てくるんだ？

「ところでモオルダア君。ボイジャーにモウムスのレコードが搭載されてたら面白いよねえ。ガハハハ」

モオルダアも呆れて返す言葉がなかった。地球外生命体へ向けたメッセージを録音したディスクを搭載したボイジャーはモオルダアも大好きだ。ロマンがあって、ある種のユーモアのセンスさえ感じられる。しかし、この議員が何を言いたいのかモオルダアにはまったく理解できない。モオルダアが「いい加減にしてくれ」と言わんばかりに眉間にしわを寄せていると、議員はおでこの上に垂れ下がってきたギトギトの前髪を元の位置になでつけから、急に声をひそめて話し出した。

「ボイジャーのレコードは今のところ何の成果もあげていないけど、ボインジャーはそうでもないんだよ。モオルダア君」

「ボインジャー！？」

急に真面目になった議員の口から発せられた間抜けな単語にモオルダアが興味を示している。モオルダアの様子を見た議員が詳細を語ってくれるようだ。

		
			7  ボインジャー
		

		　宇宙は新たなる戦略の拠点であり資源の宝庫であり、その他あらゆる可能性を秘めている。宇宙を手にしたものが世界を征するといった感じで大国は巨額の資金を投じてきた。そんな中で我々には何が出来るのだろうか。こびへつらうのは得意でもどうしても大国の仲間入りは出来ない。やっぱり付いていくしかないのね、と誰もが思っているはずである。しかし、そんなことはない。世界中が空に目を向けている隙に我々はしっかりと地面を見据えていたのである。地面というよりもそのずっと下を。

　アメリカがボイジャーを打ち上げた翌年、日本政府は密かに地底に向けて探査機ボインジャーを発進させた。地底に何があるのか、すでに我々は知っているつもりでいるが、実はそうでもない。地底に向かってずっと進んでいくとそのうちマグマが出てきてそのあとは、灼熱でドロドロで最終的には核があるというのはあくまでも仮説である。地底に向かって進んでいけばいつしかカッパの国へとたどり着くはずである。

　カッパと聞いてガッカリしてはいけない。カッパとは未知のものを解りやすく説明するための仮の名前にすぎない。大昔からカッパの目撃談は後を絶たない。そして、目撃者の描写するカッパの姿はどれもみな似かよっている。

　一方で、空からやって来た生命体に関する目撃談も数え切れないほどある。そして、そちらもみな同じような姿で描かれている。その姿とカッパの姿の共通点がどれだけあるか。少し考えれば、どちらも同じものを指していることは明らかである。

　昔、カッパの世界を克明に描いた小説があった。その作家はその後しばらくすると自ら命を絶ったということになっているのだが、果たしてそうだろうか？国家という巨大な組織の力を使えば一つの殺人を自殺に仕立て上げるのは簡単だ。

　それだけカッパの世界は政府にとって重要なのだ。日本政府は宇宙に手が出せなかったのではない。地底にはもっとすごいものがあると知っていたのだ。多くのカッパが日本にしか現れないことが幸いし、この情報は国外ではほとんど知られていない。それに政府はこの計画を極秘に進めていたのである。

　ボインジャーにはカッパへのメッセージが搭載されていた。そのメッセージに対する返答を受け取るため、国内のいたるところに観測所が設営されている。そのほとんどが鉱山の跡地にあるのは、少しでも地底に近づくためである。極秘計画のために大がかりな工事は出来ない。そこで元から穴の空いた場所を選んだと言うことである。

　我々は地底からの返答を待った。今日はなくても明日はあると信じて待った。今年はなくても来年は…。いつの間にかボインジャーは忘れられた。そして、たまたまボインジャーを思い出したある議員によって観測所は閉鎖された。とっくの昔に。



　本当のことのように話す議員にすっかり夢中になっているモオルダアであったが、あることに気付いて議員の話を遮った。

「それはすごい話なんですけど、さっきからマダムが思いっきり盗み聞きしてますよ」

議員が目を上げると、二人の目の前に女将が立って話を聞いていた。それでも議員は特に慌てることもなかった。

「ああ、それなら大丈夫だよ。実はねえ、彼女は私の愛人なんだよ。ガハハハ」

「はあ。そうなんですか」

議員の答えを聞いてモオルダアの胸の中はすごくモヤモヤしてきたが、そこを気にしても意味がない。

「それで、あなたは何が言いたいんですか？そんなことはボクもなんとなく知ってましたよ」

ホントに？モオルダアも知っていたなんて。さすがはモオルダア。それでも議員はまだ自信たっぷりである。

「ところがだねえ、昨日カッパ処理班へ出動命令が出たんだよ。キミが彼らより先に行動しなければ全ては闇に葬り去られてしまうんだ」

「カッパ処理班！？」

「そう。彼らとの間に何かが起こった時に出動するカッパ処理班。私がなんとかして出動を遅らせるように手を打ってはいるんだが、なにせ区議会議員の影響力なんて無いに等しいからね」

「まあ、そうでしょうねえ。それでボクにどうしろと言うんですか？」

自分好みの話に盛り上がってきたモオルダアが指示をあおいでいる。

「証拠を持ち帰るんだよ」

「証拠って何の？」

「返答のだよ」

議員はカウンターの下でモオルダアへ紙切れを手渡した。モオルダアは辺りを気にしながら受け取った。女将はそれをジロジロ見ていたがモオルダアはあまり気にしなかった。渡された紙切れを見るとそこにはアルファベットやら数字やらがずらずらと書かれていてモオルダアには何のことだか解らなかったが、なんだか謎めいているのがいい感じだったのでそこで紙切れからは目を離すことにした。

　話はだんだん解ってきたのだが、モオルダアにはまだモヤモヤしていることがある。ここはボインジャーについてもう少し聞いておかなくてはいけない。

「あれはただの噂だと思ってたけど、ボインジャーって本当だったんですか？搭載されていたメッセージって、何なんですか？音楽とか世界中の言語で録音されたあいさつですか？」

「まあ、似たようなもんかな。ボイジャーと違うのは一つだけ。世界各国の美女のセクシーポーズ満載の写真集が含まれていることだよ。まああれは言ってみればエロ本ってとこかな」

詳しく聞いたらまた更にモヤモヤしてきた。

「何でエロ本？」

「だって、カッパはエロガッパだから？」

議員までハテナを付けて話し始めてしまった。果たしてモオルダアはすごい情報を手に入れたのだろうか。

「とにかく、早くしないと証拠は全て片づけられてしまうからね。ぐずぐずしているヒマはないぞ。なあ、マダム。ガハハハ」

「ハイ、アナタ」

女将は片言の日本語で答えた。外国の人？もう何がなんだか意味が解らないのでモオルダアは色々なモヤモヤをモヤモヤさせながら自分の部屋へと戻った。

		
			8  翌日、エフ・ビー・エル
		

		　このところ仕事のつまらなさにほとんど職場放棄に近い状態のスケアリー。午前中の実習を早々に終わらせて自分のデスクで昼食用のベーグルを食べていた。そこへ困った顔をしたスキヤナー副長官がやって来た。

「モオルダアが無断欠勤みたいなんだ。せっかくやることが出来たっていうのに。そんな日に限って無断欠勤なんて。もしかしてキミは何か知っているんじゃないか？」

スケアリーは口に入れたベーグルを飲み込むまでしばらく黙っていた。それでも、早く返事をしようと言う気はあったのか、まだ噛み足りないものを無理に喉の奥に押し込むと傍らにあった紅茶をすすってから答えた。

「どうしてあたくしにそんなことをお聞きになるの？あたくしが知っている訳ないじゃありませんか」

「でも、短い間ではあったけど一緒にペケファイルやってただろ。だから最近も連絡とか取ってるんじゃないの？」

なぜかは知らないがスキヤナーはモオルダアがいなくて都合が悪いようだ。何とかモオルダアの居所を聞こうとしている。

「あのかたがまともならともかく、あたくしがあんな変態モオルダアと仕事以外でつきあうことはありませんわ！」

スケアリーは昼食を邪魔されて多少機嫌が悪くなってきた。しかし、こう言った後でふと昨日モオルダアの言っていた「優秀な捜査官のベンチャー企業」というのを思い出して、少しイヤな予感がした。不安でスケアリーの表情が曇っていく。

　モオルダアは時々とんでもないことを成し遂げてしまう。それは本人の才能ではなくて、全てが運であることに疑問の余地はないのだが、もしモオルダアがそのベンチャー企業で成功して大金持ちになってしまったら…。スケアリーはスキヤナーにその話をしようかと思ったが、昨日彼女がモオルダアを笑ったようにスキヤナーも彼女のことを笑うかも知れないと思って、そのことについては何も言わなかった。

「とにかく、あたくしは何も知りませんから。他をあたってくださるかしら？」

彼女の不安の表情がモオルダアの身を案じてのことだとスキヤナーは思ったようだ。

「そうか。それなら仕方ないな」

スキヤナーは立ち去ったが、スケアリーの心には不安がいつまでも残った。

　まさか本気なんですの？モオルダア。あなたの好きなようにはさせませんわよ！

　モオルダアに続いてスケアリーまでなんだか盛り上がってきてしまった。

		
			9  そのすぐ後、13階スキヤナーのオフィス
		

		「というわけでスケアリーは何も知らないみたいですよ」

スキヤナーが誰かに向かって話している。その視線の先からはウィスキーのニオイが漂ってくる。

「どうしてそう思うんだね？」

ウィスキー男は何か気に入らないことが起こっていると解っている。どうしてもモオルダアの行き先を知りたいようだ。

「どうしてといわれてもねえ。スケアリーは柄にもなくモオルダアを心配してたしねえ。あれは明らかに何も知らないよ」

ウィスキー男は聞きながら手に持っていたウィスキーの瓶を口のところまで持っていったが、その瓶がもうすでにカラになっていることに気付いた。瓶とスキヤナーの顔を交互に見ているとスキヤナーが言った。

「ここにウィスキーがあるワケないでしょ」

あるとは思っていなかったがウィスキー男にはちょっとガッカリだった。

「スケアリーに尾行をつけるんだ。それから、この近くに安い酒屋はないか？」

スキヤナーは首を軽く傾けて「さあ？」といったゼスチャーを見せただけだった。

		
			10  上高地のあたり
		

		　山間を走る列車を降りたモオルダアはバスに乗り換えた。バスには運転手以外の人間は彼しか乗っていなかった。曲がりくねった山道を走るバスの中から外の景色を眺めるモオルダアはこの小旅行に胸を躍らせながらも、時々彼の胸に去来する言い知れぬ不安を意識せずにはいられなかった。何かがおかしい。彼の少女的第六感は彼に漠然とした警告を発していた。

　バスは次第に標高の高い場所にさしかかっていた。開けた場所を通ると遠くまで景色を見渡すことが出来た。「わあ、きれいだなあ。やっぱり日本は山の国だな」完全な旅行者になってしまったモオルダアだが、ふとイヤなことに気付いてしまった。少女的第六感が彼に何を言わんとしていたのか。

　議員は言っていた。「地底に近づくために元から深い穴の空いた場所に観測所を作った」と。しかし、それはおかしくないか？山の上から穴を掘っても山の高度があるから穴は深くても地底に近づくためには理想的ではない。どうせなら高度の低い平地に穴を掘った方が地底により近くなるはずだ。ここまで来てそんなことに気付くとは。久々に盛り上がっていたモオルダアの気持ちがどんどん沈んでいく。

　そうしている間にモオルダアを乗せたバスは目的地に近い停留所へ到着した。モオルダアは深刻な顔でバスを降りようとした。そんなモオルダアの様子を見て、たまらず運転手が声をかけた。

「お客さん。これは今日最後のバスですよ。この山の中には泊まるところもありませんが、本当にここでいいのかね？」

長年この山道を往復してきた運転手はこんな客が何をしようとしているのか、なんとなく解ってしまうのだ。ただし、客がモオルダアである場合はその限りではないのであるが。

「大丈夫ですよ、ムッシュー。ボクには行くところがあるんですから」

モオルダアはうつむき加減で答えた。

「ホントに大丈夫なのか？バッグ一つでこんな所に来て。山に寝泊まりするような装備は持ってないみたいじゃないか。悪いことは言わないから、このまま終点まで行ってそこで泊まっていったらいい。辛いこと悲しいこと、何があったか知らないが私でよければ話を聞くから」

モオルダアはどうして運転手がこんなことを言うのか良く解らなかった。しかし、モオルダアがこれから向かうのは秘密の地下観測所。それを知らなければこんな所でバスを降りるのは人生に絶望してしまった人しかいないのかも知れない。

「ムッシュー。もしかしてボクが死のうとしてるとか思ってませんか？」

「それ以外考えられんだろう。そんな深刻な顔をして。ここだって一応観光地として成り立っている場所なんだから妙な死体が出てきたら困るんだよねえ」

「ムッシュー、それは失礼ですよ。ボクがそんなセンスのないことをすると思いますか？どうせそんなことをするんだったら、他のセンスのない人たちと一緒に富士山の麓にでも行きますよ」

運転手はモオルダアに「その気」がないことは解った。しかし、この山の中で一晩を過ごすというのは危険すぎる。モオルダアの持ち物を見れば寝袋すら持っていないようだ。

「でも、どうしても心配だ。名前と目的地ぐらいは教えてもらえないかね？」

「それを言ったら私はキミのことを殺さなきゃいけなくなる」

モオルダアは優秀なエージェントの台詞を言えたのでニヤニヤ笑っている。運転手はビックリして目を丸くしていた。

「まあ、鉱山跡地が好きな優秀な捜査官ということにしといてくださいよ」

そう言って立ち去るモオルダアを見ながら運転手はバスの扉を閉めた。「どうでもいいけどあんな変なやつが自殺なんかするわけはないな」そうつぶやいて、バスは乗客を一人も乗せずに終点を目指して走り出した。

		
			11  モオルダアのぼろアパート
		

		　スケアリーはたまりかねてモオルダアのぼろアパートまでやって来ていた。「あなたがペケファイルを再開させなければ、あたくしはいつまでも安月給でゴージャスな生活が送れないんですから。エフ・ビー・エルを辞めるなんてことは許されませんのよ！」といった感じで、モオルダアの部屋のドアをノックしたが中からはなんの反応もない。その時、モオルダアはすでに例の地底観測所に向かっていたのだから。

　スケアリーはポケットからモオルダアの部屋の合い鍵を出すと、鍵を開けて中へ入った。モオルダアはスケアリーに合い鍵を渡していたのだが、スケアリーは絶対にモオルダアに自分の部屋の合い鍵は渡さない。まあその辺は理解していただけるだろう。たとえパートナーでもスケアリーはモオルダアを変態だと思っているのだから。

　扉を開けると同時にスケアリーはムッとする異臭を感じて鼻をつまんだ。本当はニオイなんてしなかったのかも知れないが、部屋の中の様子を見れば誰だって鼻をつまむはずである。そんな感じにモオルダアの部屋は解りやすく散らかっていた。脱ぎ捨てられた衣類やゴミの間に足をおけそうな場所を探しながらスケアリーはゆっくりと部屋の中まで入ってきた。

　この汚い部屋にあるものを掻き分けて、今モオルダアがどこにいるかの手掛かりを見つけるのはスケアリーにとっては至難の業である。スケアリーが部屋を見回すと、どう考えても場違いなパソコンが部屋の隅に見つかった。いつの間にこんなものを買ったのか？考えても無駄なこと。こういうものがいきなりこういった場違いな所にあるということは、それが話の展開上重要なものであるに違いない。

　スケアリーがパソコンを起動させると解りやすいパソコンのデスクトップが現れた。そこには「極秘ファイル」という名の解りやすいフォルダがある。まさかとおもってスケアリーはそのフォルダをクリックすると「極秘ファイル」というこれまた解りやすい名前のファイルが表示された。スケアリーは更にまさかと思ったが、そのファイルをクリックしてみた。

　ファイルは極秘のくせにパスワード保護もされていない。ファイルを開くとアルファベットや数字の羅列が書かれていた。「これは何かの暗号かしら？」スケアリーは注意深く内容を確認すると中には「地底座標」という聞いたことのない単語があることが解った。

「なんだか知りませんが、モオルダアを無断欠勤させるには十分な資料ですわ」

スケアリーはつぶやいてから念のためこのファイルをプリントアウトして調べてみようと思った。しかし、モオルダアの部屋にはプリンターがなかった。プリンターが見つからないという警告の表示を見たスケアリーがイライラしながらそれを消した。「これではあの変態が何をしようとしているのかまったく解らないじゃありませんか」スケアリーは手当たり次第に目にしたファイルを開いていった。しかし、それらはことごとくスケアリーの期待に反した内容だった。

　ここで一度落ち着く必要がある。「あたくしはどうやら月給のことで焦っているに違いありませんわ。モオルダアの行く場所なんてあたくしにすぐに解るに決まっていますから。冷静になるのよ。あの変態がどこかへ行く前にすることは何？」スケアリーはパソコンから目を離して部屋の中を見渡した。この部屋の中で明らかに妙な存在感がある物はすぐに解る。こういう散らかり放題の部屋ではホコリを被っていないものは必要以上に輝いて見えるのである。スケアリーはまったくホコリを被っていない上高地の観光パンフレットを見つけた。「上高地」と「地底座標」にどんな関係があるというんですの？スケアリーがパンフレットとパソコンを見比べながら考えていると部屋の外で物音がした。

　スケアリーは慌ててパンフレットをポケットにしまってから、ドアの方を見ていた。鍵の開く音がしてドアが開いた。そこには男が二人、鼻をつまんで立っていた。

「ちょいと。あなた達は誰なんですの？」

スケアリーが聞くと二人は悪びれることもなく言い返した。

「我々はエフ・ビー・エルのさえない捜査官だ。それよりスケアリー捜査官こそここで何をしているんだ？」

「もしかしてあなた達あたくしを尾行したんじゃないでしょうね？あたくしはモオルダアの栽培しているカビに養分をあたえるためにここへやって来たんですのよ。あたくしモオルダアが行方不明だと聞いて、カビのことが心配になったものですから」

カビってなんのことだろう？二人のさえない捜査官は不思議そうに聞いているとスケアリーがベットの脚を掴んで引っ張ると、元の位置から少し動かした。ベットのしたには確かにカビが生えて気持ち悪い色に変色していた。スケアリーはそのカビに向かってツバを吐きかけた。

「これでこのカビは飢え死にすることはなくなりましたわ。それよりもあなた達は何しに来たんですの？」

「行方不明のモオルダアの捜査ですよ。別にあなたを尾行したとかそう言う訳じゃございやせんよ」

あまりにもウソっぽいウソにスケアリーはこの捜査官がホントにさえない捜査官だということが解った。モオルダアの行方を知る手掛かりはもう彼女のポケットの中にある。それにこの二人がパソコンの中の極秘ファイルを見ても何のことだか理解できないだろう。スケアリーは涼しい顔をしてモオルダアの部屋を後にしようとした。しかし、最後に気付いて振り返った。

「あなた方がどういう命令でここへ来たのか知りませんが、あんまりこの部屋に長くいるとこの異臭で意識不明になってしまうかも知れませんわよ」

そういってスケアリーはモオルダアの部屋を後にした。

		
			12  上高地の辺りにあるとある鉱山跡
		

		　怪しすぎる区議会議員からもらった地図を片手に山道を歩くモオルダアは前方に建物の入り口らしきものを見つけた。彼は歩きながらポケットに手を入れてしばらく何かを探していた。目的のものを手が探し当てるとそれを取り出し、口元へ近づけた。

「どうやらあの議員の言うことは本当なのかも知れない」

モオルダアは取り出したものに向かって話し始めた。それはもしかしてボイスレコーダー！？

　モオルダアのボイスレコーダーは以前の捜査でスケアリーに粉々にされてしまったのだが、また新しいのを買ったのだろうか。もしかして、ペケファイルが閉鎖されてもうスケアリーに壊される心配はないと解ったので買ったのかも知れない。

「ダイアン、ここの自然は最高だよ。東京から５時間足らずでこんな豊かな自然の中に身をおけるなんて今まで気付かなかった」

相変わらずボイスレコーダーの使い方が微妙に間違っているのだが、そうこうしているうちにモオルダアが建物の入り口にたどり着いた。扉は鎖でロックされていた。

「やはりここはそうとう昔に閉鎖されていたらしい。扉をロックしている鎖はかなりさびている。でもこれはかなり頑丈なようだ。でもダイアン、心配は無用だ。優秀な捜査官ならそんなことは解ってるのさ。ボクはちゃんとボルトクリッパを持ってきてあるんだ」

モオルダアは鞄から巨大なペンチのようなものを取り出して鎖にその刃をあてた。始めは簡単に切れると思っていたモオルダアだが、そんな巨大な道具でも要領が解っていないモオルダアにはなかなか切れない。５分ほど鎖と格闘して汗だくになったモオルダアはやっとのことで鎖を切ることが出来た。汗だくではあるものの、ここはいたってクールな感じを保ちながら扉から鎖を外すと、静かに扉を開けた。

　扉を開けると中は真っ暗だった。モオルダアは鞄から強力マグライトを取り出して中を照らした。なんか今回は色々「優秀な捜査官グッズ」をそろえているモオルダア。またボイスレコーダーに向かって話し始めた。

「地底観測所に入ったが、ここには何もない。地底といってもここはまだ地上だから当たり前なのだけど。電灯は切れているようで点かない。ここはボクの強力マグライトを頼りに進んでいくしかないようだ」

モオルダアが暗い通路を進んでいくと建設現場にあるような簡易エレベーターを見つけた。これで地中に降りて行くのだろうか？もしこれも動かなければ彼は下まで自分の足で降りる方法を考えなければいけない。モオルダアはどう考えても動きそうにないと思いながらそのエレベーターに乗り込んだ。横を向くと「上」と「下」と書かれた簡単な操作パネルがあった。モオルダアはボイスレコーダーを口元にあてて何かを言おうとした。それと同時にちょっとした好奇心で「下」のボタンを押してみた。

「ふわっ！？」

モオルダアのボイスレコーダーに変な悲鳴が録音された。閉鎖されて動かなくなっていると思っていたエレベーターが動き出したのである。

		
			13  モオルダア追跡
		

		　スケアリーは自分の高級アパートメントの高級ガレージにある二台の車の前に立っていた。彼女の前にはいつも使っている北欧産の高級セダンと、たまに乗るイギリス産の二人乗りスポーツカーがある。モオルダアがバカなことをしてペケファイルが永久に閉鎖される前にモオルダアを見つけなければいけない。スケアリーは二人乗り高級スポーツカーに乗り込むとタイヤをきしませながら、もの凄い勢いでその高級スポーツカーを発進させた。

　ガレージを飛び出してから、高速道路に入るまでの道のりで彼女は自分の乗っている車が尾行されていることに気付いた。スケアリーは高級スポーツカーをキーッってしてブーンッってしてその尾行を難なく振り切った。

　スケアリーの高級スポーツカーは全速力で上高地へ向かっていた。さえない捜査官と簡単に振り切れる尾行。それでも、モオルダアの無断欠勤には何か重大な理由があるに違いない。スケアリーは更にスピードをあげて高速道路をブーンッて走った。

		
			14  地底観測所
		

		　エレベーターはゆっくりと穴の奥深くまでモオルダアを乗せて降りて来た。エレベーターを降りたモオルダアが強力マグライトで辺りを照らすとあまり広くないスペースにたくさんの計器や見たことのない装置が照らし出された。自分の横に照明のスイッチを見つけて動かしてみたがやはりそれも点かなかった。

　おかしい。エレベーターは動くのに照明だけ点かない。それにここにある機械も電源が入ったままになって動いているようだ。計器のディスプレイや赤や青の光が点滅しているのはこの暗い場所では良く解る。モオルダアはまたボイスレコーダーを取り出して録音を始めた。

「ダイアン。これは怪しい感じだ。閉鎖というのは表向きだけで実は誰かが密かに観測を続けていたのかも知れない。しかし、ここで地底に住む彼らとの交信の証拠があるのだろうか。優秀な捜査官のボクには簡単なことかも知れないのだが、明かりの点かないこのスペースはなんとなく不気味だ。このボクでさえ言い知れぬ恐怖を感じてしまうのだから、普通の人間はすぐに帰ってしまうかも知れないよ」

それはどうだか？

　モオルダアは実際に怖がってはいたのだが、もしかすると夢の宇宙人との交信記録がここにあるかも知れないと思うとそれどころではなかったのである。しばらく夢中になってそこにある機械を見て回っていたモオルダアだが、しばらくすると別の何かを探してうろうろし始めた。ここは地上よりもひんやりしている。ここに来るまで山道を歩いて沢山汗をかいていたのでそっちの方へは水分が行かなかったのだが、ここへ来ると急に尿意を催してきたようである。

　観測所の中を歩き回ってやっとWCの文字を見つけた。用を足したモオルダアが洗面で手を洗っていた。濁ってはいたが水もちゃんと出た。この辺は微妙にきれい好きなモオルダア。手を洗った後、モオルダアは目の前の鏡を見ていた。

　もしかして、またやるのか？

　モオルダアが鏡の中の自分を睨みつける。やっぱりやるようだ。

「オレに言ってるのか？」

そして一度振り返る。それからまた鏡を睨みつける。

「オレの後ろには…誰かいたよな？」

誰もいないはずだったのに、確かにそこには誰かがいて口を半分開けたままモオルダアを見ていたのだ。全身からイヤな感じの汗が噴き出してくるのを感じながら、モオルダアは凄い勢いでもう一度振り返った。やっぱりそこには人がいた。

「キャー！」

モオルダアの情けない悲鳴に、そこにいた男はまったく動じていないようだった。

「アンタ、誰だ？」

そこにいた中年男がモオルダアに聞いた。限りなく田舎臭くおっとりした感じの口調だった。それを聞いてモオルダアも多少落ち着いた。

「キミこそ誰だね？」

「オラあ、ここの管理人だ」

「管理人？でもここはすでに閉鎖されているんじゃなかったの？」

モオルダアが不思議がるのももっともである。この管理人が話すところによると「いつか使うかも知れないから」という理由で週に一度こうして掃除や点検にやって来るのだそうだ。モオルダアはこの管理人がここで行われていた秘密の調査について何か知っているはずだと思い、色々聞いてみたのだが、彼はただ雇われてこの観測所の管理をしているだけで、その他の難しいことはさっぱり解らないということだった。確かにそうであろう。もしこの管理人がそれを知っていたら、モオルダアの侵入に対して迅速に対応し、今頃モオルダアは謎の組織に捕まって拷問三昧だったはずである。それに気付かないモオルダアは結構な幸せ者。

「ところで、あなたはこの土地の人ですか？それなら色々聞きたいことがあるんですが。特に昔から有名なある空想上の生物について」

モオルダアはカッパについて何か聞き出そうとしている。

「おらあ生まれも育ちも東京だあ。この辺の事はよく知らんが」

「ウソつき。その喋り方は明らかに東京の人じゃないけど」

「ああ、これねえ。オラのうちはずっと東京なんだけどな、初代が東京に出てきた後なあ、代々なぜか訛りのひどい人が嫁に来たり婿に来たりでな。だもんでうちの家系でちゃんとした標準語を喋れるモンはだあれもおらん。おらあかなりまともでねえかど思ちゅうんじゃが、代々あちこちの訛りば入り乱れでどこぞの誰でもワガラネワガラネちゅうもんで、そげな感じバッテンおらあこんな惨めな…」

「もういいですよ。無理して変な喋り方しなくても、東京の人なんですね。ところであなたはいつからここの管理人を？」

「もうずいぶん前からだなあ。まだここに研究員がぎょうさんいて、だれもかれでもワガラネワガラネちゅう感じで…。ところでアンタなにもんだ？ここに何しに来た？」

「ああ、これは失礼。私はエフ・ビー・エルの優秀な捜査官モオルダアだ」

「なんだそれ？ワケがワガラネべな。おらあ堀辺（ホリヘ）っちゅうんだ。それで捜査官がここに何の用だね？」

「用があるかどうかはこれから明らかになるよ」



　変な管理人が出てきて話が変な方向へずれかけていたが何とかモオルダアに頑張ってもらわなければ。モオルダアは堀辺に頼んで照明が点くようにしてもらった。これでこの観測所内の不気味な感じは薄らいだのだが、ここにある機械が何なのかは良く解らない。堀辺も同様である。彼は掃除や点検が仕事でほかのことはまったく解らないようだ。ただモオルダアが堀辺と違うのは、モオルダアはこんな珍しい機械を見ると触りたくて仕方がなくなるということだ。

　モオルダアはまず機械に触りたいのを我慢してそこら中に散らばっている紙を調べ始めた。それらは機械から吐き出された何かの観測結果のようだ。ロール式の紙に印刷された縦長の紙にびっしりと文字や数字がプリントされている。これにはモオルダアも見覚えがあった。議員から渡された紙切れに書いてあったものと似ている。でもこれだけでは何も解らない。これらが何を意味しているのか。これが地底から送られてきたメッセージなのか。考えても解らないのでモオルダアはそれを床に投げ捨てた。そんなものよりここにある機械には「彼ら」から接触があった時の音声データや画像データがあるかも知れない。議員の話を信じるのならボインジャーにはエロ本が搭載されていたはずだ。そのエロ本に対する返答として地底人はどんな画像を送ってくるのか。モオルダアの興味はそこに集中してしまっている感じもする。モオルダアは使い方も解らずにいろんな機械のスイッチを押しては元に戻し、そして隣のスイッチに移るという事を何度となく繰り返していた。

　そんなモオルダアを見ながら堀辺が言った。

「こんな散らかっとるの、おらあ見た事ねえじょお。こりゃあ、どえりゃあ事が起きたなあ。オラのいたころにはこんな事はなかったんだば。悪魔が来たら誰も助からねえ。オラも悪魔さ来ねえよおにンダバンダバ祈っちゅうよ」

モオルダアは堀辺が何を言ってるのかほとんど理解できない。

「堀辺さん。頼むからもう少し標準語に近くなるように話してくれませんか。いくら何でもひどすぎる」

堀辺はどうして解らなかったのか不思議そうにしていたが、少し考えてからもう一度言った。

「解りやすく言えば、ヤツらが来たら大変な事になるっちゅうことよ。そんな怖いことはゴメンだぎゃ」

これでモオルダアにもだいたい意味が解ってきた。しかし、堀辺は何を恐れているのだろう。ボインジャーに搭載されてたメッセージは地底人に対して友好的な内容だったはずである。しかも議員の話によればエロ本まで載せてあったということだ。それを見た地底人がやって来たらどうして大変な事になるのだろうか？やはり地底人は地上を侵略しようと企んでいるのだろうか？

　モオルダアがそんなことを考えていた時のことである。地響きと伴に突然観測所内の機械が慌ただしく動作を始めた。地震？

　二人とも驚いて辺りを見回した。データを記録するためのディスクはガリガリと音を立てて動き、それと同時にロール式の紙に例の文字と数字の羅列が印刷されて吐き出されてくる。地震ではないようだ。この地響きの原因は別にありそうだ。

　この時あまりにも急激に機械が動き出したために電圧が不安定になったのか、照明が暗くなったり元に戻ったりして、この緊迫した雰囲気を演出している。

　モオルダアは驚きながらも、これがもしかすると自分の追い求めていた、地底に住む宇宙人からの接触であると思い期待に胸を膨らませた。「やっぱりボクは間違っていなかったのだ！」

　一方で堀辺は顔面蒼白でこの様子を見守っていた。その時突然スピーカーから音楽に乗せて音声が流れてきた。

「やあ！地底のみなさん。我々は地上人だよ！これって凄い出会いだと思わない？地上にはこんなステキな出会いが沢山あるんだよ。しかも登録は無料！他で無駄な時間を使うよりまずは地上にアクセス！地底のみなさんからのメッセージ待ってるよ」

これは…。これは多分ボインジャーに搭載されたメッセージでしょうか。だとしたら地底人はボインジャーのメッセージをそっくりそのまま地上に送り返しているようだ。モオルダアは地底から送られてきたメッセージに驚くよりも先に地上から送ったメッセージの内容に驚いていた。しかし、堀辺はそうではなかった。スピーカーからこのメッセージが流れてくるとワケのワガラネことをわめきながら、一目散に部屋を飛び出してエレベーターに乗り込んだ。

「おいどこに行くんだ！？」

モオルダアは機械を調べるのに夢中になっていたのだが、逃げ出す堀辺を見て慌てて呼び止めた。堀辺を追いかけたいが機械は相変わらず何かのデータを受信し続けてガタガタ動いているし、スピーカーから流れる音も途絶えることはない。ふと別のモニターに目をやるとそこには悩殺ポーズのセクシー美女の画像も映し出されている。それを見て一瞬モオルダアの動きが止まっていた。そんなことをしている間に堀辺を乗せたエレベーターは地上へ向けて動き出していた。

　なんだか解らないまま全てがまた元に戻った。さっきの騒動はそう長い間続いたわけではない。ほんの二三分の出来事にすぎない。その短い間にあまりに多くのことが起こったようだ。そんな時にはその全てを克明に記憶するのは難しい。モオルダアは変な夢から醒めたような感じでしばらく一点を見つめたままだった。

　やがてモオルダアは最後に見たセクシー美女の画像を思い出した。それでやっと我に返ったモオルダア。まずは堀辺を探しに行かないといけない。時計を見ればもう真夜中を過ぎている。さすがにこの時間に山の中を逃げていくのは危険だ。

　モオルダアはエレベーターの所まで行って、上にあるエレベータを下まで降ろそうとスイッチを押した。そのエレベーターに何が乗っているのか。そしてこの後モオルダアが腰を抜かすことになるとは。この時のモオルダアには少しも予想できなかった。

		
			15  高速道路
		

		　スケアリーを乗せたスポーツカーは事故による大渋滞に巻き込まれて真夜中の高速道路を動いたり進んだりしていた。

「もう絶対に許しませんわ！」

誰に対して言っているのか知りませんが、スケアリーのこういうイライラは全てモオルダアに帰結する。

　スケアリーのスポーツカーはなかなか上高地にたどり着けそうにない。



　いつまでも抜け出せそうにない渋滞にはまりこんだスケアリーはおもむろにダッシュボードの収納からヘッドセットを取り出すと、それを装着してどこかに電話をかけた。呼び出し音が三回鳴って、留守番電話がスケアリーの呼び出しに答えた。

「こちらはモオルダア特別捜査官の邸宅だ。今日も難事件を解決するため留守にしているからメッセージを残していってくれたまえ」

スケアリーはこの留守電のメッセージを何度か聞いたことがある。これまでこんな腹の立つ留守電に対して一度もメッセージなど残したことはなかったのだが、今回は違った。

「ちょいと、あたくしスケアリーですのよ。さっきのさえない二人の捜査官はまだそこにいてコソコソあたくし達のことを嗅ぎ回っているんじゃなくて？それはどうでもいいんですけど、あたくし渋滞で凄く退屈だから、二人がまだそこにいるんだったらあたくしとお話ししませんこと？あたくし渋滞だけはどうしても嫌いなんですのよ」

モオルダアの部屋には彼女の予想どおり二人のさえない捜査官がいてモオルダアの行方に関する手掛かりをつかむべく監視を続けていた。さっきと違うのは彼らがモオルダアの部屋に立ちこめるニオイで気を失わないように防毒マスクを付けているところだ。

　このスケアリーのメッセージを聞いた二人は驚いてお互いを見合わせていたが、ここは黙っているしかない。二人がモオルダアの部屋にいて何かの異変があった場合すぐにモオルダア捜査の本部へ連絡する、ということはスケアリーに知られてはいけないことなのだから。

		
			16  再び地底観測所
		

		　地底観測所にモオルダアの「ヒヤッ！」という悲鳴が虚しく響き渡りモオルダアは腰を抜かしてその場にへたり込んだ。

　先程、モオルダアは逃げ出した堀辺を探そうと地上に上がっていたエレベーターを地底まで降ろすためにボタンを押して待っていたのだ。しばらくしてノロノロと簡易エレベーターが地底まで降りてきてモオルダアの前に止まった。そして扉が開いた時、モオルダアは思いもしなかったものを目にしたのである。

　モオルダアがそのエレベーターの中に見たのは変わり果てた堀辺の姿だったのである。驚いたモオルダアは悲鳴をあげて尻餅をついたまましばらく動けなかった。モオルダアの目の前にはもうすでに息絶えていると思われる堀辺の姿があった。腰が抜けて動けないモオルダアであったが、このままではいつまでも堀辺の死体と向かい合わせのままである。それよりはなんとかして立ち上がらないといけない。

　モオルダアはヘナヘナになって力の入らない膝を手で押さえながら、やっとのことで起きあがると恐る恐る堀辺の方へ近づいていった。死体が怖くて仕方がないモオルダアだが、今回はそうもいかない。堀辺が逃げ出してからエレベーターに乗るまでの短い時間に何があったのか解らないが、堀辺の状態はあまりにも奇怪だったのだ。

　何か恐ろしい目にあって命を落としたのはその表情を見れば解る。特に外傷もなく血も流していないが、大きく見開かれた目と、叫び声をあげているように開かれた口。しかし、モオルダアの興味を惹いたのはそれだけではない。堀辺の全身は緑色に変色しているのである。

　モオルダアは堀辺の死体の近くでしばらく考えていたが、しばらくすると意を決した感じで堀辺の腕を掴んで肩にかけると遺体を抱きかかえて観測所の方へと運んでいった。



　机の上に横たわる堀辺の遺体を見ながらモオルダアはボイスレコーダーを取り出して喋り始めた。

「ダイアン。大変なことになったよ。彼の本当なのかインチキなのか解らない訛りもう聞けないと思うと悲しいけどね。問題はそんな事じゃない。彼はなぜ死んでしまったのだ？もしかして彼らが？…いやそう考えるのは早すぎる。まずは遺体を検分しないと」

そう言ってモオルダアは堀辺の遺体を調べようと手を伸ばしたのだが、冷静になってみてみるとやっぱり死体は怖い。指先で堀辺の服をつまんで体を少し斜めにしたり元に戻したりしてそれでお終いにした。

　ここにスケアリーがいればこんな事にはならなかったのだろうが。しかし、今そこを考えても仕方がない。モオルダアは自分なりの考えをまとめてみた。

「遺体には特に外傷はない。死因は心臓発作とかエレベーターの操作を誤って感電したとかそんなところだろう。おかしな点は遺体が緑色に変色しているところだ。多くのカッパの想像図が緑色なのと関係しているのだろうか？詳しいことは解剖しないと解らない。多分ペケファイルを再開させたがっているスケアリーに頼めば喜んでやってくれるだろう。でも問題はそれ以外のところにある。もし堀辺が何者かによって殺されたというのなら、ここって凄く危険なんじゃないか？だとしたらボクはどうすれば良いんだ？堀辺はエレベータに乗っている間に死んでしまった。ボクも今すぐここを逃げ出したいのだけれど、そうするにはエレベーターに乗らないといけない。まずいことになってきた」

ここでモオルダアは一度ボイスレコーダーを口元から離してじっと何かを考えていた。というより、考えているフリをしているという方が正確かも知れない。ボイスレコーダーに向かって気取った感じで喋っているおかげで平静さを保ててはいるものの、モオルダアは恐怖でほとんどパニック状態なのである。なにも考えられないままモオルダアは再びボイスレコーダーに録音を始めた。

「ここは考えていても仕方がない。まずはここにある観測装置を調べてさっきなにが起きたのかを調べなくては。特にあのセクシー美女の画像はどうしても持ち帰らないと」

なんで？

		
			17
		

		　モオルダアは観測所内のあらゆる機械を見て回っていた。そのうちやっとモオルダアにも使えそうな機械を見つけることができた。それはモオルダアもよく使っているラジカセやビデオプレーヤーと同じようなボタンが付いている。三角の印が「再生」で四角が「停止」であるということはなんとなく解る。止め方が解っていればなんとなく安心できる。モオルダアはその機械の三角の印のついたボタンを押してみた。

「やあ！地底のみなさん。我々は地上人だよ！…」

機械が再生しているのはさっき騒動の時に流れてきたものと同じ音声のようだ。モオルダアがボイスレコーダーを取り出して話し始めた。

「どうやらこの機械は受信した内容を全て記録しているようだ。ということはさっきモニターに映し出されたセクシー美女の画像もどこかに記録されているに違いない」

どうしてもそれが見たいのか？モオルダアよ。

　モオルダアはそのセクシー美女の画像見たさに今度はちょっと冒険して難しそうな機械のボタンを押していく。モオルダアがボタンを押すのに合わせて色々な機械のランプが点灯したり消えたりしている。モオルダアは次第に焦ってきた。ここで起きたことを詳しく調べたいのは山々だが、もし堀辺が何者かに殺されたのだとしたら、彼らはまたやって来てモオルダアも殺すのかも知れない。

　モオルダアはすべきではないと解っていながら頭の中で「彼ら」の姿を想像しまった。緑色の細身の体に、頭にはお皿がのっかっている。そこまで考えると思わず笑ってしまいそうになったのだが「彼ら」の顔を思い浮かべた時、モオルダアは恐ろしくなって身震いした。「彼ら」は決して今まで絵で見てきたようなかわいい顔などしていない。どんよりとした目を細めて「彼ら」が笑うと開いたくちばしの中に鋭い牙が並んでいる。

　焦りと苛立ちと恐怖が入り交じってモオルダアは次第に自分が何をしているのか解らなくなってきた。

　ここはひとまず落ち着かなくては。そうするにはまず優秀な捜査官のフリをしなくてはいけない。モオルダアが再びボイスレコーダーを取り出して話し始めた。

「謎めいた資料の数々。プリントアウトされた意味の解らないデータの山と、ボインジャーのどうしようもないメッセージの音声。それに気味の悪い堀辺の遺体。これで何が解るというのだろうか。真実はどこにもない。こんな時にドドメキさんがいてくれたら、その辺の薄暗いところから怪しい感じで現れて、解りやすいヒントを教えてくれるのだろうけど、彼はもうすでに降板してしまった。彼の言っていたもっとアクの強い情報提供者はいつ現れるのだろうか？こんな地下深くではそれすら期待できない」

ここまで喋ったモオルダアは機械の置かれている机の下に雑誌の山を発見した。なんとなくそれを手にとって見てみるとそれは全て男性向けの雑誌のようだった。それはこの観測所が設営されてから閉鎖されるまで観測員達の気晴らしのために次々とここへ持ち込まれたものなのであろう。七十年代の後半からつい最近のものまで下から順に積み上げられている。

　これを見てモオルダアの目の色が変わった。

「うわあ。これはとんだ『お宝』に巡り会いましたよ！」

そう言ってモオルダアはその雑誌の山を上から順に調べていった。この観測所の歴史は或るグラビア雑誌の歴史といっても過言ではないくらい、ほとんど欠番無しの状態でグラビア雑誌が積まれている。

　モオルダアは自分が危険な状況にあるということも忘れてその雑誌の山を探索するのに夢中になっている。

「やっぱりグラビアは八十年代が最高だなあ。この慎みと恥じらい、そして時としてハッとするような大胆さが何とも言えないよねえ」

何をやっているんだモオルダア！しかし、ここにはだれも彼を止めるものはない。モオルダアはここに何をしに来たのかすっかり忘れてグラビア雑誌に夢中になっている。

　するとその時、また地響きと伴に観測所の計器が激しく動き出した。雑誌に夢中になっていたモオルダアは余計に驚いて持っていた雑誌を投げ出して逃げようとした。

　しかし、ここで逃げたらどうなるのだろうか？さっきこの状態でエレベーターに乗った堀辺は遺体になって戻ってきた。そんなのはまっぴらだ。モオルダアはこの混乱を何とか乗り切りたかった。そんな時にどうするか。彼には一つしか道は残されていない。

「ごめんなさい。こっそりグラビア見て興奮してごめんなさい」

モオルダアは必死に謝るがそんなことで何とかなるわけはない。そうしている間も地面はぐらぐらと動き、計器類は絶え間なくデータを吐き出し続けている。そしてモニターが明るくなると、そこにモオルダアがさっきまで見ていたグラビアの画像が映し出された。

　それは八十年代のグラビア画像。もちろんボインジャーに搭載されたものではない。ボインジャーが地底に向けて発信したのは七十年代の後半なのだから。モオルダアは恐ろしいことに気付いた。ここにメッセージを送ってくる何者か、或いは「何か」はここでモオルダアのしていたことを知っていたのだ。

　それに気付いたモオルダアは扉の方へ駆け寄った。彼のしていたことを見ていた「何か」は彼のすぐそばにいるのだ。そう思ったモオルダアは慌てて扉の鍵をかけた。モオルダアが鍵をかける前にドアが押されるような感覚があったが、モオルダアにはそんな事を気にしている暇はなかったのかも知れない。或いは気付いていたとしてもそれを認めたくなかったのかも知れない。

　モオルダアは鍵をかけると扉から離れようと後ずさったが、鍵を閉めた扉は今にも壊れそうにバタバタと何かの力に押されて動いている。モオルダアは近くにある机や棚を扉の前に倒して何とかその扉が開かないようにした。それでもそれがいつまでドアを押さえてくれるかは解らない。モオルダアは出来るだけのことをすると、ドアの方を向いたまま後ずさって、反対の壁際まで来ると力無くへたり込んだ。

　絶え間なく動き続ける計器類の激しい音に混じってスピーカーからボインジャーに搭載された音声メッセージの音も聞こえている。モオルダアはその合間に「クルルルゥ」という感じの気味の悪い音を聞いたように思えた。それは明らかに雑音ではなく、何かの生物の発する意味を持った言葉のようだった。モオルダアは彼らが自分に語りかけているような気がしてならなかったのだ。そしてそれは敵意に満ちている。「これがカッパの声なのか？」モオルダアはなんとかしてその考えを否定しようとしていた。彼は今自分の力ではどうにも出来ない恐ろしい状況にあるのだ。

　モオルダアはそのままバタバタするドアが開いていくのを見守っていた。ドアが開いていくと同時に、外から強い光が部屋の中に入ってくるのを見た。

「キャー、ごめんなさい！」

そう言いながらほぼ無意識に胸のホルスターから自慢のモデルガンを取りだしてドアの方を目がけて弾を発射した。BB弾がドアにあたってパチンパチンと虚しく跳ね返る。ドアの前に倒してあった棚や机は何か得体の知れない力でドアから遠ざけられていくように見える。それだけではなく、部屋中のあらゆるものが竜巻に飲み込まれでもしたかのように軽々と中に浮いて動いているようにも見える。ドアから漏れてくる光が次第に強くなり、まるで部屋が雷雲の中にあるように混乱してきた。或いはモオルダアの頭の混乱が部屋の中の状況を彼自身にそう見せていたのかも知れない。

　そんな中、モオルダアが何をしようとドアは静かに開いていく。そしてそこから射してくる眩しい光の中に何かの影が現れた。モオルダアはその影に向かってモデルガンの引き金を引いていたがもうすでにBB弾はつきていた。カチャカチャとプラスチックのこすれる音だけがしていた。

　光の中に現れた影が観測所の中へ入ってくる。それは人のようでもあり、そうでないものにも見える。モオルダアは声にならない悲鳴をあげながらモデルガンの引き金を引いていた。

		
			18  早朝
		

		　観測所のエレベーターが一度地上に昇ってまた地底まで降りてきた。扉が開くとそこにはスケアリーの姿があった。エレベーターを降りたスケアリーは観測所の中に入るとその混乱した部屋をみて一瞬たじろいだ。

「まあ、何なんですの？この散らかりようは」

棚が倒れたり、紙が散らかっていたり、いかがわしい雑誌が散乱している中をスケアリーが中へと進んでいく。

「ちょいと、モオルダア！ここにいるのは解っているんですから。隠れてないで出てきたらどうなんですの？」

スケアリーのこの苛立った口調にもモオルダアは反応しない。この散らかりように、ここで何か異常な事態が起こったのかも知れないと思ったスケアリーは一度立ち止まった。

「ちょいとモオルダア。いるのなら返事をなさい！」

そう言いながら見回すと、ひっくり返った机の下から二本の足が出ているのを見つけた。この安っぽい革靴には見覚えがある。スケアリーは慌ててその机をどかした。

　その下には片手にモデルガン、そしてもう片方になぜかグラビア雑誌を抱えて倒れているモオルダアの姿があった。彼女はモオルダアを探して聞き込みをしている時に聞いたバスの運転手の話を思い出した。「山の中で降ろした男がそれかなあ。オレはあの男が自殺でもするんじゃないかと思って心配だったんだが…」

　まさか自分がバイトだったと知ったショックで自殺を？スケアリーは慌ててモオルダアの頬をビシビシと三度ほど平手打ちした。

「ちょいとモオルダア！まさか死んでいないでしょうねえ」

スケアリーが平手打ちの後に胸ぐらを掴んでモオルダアの上半身を揺り動かすとやっとモオルダアが目を覚ました。

「ちょいとモオルダア！どういう事ですの？」

眉間にしわを寄せて聞くスケアリーほどモオルダアにとって怖いものはないのだが、今回はそうでもなかった。モオルダアはむっくりと起きあがると頭の中を整理する間もなく話し始めた。

「スケアリー。やっぱりいたんだよ。彼らは地底にいたんだよ！」

「何のことですの？」

スケアリーの疑問とは関係なくモオルダアが続ける。

「早くここにある証拠を持ち帰らないと。カッパ処理班が来たら全ては水の泡だ」

「カッパ処理班！？そう言えばここに来る途中に迷彩服を着た人たちを乗せたトラックを追い抜きましたけど、もしかしてそれがカッパ処理班って言うんですの？」

モオルダアはそれを聞いて顔色を変えた。もしカッパ処理班が来たら証拠が持ち帰れないだけでなく、モオルダア達も捕まって痛い目に遭うに決まってる。

「大変だ！今すぐここから逃げないと。捕まったらペケファイルどころじゃなくなるよ！」

それを聞いてスケアリーも大慌てである。彼女の目下の目的はペケファイルを再開させて月給を元どおりにすることなのだから。

「それじゃあこんなところでモタモタしてないで早く逃げるんですのよ」

スケアリーはエレベーターの方へ向かっていたがモオルダアは何かを探してぐずぐずしている。見ると彼はガタガタに散らかった机や機材の下から堀辺の死体を見つけてそれを引っ張り出そうとしている。

「ちょいとモオルダア。何なんですのその死体は！？」

「重要な証拠だよ。これを調べれば…」

「そんなものはあたしの車に乗せることは出来ませんわよ。今日は二人乗りのスポーツカーなんですから。もしあなたを乗せなくていいというのなら話は別ですけれども」

そう言われても困る。どうして今日に限って二人乗りなのか？モオルダアは納得がいかなかったが、堀辺の遺体から手を放した。それでもまだ持ち帰れるものはある。

　辺りを見回したモオルダアは液晶モニターを掴むとそれを持ち上げた。それは何かの機材に接続されていて一度コードがひっかかったのだがモオルダアは力ずくでそれを引きちぎって取り外した。それから近くにあったグラビア雑誌を掴んだ。

「これで大丈夫だ」

モオルダアがそう言うのを聞いてスケアリーは急いでエレベーターに乗り込んだ。モオルダアもその後に続く。

　地上にエレベーターが着くと二人は急いで外までやってきた。カッパ処理班を乗せたトラックはもうすぐ近くまで迫っていた。二人はスケアリーの乗ってきたスポーツカーまで走って乗り込んだ。しかし運悪くモオルダアが運転席側から乗り込んでしまったために運転は彼がしないといけないようだ。

　これはスポーツカー。もちろんマニュアルである。ペーパードライバーのモオルダアにこんな車を運転できるのだろうか。スケアリーはこの失敗に頭を抱えて後悔した。考えてみればこれは英国産のスポーツカー。いつも乗っているのは左ハンドルだがこれは右ハンドル。慌てていた二人はいつもの癖でいつもの側から車に乗り込んでしまったのである。

　振り向けば後方にはトラックが到着して中から迷彩服の男達が二人の方へ銃を構えて走ってくる。今更席を替わってなどいられない。スケアリーは祈るような気持ちでモオルダアにキーを渡した。

　モオルダアがキーを回してエンジンをかけアクセルを踏み込んだ。エンジンだけはブンブンと音を立てたが車は進まない。

「モオルダア！クラッチですのよ！」

スケアリーも慌てて意味のない説明をしたが、お互いに慌てているためにモオルダアにもその意味が解った。モオルダアがクラッチペダルから足を離すと車はガクンと二度ほどつんのめった。エンストするギリギリのところでなんとか車は急発進した。その直後、カッパ処理班達が二人を乗せた車へ向かって発砲を始めた。

　カッパ処理班の撃った弾が何発か車に当たり、そのうちの一発はリアガラスに当たりガラスは粉々に砕けた。こうなったらモオルダアはパニック状態。道があろうとなかろうととにかく前へ前へと全速力で走って行く。

　高地特有の背の低い植物の中を疾走するとやがて車は舗装された道路にたどり着いた。モオルダアはここでやっと自分がハンドルを握っていることに気付いて方向を転換すると道路に沿って猛スピードで山を下っていった。このモオルダアの運転にスケアリーは顔を真っ青にしていた。しかし、彼女に出来るのは目を見開いて目の前の道路を見ることだけ。ほとんど生きた心地がしなかった。上の方からトラックが追ってくるのが解ったが、この高級スポーツカーには追いつけないようだった。スケアリーはこの車がモオルダアの無謀な運転にも耐えられるほど頑丈だったことに感謝した。

		
			19  翌日、スキヤナーのオフィス
		

		　スキヤナーは明らかに苛立った表情で目の前のモオルダアを見ていた。

「いったいキミは何をしていたんだ？」

モオルダアはスキヤナーに言われてもふてくされた感じで黙っている。横ではウィスキー男がボトルを口に運びながら二人の様子を冷たく見つめていた。

「せっかくキミの仕事が出来たというのに、キミがサボっていたから他の職員達は大変だったんだぞ」

モオルダアはこう言われると少し息を荒げて答えた。

「そんなことを言われても困りますよ。ボクはエフ・ビー・エルに入ってから一年間無断欠勤していたにもかかわらずクビにならずにいたんですよ。今更一日の無断欠勤をどうこう言わないでくださいよ」

「それとこれとは話が別だ」

スキヤナーはモオルダアのなぜか開き直った態度が上司として気に入らなかったのか、良く解らない理屈で言い返す。そんな理屈ならモオルダアも得意とするところ。

「だいたいボクがちゃんと出勤してくると思っているところがおかしいんですよ。あなたは知ってましたか？ボクはバイトなんですよ。バイトがちゃんと毎日出勤してくるワケないじゃありませんか。いつでも休めるお気楽なバイト君なんだから」

スキヤナーは少し驚いたようにして、一瞬言葉を詰まらせた。彼もモオルダアがバイトだったとは知らなかったようだ。スキヤナーはウィスキー男の方へ「本当なのか？」といった感じの視線を投げかけた。これまでモオルダアは一応命に関わるような危険な捜査もしてきたのだ。それがバイト君では気の毒だ。

　スキヤナーがモオルダアに同情してしまいそうな様子を見ていたウィスキー男がおもむろに立ち上がるとモオルダアの方へ近寄ってきた。

「いつでも休めるバイト君だけど、いつでもクビに出来るのもバイト君だ。キミはクビだ！モオルダア君」

ウィスキー臭い息をモオルダアに浴びせながらウィスキー男が言い捨てた。モオルダアは多少のショックを受けていた。一番良く解らない理屈をこねるのはこのウィスキー男だったようだ。気まずい沈黙が三人の間を流れていった。

「もう出ていってくれ」

スキヤナーが言うとウィスキー男は得意げにモオルダアの方を見つめた。モオルダアは呆然として動かなかった。まさかクビになるなんて。

「キミのことだよ。ここは私のオフィスだ」

今度は良く解るようにウィスキー男の方をしっかりと見てスキヤナーが言った。ウィスキー男は意外な感じで眉をつり上げながら黙ってスキヤナーを見ていたが、やがてボトルからウィスキーを一口飲むと静かに部屋から出ていった。

　それでボクはどうなるんだ？といった感じでモオルダアは黙って立っていた。

「まだやることは残っているんだ。早く仕事に戻りたまえ」

スキヤナーがモオルダアに言うと、モオルダアは「なんかワケがワガラネ」と小さくつぶやいて部屋から出ていった。

		
			20  エフ・ビー・エル・ビルディングの一室
		

		　モオルダアがつまらなそうに資料の山を整理している。仕事ってこんなことだったのね。さすがはバイト君。彼の使っている机の上には観測所から持ち帰った液晶モニターが置かれていた。それは持ち出す時にちぎれたコードを取り替えて彼の使っているパソコンにつながれている。そこには難しそうな画面が表示されているが、もちろんこれはカモフラージュ用の画像。その下には普通のパソコン画面が表示されているのだ。

　モオルダアは書類を整理しながら時々その画面を見つめてため息をついていた。

「あーあ。ボクはダメだなあ。なんでこういつもこんなことになってしまうんだろう？」

モオルダアがしょんぼりとして考えていると突然部屋の扉が開いた。ネガティブに考え込んでいたモオルダアは少し驚いて小さく肩をすぼめてドアの方を見た。そこにはスケアリーが立っていた。

　スケアリーはモオルダアの前にやって来ると手に持った紙切れを彼の机の上に差し出した。

「これはあたくしの車のリアガラスの修理代と、あなたが無茶苦茶に運転したために調子が悪くなったエンジンの整備代ですわ」

モオルダアがそれを見るとそこには法外な値段が書かれていた。まさかこれをモオルダアに払えと言っているのだろうか。

「これをボクが払うの？そんなの無理に決まってるだろ。ボクはバイトなんだぜ」

スケアリーには彼がそんなお金を持っていないのは解っていた。

「それだったらなんとかしてペケファイルを再開させなさい。そうすればこの件に関しては目をつむりますわ」

そうしてくれると助かるのだが、モオルダアにはなぜか自信がなさそうだ。

「ボクにはバイト君としての仕事があるんだ。そんな暇はなさそうだよ。お金は少しずつ払うからそれで良いでしょ」

こんなネガティブ・モオルダアは初めて見るスケアリー。うつむき加減で書類を整理するモオルダアの顔を驚いて覗き込んだ。やっぱり本気で落ち込んでいるのか？

「だってあなたは見たんでしょ？例の『彼ら』を。それにあそこの観測所から逃げる時に色々持ち出してたじゃありませんこと？それを証拠にすればいいんですのよ」

モオルダアは彼女に言われると目の前のパソコンをいじって液晶に普通のパソコン画面を表示させた。

「どうやらボクは間違っていたんだよ。こんなものを持ち帰っても意味はなかったんだ」

スケアリーは画面に何かが表示されているのかと思って覗き込んでみたが、そこには普通のパソコン画面しか表示されていない。しかし、しばらくするとモオルダアが何を言おうとしているのかが解ってきた。彼はそれが映し出しているものではなく、それを映しているものを見せたかったようだ。

「あなたはもしかしてこの液晶モニターに『彼ら』との交信データが保存されていると思っていたの？こんなものを持ち帰っても意味がありませんわ。このモニターがつながれていた機械の方を持ち帰らないと…」

「解っているよ。でもねえ、人間というのは目から得た情報に騙されやすいんだよ。これにデータが表示されていれば、これにデータが記録されていると思ってしまうこともあるんだ。本当はボクも知っていたのに、あの状況ではこの大失敗に気付かなかったんだよ」

スケアリーはこれを聞いて大笑いしそうになってしまったが、モオルダアがあまりにもしゅんとした感じなので気を遣って笑いをこらえた。しかし、こらえようとすればするほどおかしくなってくる。仕事を続けるモオルダアを見ながら彼女は笑いが吹き出す前に黙って部屋を出ることにした。

　モオルダアはスケアリーが出ていったのを確認すると机の引き出しを開けた。そこには液晶モニターと一緒に持ち帰ってきた雑誌がある。モオルダアは引き出しからそれを取り出すと机の下でこっそりとお気に入りの「八十年代のグラビア」を眺めていた。穴が空くほど。

		
			#013「リトル・ムスタファマン」

			Little Mustapha
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			　実のところシーズン１の最終回「前門の虎」はモオルダア捜査官が美女のトラ柄パンティーを見る場面が書きたかっただけなのですが。そこからさらに二話も続く大作になったのはスゴいことなのか、どうなのか。ただトラとかネコ科の動物というキーワードがシーズン２には多く出てきますし、少なからず話を盛り上げているのではないか？ということを考えると偶然にしても上手くいったトラ柄パンティーだったのだと思っています。

			　そして、第三話は初の本格的に本物の方のパクり２でもありました。しかし、本物の方ではまったく関係なかった人物がthe Peke-Filesでは関係している人物だったりするのも面白いと思ったりもします。

			　第三話に登場する変な方言を話すホリヘという男は本物の方ではホルヘという（多分）プエルトリコの人にあたります。プエルトリコなので英語ではなくてスペイン語を話すのですが、一方でthe Peke-Filesは基本的に日本の話。そこで意思の疎通がスムーズに出来ない状況をどうやって日本人同士で再現するのか？ということを考えたら、理解できないほどの方言ということになったのです。それがシーズン２の最後に登場する別の強烈な方言のあの人に繋がって来るのです。設定を別の国にするだけでも、パクり３なのにオリジナリティが出せたりするものだと思ったのも確かですが。しかし、これによって現在の私は色々と問題を抱えているとも言われているとか、いないとか。でもシーズン２でなんとかなったように、現在の問題もなんとかなるのではないか、とか。
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